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第1章 学校教育

初
版
で
は
昭
和
四
十
七
年
度
ま
で
を
主
と
し
て
編
集
し
て
い
る

が
、
そ
の
後
空
港
の
開
港
と
と
も
に
、
本
町
も
め
ま
ぐ
る
し
い
変

遷
を
遂
げ
て
き
た
。
以
下
順
を
追
っ
て
学
校
教
育
に
お
け
る
変
化

を
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。
教
育
一

0
0年
の
歩
み
は
初
版
に
お
い

て
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
約

一
0
年
の
間
に
、
学
校
教
育

面
に
お
い
て
二
、
三
の
大
き
な
変
化
か
あ
っ
た
。

そ
の
一
は
、
人

口
の
減
少
及
び
校
舎
の
老
朽
化
に
伴
い
、
玉
利

中
学
校
を
溝
辺
中
学
校
に
統
合
し

―
町

一
中
学
校
と
す
る
か
、
ま

た
空
港
開
港
に
伴
い
玉
利
中
学
校
区
も
人
口
の
流
入
に
よ
り
人
口

増
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
新
校
舎
を
建
設
し
一
町
二
中
学
校
と
し

て
存
続
す
べ
き
か
ー
の
意
見
が
対
立
し
た
た
め
、
そ
の
結
論
を
見

い
だ
す
べ
く
、
教
育
委
員
会

・
議
会

・
町
の

三
者
が
一

体
と
な

り
、
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
真
剣
に
検
討
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
そ
の
結

果
、
将
来
に
お
い
て
空
港
周
辺
に
あ
っ
て
は
、
人
口
が
増
加
す
る

で
あ
ろ
う
と
の
見
通
し
に
た
ち
、
麓
字
上
原
に
地
権
者
各
位
の
理

解
と
協
力
に
よ
り
新
敷
地
を
取
得
、
新
校
舎
建
設
の
ゴ
ー
サ
イ
ン

第
一
章

学

校

教

育

溝 辺 小 学 校

次
に
石
峯
地
区
の
通
学
区
問
題
に
つ
い
て
触
れ
て
お
ぎ
た
い
。

こ
の
地
区
は
、
小
学
校
は
陵
南
小
へ
、
中
学
校
は
溝
辺
中
へ
通
学

す
る
と
い
う
形
態
が
長
年
続
い
て
い
た
。
そ
の
原
因
に
つ
い
て
は

い
ろ
い
ろ
の
要
因
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
毎
年
入
学
期
に
は

通
学
区
変
更
届
が
出
さ
れ
、

教
育
委
員
会
も
そ
の
取
り
扱

い
に
苦
慮
し
て
い
た
。
そ
の

問
教
育
委
員
会
は
、
議
会
や

町
と
の
協
議
を
重
ね
つ
つ
、

石
峯
地
区
の
父
兄
と
の
話
し

合
い
を
行
い
、
規
則
ど
お
り

の
通
学
が
行
わ
れ
る
よ
う
、

説
得
に
努
力
し
て
き
た
。
し

か
し
、
正
常
化
は
遅
々
と
し

て
進
ま
ず
、
繰
り
返
し
話
し

合
い
が
持
た
れ
た
結
果
、
昭

和
六
十
年
正
規
の
運
営
が
な

て
い
る
。

月
か
ら
そ
の
名
も
「
陵
南
中
学
校
」
と
改
称
さ
れ
、
現
在
に
至
っ

が
出
さ
れ
、
昭
和
五
十
六
年
か
ら
建
設
に
入
り
昭
和
五
十
七
年
四
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初
版
で
、
昭
和
四
十
七
年
度
ま
で
の
推
移
は
詳
し
く
述
べ
ら
れ

て
い
る
の
で
、

四
十
八
年
度
以
後
の
動
き
を
記
述
す
る
。

空
港
の
開
港
に
伴
い
、
そ
の
騒
音
は
相
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
各
校
順
次
航
空
機
騒
音
対
策
事
業
に
よ
っ

て
防
音
工
事
を

施
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
本
校
の
校
舎
は
昭
和
四
十
九
年
度

か
ら
移
転
を
伴
う
建
設
が
始
ま
っ
て
い
る
。

49

有
川
字
石
塚
へ
用
地
二
万
五
―
二
九
乎
方

屈

を
取

得
、
造
成
に
着
工

第
一

次
新
校
舎
建
設
藩
工
。
六一

七
平
方
屈
。
総
工

費
五
四
五
五
万
六

0
0
0円
（
財
源
内
訳
11
運
輸
省

補
助
四

0
0
一万――

1
0
0
0円
、
起
債

一
0
0
0万

円
、
町
費
四
五
四
万
三

0
0
0
円）

第
二
次
校
舎
建
設
着
工
。
校
舎
ニ
ニ
四
七
平
方
屈、

諧
堂
八
二
0

•

五
平
方
屈

、

機
械
室
一
五
0
•

五
平

方
招
。総
工
費
三
億
二

三
七
七
万
円
（
財
源
内
訳
1
1
運

•8 

゜
5
 

•2 

゜
5
 

溝
辺
小
学
校

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
学
校
運
営
の
正
常
化
の
面
か
ら
そ
の
効

果
は
大
き
な
も
の
が
あ
る
。

児
童
数
の
増
加
に
よ

っ
て
、
普
通
教
室
が
不
足
に
な

っ
た
た
め
、
特
別
教
室
を
普
通
教
室
に
改
造
し
、
新

た
に
音
楽
教
室
と
保
健
室
を
建
設
。
面
積

一
九
八
平

方
屈
、
総
工
費
二
七
六
六
万
一

0
0
0
円
（
財
源
内

訳
1
1
文
部
省
補
助

―
二
五
七
万
八

0
00
円
、
起
債

1
0
10
万
円
、
町
費
四
九
八
万
三

0
0
0
円）

〔
歴
代
校
長

・
P
T
A
会
長
〕
（
昭
和
四
十
七
年
度
以
降
）

61 ． 
12 

52 51 ．． 
9 11 

51 ． 
11 
.
3
 

ー5
 

円） 輸
省
補
助
一
億
四
四
六
八
万
五

0
0
0円
、
起
債
七

六
五

0
万
円
、
町
費

一
億
二
五
八
万
五

0
00
円）

校
舎
、
講
堂
完
工

除
湿
工
事
一
七
九
五
平
方
屈
完
工
。
総
工
費
一
二
四
八

四
万
円

（財
源
内
訳
1
1
運
輸
省
補
助
一
―

10
一
六
万
三

0
0
0円
、
起
債
四
四

0
万
円
、
町
費
二
七
万
七
〇

0
0円
）

創
立
一

0
0周
年
記
念
式

(27
日）

ス
テ
ン
レ
ス
プ
ー
ル
及
び
補
助
プ
ー
ル
建
設
（
二
五

屈
六
コ
ー
ス
）
総
工
費
ニ

―
―
五
万
四

0

0
0
円

（財
源
内
訳
11
文
部
省
補
助
六
六
九
万
八

0
0
0

円
、
起
債
一
四
八

0
万
円
、
町
費
三
四
万
四
0
0
0
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一
八

木

場

幸

一
六
一
七
一
五
一
四 O
P
T
A
会
長

松
山
淳

一
郎

今
吉

耕
夫

宗
像

健

重

丸

諄

一

神
田
橋
景
光

58 56 55 53 50 47 ．．．．． ．． 
4 4 4 4 4 4 
I I I I I I 
59 58 56 55 53 50 . . . . . . 
3 3 3 3 3 3 

一四

辻

男

.
4
1
 

ー6
 

蒲
生
町

~ 冒

義

一

肥

田

博

伊
瀬
地
三
郎
利
武
武
彦

土
屋

5
7
.
4ー

6
1
.
3

出
水
市

前
田

7
 

.
4
l

.
3
 

3
 
5

5

 

.
3
 

3
 

ー

0

0

 
1

5

 

• 5
 

゜

8
 

0
 
0
 

．
 

5

1

 

.
4
l‘
 

4
 

加
治
木
町

頴
娃
町

吉
松
町

二
九

前
田

（
代
）

（氏

名）

（
任

期）

（出
身
地
）

昭
46
.
4
1
4
8
.
3

鹿
児
島
市

（氏

名

）

（

任

期
）

福
永
嘉
之
助
明
四

――
-•
四
ー
大
ニ
―

-•
三

木
佐
木
忠
志

大
ニ
―
-•
四
1

一
四
・

三

峯
守

利
親
大

一
四
•

四
ー
昭
三
・

―
――

（
以
下
各
代
を

一
代
ず

つ
繰
り
下
げ
）

0
歴
代
校
長

本
校
は
、
昭
和
四
十
三
年
に
新
校
舎
が
現
在
地
に
完
工
し
た
こ

怠
＂

と
に
よ
り
、
同
年
二
月
十
日

玉
利
教
場
、
馬
立
教
場
を
閉

校
し
、
陵
南
小
学
校
と
し
て

開
校
し
た
こ
と
は
、
初
版
に

述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
四
十

七
年
の
空
港
開
港
に
よ
り
、

飛
行
場
に
近
接
し
て
い
る
た

め
、
防
音
工
事
が
施
工
さ
れ

る
こ
と
と
な

っ
た
。

（代
）
一
五
一
六
一
七

陵
南
小
学
校

森
田

二
男

―-
0
満
塩

時
政

初
版
で
誤
り
が
あ
っ
た
の
で
次
の
よ
う
に
訂
正
し
て
お
き
た
い
。

一

九

池

田

弘

行

陵 南 小 学 校

ま
た
開
校
当
時
か
ら
学
校

緑
化
の
努
力
が
実
り
、
現
在

ま
で
毎
年
の
よ
う
に
各
種
緑

化

コ
ン
ク

ー
ル
入
賞
の
実
績

62 61 59 . . . 
4 4 4 
I I I 
62 61 ．． 
3 3 
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57 56 53 . . . 
11 4 10 

52 ． 
12 

l

l

 

5
.
1
 

•2 ー5
 .

l
 ゚

5
 

各
教
室
に
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
設
置

学
校
創
立
一

0
0周
年
記
念
式
典
（
放
送
ス
ク
シ
オ

及
び
機
器
の
整
備
、
記
念
碑
な
ど
設
置
）

「
花
と
緑
の
学
校
づ
く
り
」
県
研
究
公
開

「
読
書
指
導
」
県
研
究
協
力
校
の
指
定
を
受
け
る

県
研
究
協
力
校
「
読
書
指
導
」
研
究
公
開

円
）

冒
坊

地

勝

55
.
4
1
5
7
.
3

国
分
市

笛

田

武

則

51
.
4
1
5
5
.
3

隼
人
町

0

武
田

二
夫

49
.
4
ー

51
.
3

知
覧
町

二
九

吉
川

ニ

八

須

賀

名

）

（

任

期

）

立
雄

45
.
4
ー

4
8
.
3

義
則

48
.
4
ー

49
.
3

横
川
町

大
崎
町

（代）

（氏

第
一
回
全
国
花
い
っ
ば
い
コ
ソ
ク
ー
ル
最
優
秀
校
、

学
校
緑
化

コ
ン
ク

ー
ル
優
秀
校

除
湿
工
事
、
機
械
室
工
事
。
八
八

二
平
方
屈
、
総
事

業
費
二
九
五
八
万
円
（
財
源
内
訳
11
運
輸
省
補
助
二

九
〇
六
万
二

0
0
0円
、
町
費
五
一
万
八

0
0
0
 
〔
歴
代
校
長

・
P
T
A
会
長
〕

0
歴
代
校
長 積
九

0
五
平
方
料

62 61 
．． 
9 3 

第
一
次
防
音
改
造
工
事
。
ニ
ニ
四
九
平
方
屈
、
総
事

業
費
二
六
＝
三
万
八

0
0
0円
（
財
源
内
訳
11
運
輸

省
補
助
二
六
三
一
万
八

0
0
0
円
、
町
費
一
万
円
）

第
二
次
防
音
改
造
工
事
。
三
八

0
平
方
屈
、
総
事
業

費
―
―
八
二
万
四

0
0
0
円
（
財
源
内
訳
11
運
輸
省

補
助
―

―
四
四
万
円
、
町
費
三
八
万
四

0
0
0
円）

理
科
設
備
を
完
備

.
1
 

ー6
 

姶
良
地
区
国
語
研
究
公
開

学
校
環
境
緑
化
モ
デ
ル
校
の
指
定
を
受
け
る

全
日
空
よ
り
敷
地
を
購
入
、
講
堂
新
築
に
着
工
。
面

円）

を
あ
げ
て
い
る
。

4
8
.
1
0
 

60 
• 

4 
.
5
 

，
 

5
 

全
日
本
学
校
環
境
緑
化
コ
ソ

ク
ー
ル
入
賞
、
第
三
五

回
全
国
植
樹
祭
で
県
知
事
よ
り
惑
謝
状
を
受
け
る
。

児
童
数
の
増
加
に
伴
い
、
教
室
の
不
足
を
き
た
す
こ

と
と
な
っ
た
た
め
、
特
別
教
室
六
、
準
備
室
一
一
を
建

設
。
七
四
七
平
方
屈
総
事
業
費
八
一

八
八
万
円
（
財

瀕
内
訳
11
文
部
省
補
助
四
―
―
五
万
五

0
0
0円
、

起
債
三
七

0
0万
円
、
町
費
三
七
二
万
五

0
0
0

（出
身
地
）
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野
村
有
村
笹
峯

竹
子
小
学
校

秀
忠
純
隆

山
下

勝
義恵

笹
峯
山
下
福
永
玉
利

敏
也
勝
義詭 忍

中

馬

隼

人

三O
P
T
A
会
長

62 60 58 57 56 52 51 48 47 . . . . . . . . . 
4 4 4 4 4 4 4 4 4 
I I I I I I I I I 
62 60 58 57 56 52 51 48 . . . . . . . . 
3 3 3 3 3 3 3 3 

本
校
は
初
版
に
お
い
て
は
木
造
校
舎
で
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
後
航
空
機
騒
音
対
策
事
業
に
よ
り
新
築
さ
れ
て
い
る
。
学
校

位
置
に
は
変
更
は
な
か
っ
た
が
、
敷
地
を
購
入
、
面
積
を
拡
張

し
、
校
舎
の
位
置
は
全
面
的
に
移
動
し
た
。

4
9
.
5

校
門
完
成

一四

荒

田

耕

福

沢

求

生

゜

.
4
1

.

3

 

7
 
5

6

 
.
4
1
 

゜
6
 

栗
野
町

串
良
町

55 54 
．． 
3 4 

八
八
万
三
0
0
0
円）

新
校
舎
に
移
転

第
二
期
工
事
完
エ
（
体
育
館
）
。
面
積
六

二
九
平
方
屈
、

除
湿
併
行
工
事

一
〇
九

0
平
方
屈
、
総
事
業
費
一
億

四

―
一
三
万
二

0
0
0円
（
財
源
内
訳
1
1

運
輸
省
補

助
八

一―
―
―
七
万
八

0
0
0
円
、
文
部
省
補
助
七
四
九

万―

1
0
0
0円
、
起
債
―
―
二

九

0
万
円
、
町
費
一
八

竹 子 小 学 校

.
3
 

4
 
5
 

第
一
期
工
事
完

工

（

鉄

筋

校

舎
）
。
面
積
一

八

九

二

平

方

屈
、
総
事
業
費

二
億
五

0
九
万

九

0
0
0
円

（
財
源
内
訳
）

運
輸
省
補
助
一

億
二
八
四
一
万

六

0
0
0円
、

起
債
七
二
八
〇

万
円
、
町
費
三
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.
3
 

2
 
6
 

体
育
研
究
推
進
協
力
校

ア
ス

レ
チ

ッ
ク
施
設
整
備

町
教
育
方
法
改
善
協
力
校

F
R
P
製
補
助
。フ
ー
ル
完
エ
(
+

-
”い
X

四
屈
）
。
総

工
費
四
二
五
万
五

0
0
0
円

緑
の
少
年
団
全
国
植
樹
祭
に
参
加

校
長
住
宅
完
成

地
区
教
育
方
法
改
善
研
究
協
力
校
（
昭
和
六
十
二
年

親
子
読
書
会
県
表
彰
を
受
け
る

緑
の
少
年
団
県
表
彰
を
受
け
る

〔歴
代
校
長

・
P
T
A
会
長
〕

0
歴
代
校
長

61 ． 
10 

6
1
.
8

。フ
ー
ル
更
衣
室
竣
工

一
五
一
六

四

溝
辺
中
学
校

本
校
は
、
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述
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・
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I 47 481 49 [ 50 51 I 52 53 I 54 55 561 57 581 59 60 1 61 
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/ / / / 17 11 12 171 n/ 18 201 19 13 16 19: 
/ / / / 10 18 21 21 17i 22 20 15 14 11 191 

/ / / / 27 29 33 381 28i 40 40 34 27 27 38 

/ / / / 12 25 16 151 19 13 19 21 22 18 20 

/ / / / 19 14 19 21 21 13 21 19 18 14 17 

/ / / / 311 39 35 36 40 26 40 40 40 32 37 

10 / / 17 29 36 28 32 30 31 39 40 35 34 39 

11 / / 16 29 32 40 42 38 35 41 34 32 25 36 

21 32 41 33 58 68 68 74 68 66 80 74 67 59 75 
I 
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哉 児童•生徒の推移、体位比較などは第1411143表および第48.49図のとおりである。
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第 1章学校教育

第 141表児童生徒のうつりかわり

,= 子 校 名 1年 度 56 57 58 I 59 I 60 61 

溝辺小学校 1児童数 259 ， 280 276 304 321 353 
学級数 10 10 11 12 13 

陵南小学校児童数 248 7 244 7 
249 I 

26391 1 
268 294 

学級数
8 I I 

JO 11 

竹子小 学校 児童数 I 86 1 901 98 6 95 6 112 6 
106 

学級数 6, 6 

計 1児 童数 6212 3 
588 

614 I 623 662 701 

学級数 22 23 24 26 28 

196 7 184 7 184 1831 180 7 168 

7 I 7! 7 

陵南中学校生徒数
93 1 104 3 109 3 117 3 113 5 

116 

学級数 3 

計 生徒数 287 288 293 
3001 

295 367 

学級数 10 10 10 10 10 101 

的溝辺小学校、溝辺中学校は特殊学級を含む。

第 142表 児童生徒 ・学級数の将来の推移

呂子 校 名年 度 l60 I 61 

溝辺小学校 児学童級数数 321 噂12 
陵南 小学校 児学童級数数 I 268 290 

10 11 

竹子小学校 児学 童級数数 112 6 噂
計 児 童数 701 7340 7 I 
学級数 28 

溝辺中学校 I生学徒級数数 18見I 167 4 

陵南中学校 生学徒級数数 115 3 116 3 

計 生学 徒級 数数 噂 280 
10 

62 

349 
13 

295 
11 

109 6 I 

753 
30 

166 9 

124 4 

293 
10 

63 平成 II 2 

胃 349 332 
13 12 

308 317 319 
12 12 12 

116 1 胄l
112 
6 

767 779 763 
31 31 30 

205 6 22凰I 240 6 

122i , I 138 5 142 

4 I 5 

327 363 382 
10 11 11 

(61. 10. 1住民基本台帳）
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第 6部教育 ・文化 ・体育編

第48図 児童生徒数の過去から将来への推移
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第49図 児童生徒 1人当りの建物及び

運動場の保有面積 (61年施設台

帳）
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第 1章学校 教育

第 143表 全国、県及び本町の児童、生徒体位比較

身長 （昭和57年度）

心
小 、子平 校 ：中 ,,,,. ョー 校

I 7 I s I I 10 1 
I 
12 13 6 ， 11 14 

男
全 国 115 9 I 121. 51 127. 0 I 132. 2 137. 3 I 142. 8 ,149. 8 157. 3 163.6 

本 県 us.1 129.4 12s, mo, 136.o ma  147. 8 155. 7 161. 9 

本 町 114. 0 119. 6 124. 5 130. 5I 1 136. 41 138. 3 146. 0 155. 0 162.9 

溝辺 114. 5 118. 0 124. 4 129. 0 I 135. 4 139. 8 147.9 154.9 161.5 

子
陵 南 114. 6 120. 8 125. 561 1 134. 3 138. 341 1 141. 5 , 144. 0 155. 3 164.3 

竹子 112. 8 120. 0 123. 128. 2, 135. 135. 2 

全国 115 2 120.8 126.3 132.0 
I 

150.63 2 ゚3 1 I I 1542 
156.0 

女
138.3 I 145.0 

本県 114. 5 119. 5 125.2 130.8 137. 6 I 144.1 149. 153. 4 155.1 

本 町 113. 8 119. 7 126.1 131.3 137.1 143.3 149. 153. 4 155.9 

溝辺 113. 3 119. 6 124.5 130. 7 135.5 141. 7 149. 153. 2 155.6 

子
陵南 115. 2 119. 7 126.4 132.9 136.9 144.9 149. 153. 5 156.1 

竹子 113. 0 120.0 127.3 130.4 138.8 143.2 

体重 （昭和57年度）

~ 名
小 学 校

11 

中 学 校

6 7 I s I 9 i 10 12 1 13 14 

男
全 国 20.9 

"j 
2611 
29. 11 I 32.3 36.1 41. 4 47. 1 52.6 

本県 20.6 22. 25.3 28. 3I , 31. 3 34.8 39. 7 45.5 50.9 

本町 19.8 22. 24.1 28. 71 31.9 32.3 37.2 44.2 52.0 

溝辺 20.0 22. 24.4 I 28.3 32.0 32.1 38.8 43.1 49. 7 

子
陵 南 18. 7 23. 24.9 I 31. 3I 1 33.4 I 35.3 35.6 45.3 54.2 
竹子 20.6 22. 23.0 I 26 4 30.3 29.6 

女
全国 20.5 22.8 25.6 28.8 32.6 37.4 I 42.5 46.5 49.5 
本県 20.3 22.1 25.1 27.8 31.9 36.3 41. 2 46.0 49. 0 

本町 19.8 22.2 25. 7 28.1 32.1 35.8 40. 7 45.5 48.9 

溝辺 19.8 22.1 24.5 28.3 29.6 34.9 41. 8 45.5 48.1 

子
陵南 20. 41 I 21.9 26.2 28.6 31. 7 37.3 39.6 45.5 49. 7 
竹子 19.3 22.5 26.3 27.4 35.0 35.3 I 
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第6部教育・文化 ・体育編

胸 囲（昭和57年度）

~ 名 小

6 I 7 I 

男 全国 57.6 59. 7 

本県 57.2 59.0 

本町 56.0 58.8 

溝辺 56.4 59.2 

子
陵南 55.5 59.3 

竹子 56.0 58 0 

女
全国 56.3 58.2 

本県 56.0 57.4 

本町 55.1 56.9 

溝辺 55. 7 57.4 

子
陵南 55.8 56.8 

竹子 ，， 53. 7 56.6 

座高（昭和57年度）

性~名- 6 小! 7 I 
男
全国 65.0 67.5 

本県 64. 7 66.9 

本町 63.6 66.2 

溝辺 64.1 66.2 

子
陵南 63.3 66. 58 1 

I 竹子 63.4 65. 

女
全国 64.5 67.1 

本県 64.3 66.6 

本町 63.8 

66.67 3 叶' 溝辺 63.8 66. 

子
陵南 64.5 66. 

竹子 63.1 66. 
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i"4 子

8 ， 
62.1 64.2 

61. 3 63. 7 

59.9 63.8 

60.5 63.3 

61. 2 65 3 

58.0 , 62. 8 

60.5 63.0 

60.1 62.3 

60.1 62.1 

59.1 62.4 

61.5 62.9 

59.8 60.9 

呂子

8 ， I 
I 

72.l 6 5 69.9 I 
69.3 71. 

68.2 71. I 
68.4 70.9 I 
68.4 72.9 I 

67.9 I 70.6 I 

69.5 72.1 

69.1 71. 5 

69.6 71.0 

68.4 70.9 

69.5 72.1 

70.9 70.0 

' 
校 中 逆子 校 I 

10 11 12 I 13 14 

66. 7 69.3 72.5 76. 01 79.6 

66.1 68.4 71. 3 74.9 78.8 I 

65.3 65. 7 68.8 73.3 78. 7. 

65.2 65.8 69.0 72.5 77.3 

66.9 68. 7 68.5 74.1 80.0 

63. 7 62.6 

！ 

66.2 

70.0 2 ゚3 1 4 I 

74.3 

77.6 ， ,, I ! 
79.3 

&5.5 ゚4 ゚5 I I I 

69. 73.2 76. 

77990 8 ＇ 65. 68. 73.4 76. 

63. 68. 74.6 77. I 78. 7 

65. 69. 72. 1 76.2 80.8 

66. 67. I 
I 

校 中 乎子 校

14 I 10 ]l 12 1 13 1 

74.2 76.5 I 79.8 83.5 86.8 I 

73.8 76.1 79.0 82. 7 86.0 

73.4 74.3 78.5 83.1 87.4 

73.4 75.0 79.6 82.6 87.3 

74.2 75.0 77.3 83.6 87.4 

72. 7 72.9 

74.9 6 78.2 81. 4 83.3 84.3 

74. 77. 7 80.9 83.1 84.0 

74.9 77.4 81.6 83.3 85.5 

74.4 76.4 8).6 83.4 85.0 

74.9 I 78. 0 81.5 83.2 86.0 

75.5 I 77. 7 



第 1章学校教育

身長（昭和58年度）

性` 名齢＼ 
小 }子以~ 校 中 ,=. 子 校

6 I 7 I s I 9 I 10 I 11 12 I 13 I 14 

男
全国 116. 2 121. 8 127.2 132.3 137.4 143.1 150.0 157.5 163.6 

本県 115. 3 120.8 126.3 131.1 135.9 141.6 147. 7 156.3 161. 9 

本 町 115. 3 119. 9 126.2 129.8 135.5 141. 7 146.2 154.2 162.1 

溝辺 115.5 120.9 125.6 I 130.5 134.8 141. 0 147.4 155.9 162.5 
子
陵南 115.3 119. 7 126. 8 130. 7 138.5 143.8 145.0 152.4 161. 7 

竹子 ll5.l 119.1 126.1 128. 3 133.1 140.2 

女
全国 115. 5 121. 0 126.6 132.2 138.4 145.2 

150」7 154.3 156.1 
本県 114.4 120.3 125.6 130. 7 137.2 144. 7 149. 153. 6 155.2 

本 町 114.3 119.8 126.0 132.2 137.2 143. 7 149. I 153. 0 155.6 

溝辺 112.9 119. 8 126.5 130.7 137. 7 142. 7 148.5 152.5 155.1 

子 陵南
116. 0 120.5 125.3 132.9 138.4 142.4 150. 9 153. 4 156.0 

竹 子 114. l 119. 3 126.1 132.9 135.5 145.9 

体重（昭和58年度）

性`
小 i"'4 子 校 中 学 校

6 I 7 s I 9 I 10 11 12 1 13 14 

男
全国 21.0 23.4 8、 26.3 

29 ~ 
32.6 36.5 41. 7 47.2 52.8 

本県 20.5 22. 25.6 28. 31. 1 35.2 39.3 45. 7 51. 2 

本町 20.3 22.5 25.4 27. 31. 3 34.9 38.6 43.2 50.5 

溝辺 20.9 22.6 25.6 27.3 
31.0~ ' 
34.0 38.8 45.0 50.0 

子
陵南 20.1 21. 9 26.1 28.5 33. 36.5 38.3 41. 4 50.9 

竹子 19.9 22. 9i 24.6 26.1 29. 34.1 

女
全国 20. 7 23.0 25. 7 28.9 32. 7 37. 7 42.6 46.6 49.4 

本県 19.8 22.2 25.1 27.9 31. 5 36.9 42.3 46.0 48.8 

本町 20.0 22.4 25.1 29.1 32.4 36.8 40.8 45.2 48.9 

溝辺 19.5 22.4 25.0 27.5 32.3 34.6 39.9 46.1 48.5 

子 陵南
20.5 22. 7 24. 7 30.0 32.5 34.4 41. 7 44.3 49.2 

竹子 20.0 22.1 25.6 29. 7 32.3 41. 5 I 
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第 6部教育・文化・体育編

胸囲（昭和58年度）

応
小

6 I 7 

男
全国 57. 7 59.8 

本県 57.3 59.0 

本 町 57.0 58.8 

溝辺 56.8 58.2 

子
陵 南 56.8 58.2 

竹子 57.4 60.0 

女
全国 56.3 58.3 

本県 55.4 57.4 
I 
本 町 55.4 57.2 

溝辺 54.0 56.9 

子
陵南 55.5 57.3 

竹子 56. 7 57.5 

座高（昭和58年度）

1性~~名 小

6 I 7 

男
全国 65.l 67.6 

本県 64. 7 67.2 

本町 64.5 66.1 

溝辺 64.2 66.5 

子
陵南 64.5 66.1 

竹子 64.8 65.8 

女
全国 64. 7 67.2 

本県 64.2 66. 7 

本 町 63. 7 66.5 

溝辺 62. 7 66.2 

子
陵南 64. 7 66. 7 

竹子 63.6 66.5 
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,,,,,. 子

8 

62.1 

61.6 

61. 2 

61. 2 

60.9 

61.1 

60.6 

59.8 

59.2 

58.9 

58.1 

60.5 

,u,. 子

8 

70.0 

69.6 

68.9 

68.8 

68.8 

69.0 

69. 7 

69.3 

69.0 

68.9 

68.5 

69. 7 

校 中 ,.,,. 子 校

， I 10 I 11 12 I 13 I 14 
64.4 66.9 69.6 72.6 76.l 79. 7 

63. 7 65.8 68. 7 70. 7 75.0 78. 7 

62.3 65.6 67. 7 67.8 72.8 76.5 

61. 5 65.0 66.3 66.8 74.4 77.3 

63. 7 66. 7 68. 7 68.8 71. 1 75.6 

61. 8 65.0 68.0 

63.2 66.3 70.2 74.3 77.2 79.3 

62.2 65.0 69.3 73.9 76. 7 78.8 

62.9 65.8 69.3 73.3 76.9 78.6 

60.6 64.4 66.2 72.5 77. 5 78.3 

63.5 65.3 67. 7 74.1 76.2 78.9 

64.5 67. 7 74.1 

I 

校 中 ,,.,,子. 校

， 10 11 12 I 13 14 
72.2 74.3 76. 7 79.9 83.5 86.8 

71. 8 73.5 76.2 78. 7 82.9 86.0 

70.6 73.0 75.9 79. l 82.5 87. 0 

70.6 72. 4 76.0 79.4 83.5 86.8 

70.9 74.4 76.6 78. 7 81. 4 87.1 

70.4 72. 1 75.2 

72.1 75.0 78.3 81. 4 83.3 84.3 

71. 5 74.5 78.2 81.2 83.0 83.9 

72.2 73. 7 78.5 81. 7 83.6 84. 7 

70.2 74.2 77. 7 81.1 83.3 84.8 

72.8 74.6 77.0 82.3 83.8 84.5 

73.5 72.4 80. 7 



第 1章学校教育

身長（昭和59年度）

~ 名
小 }子江慶 校 中 邑子 校

6 I 7 I s I 9 I 10 J 11 12 1 13 1 14 

男
全国 116. 3 122.0 127.4 132.5 137.6 143. 2 150. 0 157.5 163.6 

本県 ll5.3 120.9 126.2 131. 4 136.4 141. 7 148.5 155.9 162.4 

本 町 113. 8 120.9 128. J 131.3 134.5 141.2 148.2 153.6 160.6 

溝辺 112. 6 121.6 125.6 130. 1 134. 7 139.4 146 6 154 8 162.2 

子
陵南 ll5.4 121. 0 126.2 132.5 135.3 144 1 149.8 152.3 158.9 

竹子 1]3.5 120.2 132.4 131. 2 133.6 140.2 

女
全国 115. 6 12].6 126.8 132.4 138. 7 145.4 150.8 154.4 156.2 

本県 114 7 120 3 125.8 131.4 137.6 144.1 149.8 153.5 155.5 

本 町 113 8 120.0 125. 7 131. 5 138.2 144.2 148.6 153.1 154.8 

溝辺 114. 7 ll8.2 125.6 131. 6 137.3 144.2 149.8 152.3 154.4 

子
陵南 113.1 121. 4 126.5 130.9 137.6 145.0 147.4 153 8 155.1 

竹 子 113. 7 120.3 125.0 131. 9 139.8 143.3 

体重（昭和59年度）

性`名 小 呂子 校 中 呼ヨ→ 校

6 I 7 8 ， I 10 I 11 12 13 1 14 
男
全国 21.1 23.5 26.3 29.4 32. 7 36.4 41. 7 47.3 52.8 

本県 20. 7 23.l 25. 7 28.6 31. 7 35.1 40.0 45.6 51.3 

本 町 19. 7 22.6 25.1 27. 7 29.9 35. 1 39.1 43.0 48. 7 

溝辺 19.3 23.4 25.1 27.8 29.6 33.3 37.9 43.0 51.1 

子
陵南 20.6 22.5 24.5 27.8 31. 3 36.9 40.3 43.0 46.2 

竹 子 19.1 21.8 25.6 27 6 28. 7 35.1 

女
全国 20. 7 23.0 25.8 29.1 33.0 37. 7 42.9 46.8 49. 7 

本県 20.3 22.6 25.3 28.3 32.2 36.9 41. 9 46.3 49.3 

本 町 19.5 22. 7 25.4 27.9 33.1 38. 0 40.5 45.3 49.0 

溝辺 20.0 21.6 24.9 27. 7 31. 6 36. 7 41. 7 45.4 49.9 

子
陵南 19.5 22.5 25.6 27.5 33.2 36.4 39.3 45.l 48.0 

竹 子 19.1 23.9 25. 7 28.5 34.5 40.8 
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第6部 教育 ・文化・体育編

胸囲（昭和59年度）

I性~ 小

6 I 7 I 

男
全国 57. 7 59.9 

本県 57.2 59.3 

本 町 56.6 59. 0 

I 溝辺 55.6 58.3 

子
陵南 57. 7 59.5 

竹 子 56.5 59.3 

女
全 国 56.3 58.3 

本県 55. 7 57.8 

本町 55.5 58.1 

溝辺 54.1 55.5 

子
陵南 56.1 58.3 

竹 子 56.2 60.4 

座 高 （昭和59年度）

性＼で名
小

6 I 7 I 

男
全国 65.2 67.0 

本県 64. 7 67.1 

本 町 64.1 66.9 

溝 辺 64.3 67.2 

子
陵南 64.2 66.1 

竹 子 63. 7 67.3 

女
全国 64.8 67.3 

本県 64.2 66. 7 

本町 63.9 66.4 

溝辺 64.6 65.6 

子
陵南 63. 7 66.2 

竹 子 63.5 67.3 
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乎子

s I ， 
62.1 64.5 

61. 6 63.9 

60.9 63.5 

59.6 62.3 

60.6 65.3 

62.4 63.0 

60.6 63.3 

60.0 62.4 

60.2 62.1 

59.2 61.2 

60.5 61. 4 

61. 0 63. 7 

,,,,. 子

s I ， 
70. 1 72.3 

69.6 71.8 

69.3 71. 2 

69. 7 70.8 

69.1 71.1 

69.0 71. 7 

69.8 72.2 

69.3 71. 8 

69.4 71. 8 

69.5 71. 9 

69. 7 70.8 

69.0 72.6 

校 中 邑子 校

I 10 11 12 1 13 I 14 
67.0 69.5 72. 7 76.2 79. 7 

66.1 68.5 71. 3 75.1 79.1 

65.1 68.8 69.1 72.0 76.5 

63.8 66.1 69.2 72.0 77.4 

67.4 71.0 68.9 71. 9 75.5 

64.1 69.2 

66.5 70.3 74.6 77.4 79.6 

65.6 69.5 73.8 77.0 79.3 

66. 7 70.6 72.8 76.4 79.8 

63.4 68.4 74.2 76.3 80.0 

66.8 69. 7 71.3 76.5 79.5 

69.0 73.8 

校 中 逆づと 校

I 10 I 11 12 I 13 I 14 

74.4 76. 7 79.9 83.6 86.8 

73.9 76.1 79.2 82.1 86.8 

72.6 75.9 79. 7 82.1 85.8 

72.9 75.5 79.2 83.0 87. 0 

72.1 76.6 80.2 81.2 84.5 

72. 7 75.6 

75.2 78.4 81.5 83.4 84.4 

74. 7 78.0 81.2 83.1 84.3 

74.8 77.5 81.5 83. 7 84.5 

74.0 77.6 82.3 84.0 84.9 

74.0 77.8 80.6 83.4 84.0 

76.5 77.2 



第 1章学校教育

身長（昭和60年度）

性1~名
男
全国

本県

本町

溝辺

子 I陵 南
竹子

女 I
全 国

本県

本町

溝辺

子 I陵南
竹子

6 

I 
116. 4 

115.4 
I 

114. 9 
I 

114. 6 

116. 2 

113. 8 

小

7 I 
I 

122.1 

121.1 

119. 6 

118. 5 
＇ 

120.2 

120.0 

7

7

5

1

9

5

 

．
．

．

．
．
．
 

0

7

6

6

5

7

6

 

1

3

3

3

3

3

3

 

交

1

1

1

1

1

1

6

6

1

3

6

4

 

••••

•• 

2

1

1

1

1

0

 

3

3

3

3

3

3

 

，
 
1

1

1

1

1

1

 

5

5

2

9

2

5

 

．

．

．

．

．

 

学

7

6

6

6

5

6

 

8

2

2

2

2

2

2

 

1

1

1

1

1

1

 

I 
143.2 

141. 9 

139.6 

139.6 

139.8 

139.3 

中

12 I 
I 

150.0 

148.3 

147.9 

145.6 

150.2 

学校

13 1 14 
I 

156.2 162.4 
I 

156. 1 160. 61 
I 

154. 6 162. 6 

157. 6 158. 6 

115. 7 121. 4 126. 9 132. 6 138. 8 145. 5 150. 9 154. 4 156. 3' 

114. 8 120. 4 126. 0 131. 5 137. 7 144. 3 149. 8 153. 8 J 55. 6 

113. 9 119. 9 126. 5 131. 5 137. 7 144. 3 150. 4 152. 6 155. 8 

114. 6 121. 1 124. 0 131. 4 137. 7 143. 1 149. 5 152. 8 155. 4 

114. 9 118. 6 127. 5 132. 7 137. 5 144.1 151. 3 152. 4 156.1 

112. 3 120. 1 127. 9 130. 5 137. 8 145. 7 

体重（昭和60年度）

性`名 小 足子9 校 中 呂子~ 校

6 I 7 s I I ， I 10 I 11 12 I 13 14 
男
全国 21. 2 23. 7 26.5 29.5 32.8 36.5 41. 8 47.4 53.0 

本県 20.8 23.2 25.9 28. 7 32.0 35.3 40.1 45.8 51.4 

本町 20.8 22.3 25.4 27.6 31. 4 33.0 39.6 45. 7 49.0 

溝辺 20.0 22.3 26. 7 27.9 31. 1 33.0 38. 0 43. 78 49.3 

子
陵南 21. 7 22.9 25.1 27.0 32.8 33. 7 41. 2 47. 7 48.6 

竹 子 20.8 21. 6 24.4 27.8 30.2 32.3 

女
全国 20. 7 23.2 26.0 29.2 33.1 37.8 42.9 46.8 49.8 

本県 20.4 22. 7 25.4 28.5 32.2 37.0 42.2 46.4 49.4 

本町 19. 7 22.0 26.0 28.3 32.0 37.4 42.4 44.9 49.3 

溝辺 20.0 22.8 25.5 28.2 31.1 36.5 41. 9 45.8 49.2 

子
陵南 19.9 22.0 25.0 29.3 31. 9 37.3 42.8 44.0 49.3 

I 
竹 子 19.9 22.0 25.0 29.3 31.9 37.3 42.8 44.0 49.3 

432 



第6部教育 ・文化 ・体育編

胸囲（昭和60年度）

性~ 小

6 I 7 

男
全国 57.8 59.9 

本県 57.2 59.4 

本町 57.8 58.4 

溝辺 56.3 57.4 

子
陵南 58. 5 59.2 

竹子 58.6 58.6 

女
全国 56.4 58.5 

本県 55.6 57.6 

本町 55.6 57.2 

溝辺 54.8 56.0 

子
陵南 55.4 57.3 

竹子 56.6 58.3 

座高（昭和60年度）

性`名 小

6 7 

男
全国 65.2 67. 7 

本県 65.0 67.6 

本町 64.5 66.2 

溝辺 64.5 65. 7 

子
陵南 62.5 67.0 

竹子 63.8 66.0 

女
全国 64. 7 67.4 

本県 64.5 67.0 

本町 63.8 66.4 

溝辺 64.2 66.4 

子
陵南 64.0 66.3 

竹子 63.1 66.4 
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，，，，， 子

s I 
62.2 

61. 7 

61. 0 

60.2 

61.2 

61. 7 

60.8 

59.8 

60.1 

57.3 

59.4 

63. 7 

,子,,_ 

s I 
70.1 

70.0 

69.2 

69.2 

68.5 

69.8 

69.8 

69.5 

69.4 

68.5 

69.3 

70.3 

校 中 .-子 校

9 I 10 1 11 12 I 13 I I 14 
64.6 67.1 69.6 72.8 76.2 79.9 

63.6 66.6 68.6 71. 3 75.2 78.c' 

62.8 66.0 67.2 69.6 72.9 75.8 

61. 4 65.3 66.5 69.5 73.3 77.0 

62. 7 67. 0 68.2 69. 7 72.4 74.6 

64.4 65. 7 67.0 

63.4 66.6 70.4 74. 7 77.5 79. 7 

62.5 65.4 69.6 74.2 76.9 79.2 

62.2 65.0 69.5 73.5 76.5 79.5 

61. 3 63.6 66.3 73.0 76.5 78.6 

62.9 64.3 69.9 74.0 76.4 80.3 

62.4 67.2 72.4 

校 中 ,≫4 子 校

， 
JO I 11 12 I 13 I 14 

72.3 74.4 76. 7 79.9 83. 7 87.0 

71.8 74.1 76.4 79.3 83.1 86.2 

71. 1 72.9 74.0 79.9 83.3 85.6 

70. 9 71. 6 74.0 78.8 82. 7 86.6 

71. 2 73.2 73.4 81.0 83.8 84.6 

71. 3 73.9 74. 7 

72.3 75.2 78.5 81.6 83.4 84.5 

72.3 75.0 78.3 81.2 83.2 84.3 

71. 4 74.6 77. 3 81. 6 83.8 84.9 

70.6 74.4 76.4 81.1 84.2 84.5 

72.1 74.1 76.5 82.1 83.3 85.3 

71.4 75.2 79.0 



第 1章学校教育

身 長（昭和61年度）

I~ 名

小 逆ゴ乙 校 中 ;,u,. 子 校

6 I 7 I 8 I 
， 10 I 11 12 ¥ 13 I 14 

男
全 国 116. 5 122.2 127. 7 132.9 137.9 143.6 150.2 157. 7 163.9 

本県 ll5.5 121. 2 126.8 131.5 136.6 142.2 148.9 156.5 162.8 

本町 114.9 120. 7 125. 7 131. 6 135.0 141. 5 145.6 155.4 162. 7 

i 溝辺 113.5 120.l 124.3 131. 8 135.2 140.0 144.9 153.3 160.9 

子
陵 南 115. 9 122.0 126.0 131.5 134.8 144.5 146.2 157.5 164.4 

竹子 115. 4 119. 9 126.9 131. 5 134.9 140.1 

全国 115.8 121. 5 127.1 132.8 138.9 145.6 151.0 154.4 167.6 

本県 115. 3 120.6 126.3 132.4 138.3 145.1 150.5 153.9 155.8 

本町 ll5.5 119.1 125. 7 132.0 136.4 143.5 150.1 154.6 155.0 

溝辺 114.5 118.8 127.3 130.0 137. 7 141. 8 150.2 153.5 154.8 

陵南 116. 0 120.3 123.6 131.3 134. 8 144.5 150.0 155.6 155.2 

竹 子 116. 1 ll8.l 126.1 134.6 136.6 ]44.3 

体重（昭和61年度）

性~名 小 足子 校 中 ,u,. 子 校

6 I 7 I 8 9 I 10 11 12 ¥ 13 14 

男
全 国 21.2 23.8 26. 7 29. 7 33. 1¥ 

・1 
42.24 4 i 
47. 7 53.3 

本県 20. 7 23.1 26.1 28.5 32.0 35. 40. 46.5 52.2 
I 

I 
本 町 20.1 23.6 24. 7 27. 7 30.9 34. 37. 45.4 51.4 

溝辺 19.8 22.8 24.3 29.0 30. 7 33. 36.4 43.6 50.3 

子
悛南 20.2 24.3 25.2 27.0 30.8 36. 38. 4 47.1 52.5 

竹子 20.3 23. 7 24.5 27.1 31. 21 32. 

女
全 国 20.8 23.3 26.2 29.4 33.3 38.2 43.4 47.1 50.0 

本県 20.6 22. 7 25.5 28.5 32.5 37.3 42.6 46.5 49.8 

I子

本町 20.6 22.2 25.1 29.5 32.3 37.3 43.4 47.0 49.0 

溝辺 20.0 22.6 25、9 27. 7 32.0 36.3 42.4 46.0 49.0 

陵南 21. 7 22.4 25.7 28. 7 33.3 36.4 44.3 48.0 49.0 

竹子 20.2 21. 6 23.6 32.2 31. 5 39.1 
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胸囲（昭和61年度）

性`名 小

6 7 I 

男
全国 57.8 59.9 

本県 57.3 59.4 

本町 56.8 60.0 

溝辺 55.8 58.8 

子
陵南 56.8 60.0 

竹子 57. 71 61. 2 

女
全国 56.4 58.5 

本県 55.9 57.9 

I I子

本町 54. 7 57.4 

溝辺 53.5 57.6 

陵南 53.6 57.0 

竹子 57. 0 57. 7 
I 

座高（昭和61年度）

誓
小

6 7 I 

男
全 国

・i 
67.8 

本県 64. 67.3 

本町 64. 

"l 溝辺 64. 66.9 

子
陵南 64. 67.5 

竹子 64. 66.4 

女
全国 64.8 67.4 

本県 64.4 67.0 

本町 64.0 66.4 

溝辺 62.6 67.2 

子
陵南 64.5 66.6 

竹子 64.9 65.4 
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,,.,. 子

8 9 I 
62.3 64. 7 

61. 6 63.9 

60.5 62.9 

60.2 62.4 

60.0 62.8 

61.2 63.6 

60.9 63.6 

60.1 62.6 

59.2 63.5 

59.3 61.5 

58. 7 61.4 

59. 7 67.5 

校

8 I ， 
70.2 72.4 

69. 7 71. 9 

68. 7 71.1 

68.1 71. 3 

68.8 70.3 

69.3 71. 8 

69.9 72.4 

69.5 72.0 

68.9 71. 6 

69.2 70,9 

68.5 71.0 

68.9 72.8 

校 中 学 校

10 11 12 I 13 I 14 
67.2 69.9 73.0 76.4 80.1 

66.3 68.9 71. 7 75.3 79.0 

65.0 67. 7 69.8 74.5 78.8 

64.5 66.6 68.3 72.5 76.9 

64.5 69.2 71. 3 76.5 80. 7 

66.0 67.2 

66. 7 70. 7 75.0 77. 7 I 79.8 

65.9 69. 7 74.2 77.3 79.2 

65.2 69.5 74.3 76.3 77.5 

64.4 68.1 72.6 74. 1 75. 7 

65.4 67.4 75.9 78.4 79. 3, I 
65.8 73. 0, I 

校 中 ,,,,. 子 校

10 11 12 1 13 I 14 
74.6 77.0 80.1 83. 7 87.1 

74.1 76.4 79.2 82.9 86.5 

73.1 75.9 76.5 83.4 87.2 

72. 7 76.2 75.0 82.6 86.8 

73.1 76.1 77.4 84.2 87.6 

73.5 75.5 

75.2 78.6 81. 7 83.5 84.5 

75.0 78.2 81.2 83.2 84.3 

74.8 77.8 81. 9 83.6 84.6 

74.4 76.9 81. 9 83.2 84.6 

75.1 78.1 81.8 84.0 84.6 

74.8 I 78.5 



第 1章 学校教育

学
校
給
食
が
、
児
童
生
徒
の
体
位
向
上
に
果
た
し
た
役
割
は
計

り
知
れ
な
い
ほ
ど
大
き
い
。

当
初
は
各
学
校
ご
と
に
独
自
の
自
校
給
食
を
実
施
し
て
い
た

が
、
栄
狸
格
差
の
解
消
、
経
費
の
節
減
及
び
効
率
的
な
運
用
を
図

る
必
要
か
ら

「
よ
り
豊
か
な
学
校
給
食
」
を
め
ざ
し
て
、
給
食
セ

ン
タ
ー
を
建
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

昭
和
一二
十
九
年
十
一
月
、

旧
溝
辺
小
学
校
校
庭
の
一
隅
に
セ
ン

じ
ゅ
う

タ
ー
建
設
に
着
工
（
総
工
費
六
六
一
万
円
、
什
器
備
品
を
含
む
）
、

翌
年
二
月
完
成
、
三
月

一
日
か
ら

A
型
五
日
制
の
完
全
給
食
を
開

始
し
た
。
し
か
し
栄
養

・
効
率
の
面
か
ら
、
ま
た
施
設
が
老
朽

化
・
旧
型
化
し
た
う
え
狭
く
な
っ
た
た
め
、
対
処
で
き
な
く
な

り
、
新
築
整
備
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

新
セ
ン
タ
ー
は
、
有
川
字
石
塚
（
現
在
の
溝
辺
小
学
校
所
在

地
）
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
五
十

二
年
に
着
工
さ
れ
た
。

内
容
は
、
面
積
一
―

10八
・
四
平
方
屈
、
総
工
費
三
六
一
二
七
万
三
〇

0
0円
で
同
年
十
一
月
か
ら
業
務
を
開
始
し
た
。
な
お
五
十
九
年

九
月
六
日
、
学
校
給
食
調
理
場
運
営
に
優
れ
た
成
果
を
挙
げ
た
こ

八

給
食
セ
ン
タ

ー

第144表 給食人員の推移

1年 度 l人 員 数年 度 I人 員 数

40 l. 874 
I 
51 L 090 

41 1,897 52 1,061 

42 1. 667 53 1,027 

43 1. 560 54 1,012 

44 L 455 I 55 991 

45 1,388 56 1,021 

46 1. 315 57 1,048 

47 1. 255 58 1,062 

48 1,228 、 59 1,111 

49 1,171 60 1. 197 

50 1,127 61 1. 219 

と
に
よ
り
、
文
部
大
臣
表
彰
の
栄
に
浴
し
た
。

給
食
人
員
、
給
食
費
の
推
移
は
第
144.145
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
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第145表給食費の推移 （単位：円）

年 度l小 逆+ 校 I中 i"4 子 校 I幼 稚 園

40 500 600 

41 550 650 

42 700 800 

43 700 800 

44 800 950 

45 800 950 

46 800 950 

47 1,100 1. 200 1,150 

48 1. 100 1,200 1,150 

49 1,100 1. 200 1. 150 

50 2,000 2,300 1,800 

51 2,000 2,300 1. 800 

52 2,300 2,700 2,000 

53 2.400 2,800 2,200 

54 2,500 2,900 2,300 

55 2,800 3,100 2,500 

56 2,800 3,100 2,500 

57 2,800 3,100 2,500 

58 2,900 3,200 2,500 

59 3,200 3,600 2,700 

60 3,200 3,600 2,700 

61 3,200 3,60(' 2,700 
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第 2章 社会教育

第
二
章社

会
教
育
委
員
会

最
近
特
に
重
視
さ
れ
て
ぎ
て
い
る
社
会
教
育
に
つ
い
て
、
国
及

び
地
方
公
共
団
体
は
、
社
会
教
育
の
奨
励
に
必
要
な
庵
設
の
設
置

運
営
、
集
会
の
開
催
、
資
料
作
成
な
ど
、
町
民
が
あ
ら
ゆ
る
場
所

を
利
用
し
て
、
自
ら
実
際
活
動
に
即
す
る
文
化
的
教
養
を
高
め
る

環
境
作
り
に
努
め
る
よ
う
、
社
会
教
育
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
社
会
教
育
の
推
進
の
中
心
と
な
る
社
会
教
育
委
員
及
び

専
門
職
員
の
設
置
や
、
町
と
の
関
係
、
社
会
教
育
関
係
団
体
と
の

関
係
に
つ
い
て
重
要
な
役
割
を
も
っ
て
い
る
。

溝
辺
町
は
、
昭
和
二
十
八
年
条
例
に
よ
っ
て
社
会
教
育
委
員
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
委
員
は
、

①
本
町
の
区
域
内
に
設
置
さ
れ
た
各
学
校
長

②
各
社
会
教
育
団
体
に
お
い
て
選
挙
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
推

煎
さ
れ
た
団
体
の
代
表
者

③
学
識
経
験
者

社

会

教

育

42
年

最
勝
寺
良
直
、
森
武
英
、
柚
木
正
九
、
三
好
勇
、
村
田

を
教
育
委
員
会
が
委
嘱
し
、
任
期
は
二
年
で
あ
る
。
本
町
に
お
け

る
社
会
教
育
委
員
は
、

①
社
会
教
育
に
関
す
る
諸
計
画
を
立
案
す
る
こ
と
。

②
定
時
ま
た
は
臨
時
に
会
議
を
開
き
、
教
育
委
員
会
の
諮
問
に

応
じ
こ
れ
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
。

③
そ
の
ほ
か
、
そ
の
職
務
を
行
う
た
め
必
要
な
調
査
研
究
を
行

う
こ
と
。

な
ど
で
あ
る
。

社
会
教
育
委
員
設
置
以
来
の
委
員
は
次
の
と
お
り
（
昭
和
―
―
-
+

九
年
以
降
分
）
。

39
年

戸
高
友
次
、
森
武
英
、
郷
田
良
夫
、
笛
田
清
則
、
有
村

正
適
、
村
田
久
夫
、
加
来
貞
信
、
海
江
田
弘
、
上
原
正
大
、

鳥
丸
フ
ヂ
゜

40
年

森
武
英
、
郷
田
良
夫
、
笛
田
清
則
、
有
村
正
道
、
村
田

久
夫
、
加
来
貞
信
、
蔵
園
哲
二
、
皆
川
圭
助
、
鈴
木
健
、
最

勝
寺
良
直
゜

41
年
最
勝
寺
良
直
、
森
武
英
、
柚
木
正
九
、
三
好
勇
、
村
田

久
夫
、
皆
川
圭
助
、
鳥
丸
フ
ヂ
、
今
別
府
元
、
有
村
秀
忠
、

末
重
忠
男
。
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男
、
野
間
勝
賓
、
末
重
久
秋
、
向
井
田
雅
成
、

直
、
烏
丸
フ
チ
。

最

勝

寺

良

田
雅
成
、
町
田
英
司
、
今
村
日
出
子
、
佐
藤
山
人
、

岩
元
華

55
年

坊

地
勝
、
鈴
木
平
一

、
長
井
彰
一

、

48
年

今

別
府
良
春
、
肥
田
博
、
野
間

ロ

タ
マ
子
、
丸
山
幸

勝
寺
良
直
、
今
村
日
出
子
。

久
夫
、
皆
川
圭
助
、
鳥
丸
フ
ヂ
、
今
別
府
元
、
有
村
秀
忠、

末
重
忠
男
。

43
年

最

勝

寺

良
直
、
今
別
府
元
、
永
井
準
、
上
門
一二
郎
、
柚

木
正
九
、

三
好
勇
、
蔵
園
哲
二
、
満
塩
郁
夫
、
鳥
丸
フ
ヂ
、

有
村
秀
忠
゜

44
年

最

勝
寺
良
直
、
今
別
府
元
、
永
井
準
、
上
門
三
郎
、
柚

木
正
九
、
三
好
勇
、
蔵
園
哲
二
、
満
塩
郁
夫
、
鳥
丸
フ
ヂ
、

高
田
正
行
。

45
年

今

別
府
良
春
、
永
井
準
、
赤
塚
真
敦
、
須
賀
立
雄
、
福

徳
益
盛
、
満
塩
時
政
、
岩
元
華
江
、
最
勝
寺
良
直
、
蔵
園
哲

二
、
延
時
力
蔵
。

46
年

今

別
府
良
春
、
赤
塚
真
敦
、
福
徳
益
盛
、
岩
元
華
江
、

最
勝
寺
良
直
、
蔵
園
哲
二
、
須
賀
立
雄
、
久
保
田
志
朗
、
前

田
義
一

、
黒
木
公
博
゜

47
年

今

別
府
良
春
、
前
田
義
一

、
野
間
智
、

涸
塩
春
加
、
中

馬
隼
人、

米
丸
実
行
、
向
井
田
雅
成
、
最
勝
寺
良
直
、
須
賀

ス
ギ
。

八
木
鉄
矢
、
向
井

49
年
今
別
府
良
春
、
瀬
戸
口
信
海
、
武
田

二
夫
、
丸

山

幸

男
、
野
間
ロ
タ
マ
子
、
向
井
田
雅
成
、
松
山
淳
一
郎
、
今
吉

進
、
最
勝
寺
良
直
、
鳥
丸
フ
ヂ
゜

50
年

瀬

戸

口
信
海
、
武
田
二
夫
、
野
間
ロ

ク
マ
子
、
今
吉

進
、
向
井
田
雅
成
、
松
山
惇
一
郎
、
烏
丸
フ
ヂ
、
海
江
田
勇

蔵
、
野
村
定
美
、
村
田
二
夫
。

51
年
海
江
田
勇
蔵
、
瀬
戸
口
信
海
、
笛
田
武
則
、
向
井
田
雅

成
、
中
山
誠
、
今
村
日
出
子
、
今
吉
耕
夫
、
渦
塩
郁
夫
、
最

勝
寺
良
直
、
鳥
丸
フ
チ
。

52
年
海
江
田
勇
蔵
、
鋤
崎
京
平
、
向
井
田
雅
成
、
丸
山
重
記

野
間
ト
キ
子
、
山
下
勝
義
、
春
田
時
夫
、

最
勝
寺
良
直
、
鳥

丸
フ
ヂ
、
笛
田
武
則
。

53
年
海
江
田
勇
蔵
、
鋤
崎
京
平
、
笛
田
武
則
、
向
井
田

雅

成
、
丸
山
重
記
、
野
間
ト
キ
子
、
松
山
浩
、
春
田
時
夫
、
最

勝
寺
良
直
、
鳥
丸
フ
ヂ
゜

54
年
長
井
彰
一
、
鋤
崎
京
乎
、
笛
田
武
則
、
向
井
田
雅
成、

白
浜
紀
久
男
、
野
間
ト
キ
子
、
玉
利
敏
也
、
八
木
鉄
矢
、
最
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62
年

56
年
向
井
田
雅
成
、
町
田
英
司
、
今
村
日
出
子
、
佐

藤

山

人
、
岩
元
華
江
、
満
塩
郁
夫
、
坊
地
勝
、

鈴
木
平
一

、
長
井

彰
一
。

57
年
向
井
田
雅
成
、
長
井
彰

一
、
福
沢
求
生
、
土
屋
武
彦
、

神
田
橋
景
光
、
宗
像
久
子
、
笹
峯
護
、
二
見
剛
史
、
岩
元
華

江
、
満
塩
郁
夫
。

58
年
向
井
田
雅
成
、
中
島
清
隆
、
福
沢
求
生
、
土
屋
武
彦
、

神
田
橋
景
光
、

宗
像
久
子
、
笹
峯
護
、
二
見
剛
史
、

岩
元
華

江
、
満
塩
郁
夫
。

59
年
中
島
清
隆
、
土
屋
武
彦
、
福
沢
求
生
、
宗
像
健
、
重
森

ヒ
ロ
子
、
岩
元
保
雄
、
満
塩
郁
夫
、
東
繁
、
野
間
勝
賓
゜

60
年
中
島
清
隆
、
土
屋
武
彦
、
荒
田
耕
、
今
吉
康
己
、
古
川

ツ
ル
子
、
岩
元
保
雄
、
満
塩
郁
夫
、
東
繁
、
岩
元
秀
則
。

61
年
辻
三
郎
、
荒
田
耕
、
海
江
田
幸
雄
、
中
久
保
稔
、
塩
入

薫
、
丸
山
忍
、

岩
元
保
雄
、
岩
元
秀
則
、
東
繁
、
古
川
ツ

ル

子
。

辻
三
郎
、
荒
田
耕
、
海
江
田
幸
雄
、
森
田
二
男
、
塩
入

黛
、
丸
山
忍
、
岩
元
保
雄
、
東
繁
、
上
原
正
大
、
古
川
ツ
ル

子
。

江゚

63
年

今

森

通

夫
、
兼
廣
展
史
、
北
之
園
緑
、
笹
峯
純
隆
、
岩

元
保
雄
、

二
見
剛
史
、
山
村
シ
ゲ
、
上
原
正
大
、
岩
元

喜

吉
、
塩
入
薫
゜

公
民
館
読
書
活
動

学
校
教
育
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
一
般
社
会
人
と
し
て
も
、
読

書
を
通
じ
て
知
識
を
高
め
、
人
問
形
成
の
充
実
に
努
め

る
こ
と
の

必
要
性
は
言
を
ま
た
な
い
。
町
内
に

一
軒
の
書
店
も
な
く
、

書
籍

の
贈
入
に
不
便
で
、

や
や
も
す
れ
ば
良
書
に
接
す
る
機
会
の
少
な

い
本
町
に
あ
っ
て
は
、
公
民
館
図
書
室
を
利
用
し
て
の
読
書
運
動

を
推
進
す
る
こ
と
は
、
社
会
教
育
活
動
の
中
で
も
、
重
要
な
要
素

の
―
つ
で
あ
る
。

現
在
本
町
公
民
館
図
書
室
の
蔵
書
は

一
万
六

ニ―

冊
で
、
町
民

一
人
当
た
り
一

・
三
冊
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
哲
学
、
歴
史
、
科

学
、
文
学
、
趣
味
等
々
、
き
わ
め
て
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
。

利
用
者
の
利
便
を
は
か
る
た
め
、
町
内

一
〇
カ
所
に
配
本
所
を
設

け
、
定
期
的
に
配
本
入
れ
替
え
を
行
い
、
広
く
町
民
に
利
用
さ
れ

て
い
る
。
年
間
貸
出
冊
数
は
一
――
―
――
―
―
二
冊
で
あ
り
、
開
館
一
日
平

均
一

0
冊
で
あ
る
。
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地
城
に
わ
た

っ
て
、
移
り
ゆ
く
澗
辺
の
今
昔
を
と
ら
え
た

大
正
三
年
以
来
教
職
に
あ
る
こ
と
三
十
数
年
の
う
ち
溝
辺
小

ふ
る
さ
と
を
こ
よ
な
く
愛
し
て
や
ま
な
い
著
者
が
、
町
内
各

『松
山
績
先
生
米
寿
祝
賀
誌
』

発
起
人
代
表

野
村
秀
男

『
ふ
る
さ
と
み
ぞ
べ

』

松
山

績
（
三
縄
）

子
読
書
の
火
は
燃
え
る
』
の
著
書
が
あ
る
。

余
句
の
ほ
か
、
随
筆
な
ど
を
収
録
。

一
四
〇
ペ

ー
シ
。

ペ
ー
ジ
。
ほ
か
に

『
読
書
十
話
』
『
鹿
児
島
県
の
民
話
』
『
親

『
青
雨
』

潔
（
喜
吉
）

著
者
の
真
珠
婚
を
記
念
し
て
出
版
し
た
句
集
。
俳
句
三
二
〇

岩
元

（
有
川
）

ま
た
、
町
図
書
以
外
に

「
と
も
し
び
文
庫
」
と

「松
山
文
庫
」

が
あ
り
、

町
図
書
と
同
様
に
管
理
さ
れ
町
民
の
利
用
に
供
さ
れ
て

い
る
。
「
と
も
し
ぴ
文
庫
」
は
、
新
生
活
運
動
の
一
環
と
し
て
、

主
に
婦
人
会
が
推
進
し
て
い
る
慶
弔
時
に
お
け
る
物
品
の
お
返
し

を
廃
止
し
、
社
会
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
趣
旨
の

「お
返
し
廃
止

運
動
」
に
よ
る
寄
付
金
を
原
資
と
し
た
も
の
と
、
個
人
の
蔵
書
を

現
物
寄
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
冊
数
は
お
お
む
ね
一

0
0

0
冊
に
達
し
て
い
る
。
「
松
山
文
庫
」

は
、
昭
和
五
十
一

年

十

一

月
名
誉
町
民
と
な
っ
た
松
山
績
氏
が
、
町
か
ら
支
給
の
功
労
年
金

の
ほ
か
、
数
回
に
わ
た
る
寄
付
金
を
原
資
と
し
、
氏
の
意
志
に
沿

っ
て
設
け
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
冊
数
は

お
お
む
ね
―
―
―
五

0
冊
で

あ
る
。

ち
な
み
に
、
本
町
関
係
者
か
出
版
し
た
書
藉
の
主
な
も
の
を
紹

介
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

一
五
四
ペ

ー
ジ
。

『他
火
』

玉
利
狂
花
（
卓
也
）

俳
句
歴
―
―
―
五
年
の
結
晶
。
珠
玉
の
一
―

1
0
0句
余
を
収
め
た
句

集
。
二

0
0ペ
ー
ジ
。

『
二
見
サ
ト
卒
寿
記
念
誌
』

二

見
サ
ト
（
有
川
）

九
十
有
余
年
の
幸
せ
に
満
ち
た
著
者
の
面
影
が
し
の
ば
れ

る
0

1
0首
の
短
歌
や
読
書
感
想
文
な
ど
を
収
録
。
ニ
ニ

0

ペ
ー
ジ
。

『
わ
か
ふ
る
さ
と
満
辺
の
神
々
』

岩
元
恒
（
麓
）

七
十
余
年
に
わ
た

っ
て
神
職
に
あ
っ
た
著
者
が
、
町
内
各
神

社
、
山
陵
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
由
緒
、
歴
史
を
記
述
し
た

書
0

1
0八
ペ
ー
ジ
。

『
は
い
、
親
子
読
書
の
話
で
す
』

榎

薗

高
雄
（
町
教
育
長
）

『読
書
の
町
づ
く
り
は
い
き
の
長
い
し
ご
と
』

永
年
教
職
に
あ
っ
た
著
者
が
、
親
子
読
書
に
つ
い
て
蘊
奥
を

き
わ
め
た
著
書
。
前
者
が
二
七
七
ペ

ー
ジ
。
後
者
は
一
―

-0六

書。

（有
川
）
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学
校
に
在
職
す
る
こ
と
二
十
四
年
、
昭
和
二
十
七
年
か
ら
二

十
四
年
間
、
町
教
育
委
員
長
と
し
て
、
そ
の
生
涯
を
教
育
に

尽
く
し
、
昭
和
五
十
一
年
十
一
月
名
誉
町
民
と
な
っ
た
松
山

績
先
生
の
米
寿
祝
賀
誌
。
幅
広
い
年
齢
層
の
教
え
子
た
ち
の

思
い
出
や
お
祝
の
言
葉
を
収
録
。
三
二
五
ペ

ー
ジ。

県
P
T
A
活
動
研
究
公
開

昭
和
五
十
七
年
十
一
月
二
十
日
、
溝
辺
小
学
校
並
び
に
溝
辺
中

学
校
を
会
場
に
「
児
童
、
生
徒
の
健
全
育
成
を
は
か
る
た
め
に

P

T
A
は
ど
の
よ
う
に
活
動
し
た
ら
よ
い
か
」
を
研
究
主
題
に
、
県

P
T
A
活
動
研
究
公
開
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
研
究
公
開
を
名
実

と
も
に
成
功
さ
せ
、
青
少
年
育
成
の
町
溝
辺
町
に
ふ
さ
わ
し
い
成

果
を
あ
げ
る
た
め
、
研
究
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、
約

一
年
間
の

準
備
期
間
の
な
か
、
研
究
討
議
が
な
さ
れ
、
テ

ー
マ
に
も
と
づ
き

発
表
が
行
わ
れ
た
。
研
究
推
進
委
員
会
の
組
織
は
次
ペ
ー
ジ
の
表

の
と
お
り
で
あ
る
。

研究公開は、溝辺町各小中学校の特色あるテーマで分

科会ごとに研究発表が行われた。テーマ及び発表者は下

のとおりである。

分科会名 1 主題（研究テ ーマ） 1問題提起者i司会者 i記録者 指母助言者
1 有馬恒久I 長野絹代 県立図書館

望ましい親子読書をすすめ
今吉近見

（溝辺小 1年） 鶴薗佑子 林睦子 指羽主事

2 
るにはどうしたらよいか。日 節―f-II 隈元 9志II 福永ヒ 9了子

指母 主事

（溝辺小2~
4年） 榎添利光

3 花と緑の学校と地域動を支どえ
恵I有I村秀忠末元玉恵

指滋主事
るためのPTA活は う野村

（陵南小学校） なければならないか。 国ノ十彬

4 山坂達者運動をすすめるの 中吉ョッ了11斉指藤迅主弔
にPTAはどう取りくんだ岩元節夫蔵園輝美

（竹子小地域）らよいか。 池田律子 哲郎

5 子どもの他令育成のために I I重森ヒ ロ了指碍課長
親と教師はどのよ うに取り沼 口 博美重丸 淳一

（溝辺中 3年）くんだらよいか。 1 藤沢律子石神正明

' I中学生をも磯として飩令 I指叩主事な子どもを育てるための P
I 年(陵）中1~3 TA活動はどのようにすすI 黒岩

忠笹峯 護谷口律子
塩田純夫

I めたらよいか。
， 

442 



第 6部教育 ・文化・体育編

会長 神田橋景光 I 
青

少

年

育

成

町

民

会

議

校
外
生
活
指
郡
連
絡
協
議
会

町
子
連

・
育

成

者

協

議

会

副会長
有村四郎

土屋武彦

単PIi 
研究推進委員会

総 務 部 資 料 部

溝 神田橋景光（会 長） 木場幸一 （副会長）

辺
二見朱実（副会長）

隈元仁志（文化部長）

小 荻 田 三郎（教 頭）

陵 山下勝義（会 長） 野村 恵（副会長）

南
福沢求生（校 長） 末元玉恵（副会長）

有村秀忠（部 長）

小 谷口 先雄（教 頭）

竹 藤沢征人（会 長） 蔵園輝美（副会長）

子
鈴木平ー（校 長） 中吉ョッ子（副 会長）

岩元節夫（部 長）

小 1 春田 帝（教 頭）

溝 有村四郎（会 長） 宗像 健（副会長）

辺
長井彰ー（校 長） 松山喜久子（副会長）

重丸 淳一 （部 長）

中 池田 一彦 （教 頭）

陵 今吉康己（会 長） 笹峯 渡（副会長）

南
竹ノ内哲郎（校 長） 谷口 律子（副会長）

外山 正士（部 長）

中 吉永健一 （教 頭）

町教育委員会

教育長

社会教育課長

町P連事務局

由記荻田三郎

会計内村功

I 
各単 P事務局

溝小松山 寿

陵小谷口先雄

竹小川畑彰

溝中安藤敏哉

陵中今村苓生
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初
版
で
は
昭
和
四
十
七
年
ま
で
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
四
十

八
年
か
ら
記
述
す
る
。

婦
人
会
活
動
も
現
代
の
高
度
経
済
成
長
の
あ
お
り
を
受
け
て
、

物
質
万
能
の
思
潮
の
中
で
、
会
員
の
減
少
を
き
た
し
、
そ
の
運
営

も
ま
す
ま
す
困
難
の
度
を
加
え
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
中
か
ら
、

婦
人
の
知
性
と
社
会
の
連
帯
感
を
深
め
、
心
豊
か
な
婦
人
集
団
の

あ
り
方
を
目
標
に
、
努
力
を
重
ね
て
き
た
。

す
な
わ
ち
、
部
落
婦
人
会
の
活
発
化
と
、
各
校
区
婦
人
会
の
連

繋
、
町
婦
人
会
の
組
織
の
強
化
、
弱
齢
化
す
る
婦
人
集
団
の
引
き

締
め
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
克
服
し
な
が
ら
、
営
々
と
し
て
涙

す
う

ぐ
ま
し
い
努
力
を
続
け
て
き
た
。
し
か
し
時
代
の
趨
勢
は
い
か
ん

と
も
し
が
た
く
、
五
十
年
代
後
半
か
ら
婦
人
会
員
の
年
齢
の
問

題
、
役
員
の
問
題
、
職
域
の
複
雑
化
、
社
会
機
構
の
近
代
化
な
ど

婦
人
集
団
の
運
営
に
つ
い
て
容
易
な
ら
ざ
る
事
態
が
訪
れ
た
。
五

十
六
年
に
町
連
合
婦
人
会
及
び
陵
南
校
区
婦
人
会
の
欠
落
を
見
、

さ
ら
に
五
十
九
年
に
は
伝
統
の
溝
辺
校
区
婦
人
会
も
欠
け
る
に
及

日 四

溝
辺
町
の
婦
人
活
動

婦
人
会
及
び
婦
人
の
教
育

え
て
い
る
。
今
後
、
徐
々
に
こ
の
機
運
が
高
ま
り
地
域
ぐ
る
み
で

ん
で
、

い
よ
い
よ
婦
人
会
活
動
は
衰
退
の
一
路
を
た
ど
り
、
わ
ず

か
に
校
区
婦
人
会
で
は
、
竹
子
校
区
婦
人
会
の
み
が
残
り
、
部
落

婦
人
会
も
、
若
妻
を
主
体
と
す
る
婦
人
活
動
が
細
々
と
残
存
す
る

現
状
と
な
っ
た
。
そ
の
中
で
竹
子
校
区
婦
人
会
は
、
さ
す
が
に
伝

統
の
強
さ
を
誇
り
、
今
で
も
会
員
八
五
名
を
有
す
る
婦
人
集
団
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。
な
お
各
所
に
残
る
若
妻
集
団
は
組
織
と
し

て
の
連
携
こ
そ
失
っ
た
か
に
見
え
な
が
ら
、
各
集
落
の
婦
人
の
中

核
と
し
て
、
現
在
で
も
婦
人
教
育
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
。

一
方
五
十
八
年
四
月
、
本
町
に
自
治
公
民
館
制
度
が
発
足
す
る

や
、
崩
壊
し
つ
つ
あ
っ
た
婦
人
活
動
に
そ
の
復
活
の
兆
し
が
見
え

は
じ
め
、
ま
た
行
政
の
側
か
ら
も
そ
れ
ら
へ
の
援
助
の
手
が
さ
し

の
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
、
自
治
公
民
館
婦
人
部
と
し
て

発
足
し
て
い
る
地
域
が
ニ
一
に
及
ん
で
い
る
。
も
と
よ
り
、
そ
の

活
動
は
千
差
万
別
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
格
差
の
あ
る
こ
と

は
否
め
な
い
が
、
そ
れ
で
も
自
ら
の
地
域
性
に
根
ざ
し
た
自
主
婦

人
活
動
で
あ
る
こ
と
は
喜
び
に
た
え
な
い
。
同
じ
地
域
に
住
む
婦

人
が
地
域
で
の
親
交
や
連
帯
を
深
め
な
が
ら
、
婦
人
と
し
て
の
生

活
や
文
化
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

よ
り
豊
な
地
域
を
建
設
す
る

た
め
の
役
割
は
変
わ
り
な
く
、
大
き
く
社
会
に
明
る
い
展
望
を
与

444 



第6部 教育 ・文化 ・体育編

.
5
 

，
 

3
 

連
携
が
と
り
や
す
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
つ
つ
婦
人
個
々

の
自
覚
の
中
か
ら
近
代
的
な
知
性
と
教
養
を
高
め
、
明
る
い
郷
土

づ
く
り
の
母
体
と
し
て
地
域
集
団
も
、
目
的
集
団
も
、

一
体
と
な

ま
い

っ
て
町
発
展
の
た
め
に
邁
進
し
て
ゆ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

昭
和
三
十
九
年
か
ら
の
婦
人
会
の
歩
み
は
次
の
と
お
り
。

溝
辺
町
婦
人
会
活
動
目
標
決
定
11
婦
人
と
し
て
教
養

を
高
め
明
る
い
郷
土
づ
く
り
に
参
加
す
る
。

9
.
4
 

3
 

る
。

〔
目
的
〕 グ

ル
ー
プ
学
習
を
す
す
め
、
婦
人
学
級
に
は
全

員
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

生
活
を
合
理
化
す
る
た
め
に
記
帳
す
る
習
慣
を

つ
け
よ
う
。

次
代
を
担
う
子
供
の
成
長
の
た
め
に
、

で
力
を
合
わ
せ
ま
し

ょ
う
。

婦
人
会
便
り
発
行

③
 
②
 

〔
努
力
点
〕

①
 

み
ん
な

役
員
と
会
員
、
ま
た
会
員
相
互
の
結
び
つ

き
を
深
め
、
手
に
手
を
と
り
合
っ
て
婦
人
会
の
目
標

を
達
成
す
る
こ
と
に
努
め
、
郷
土
の
発
展
の
た
め
に

微
力
を
つ
く
す
目
的
の
も
と
に
婦
人
便
り
を
発
行
す

•8 2
 
4
 .

4
 

2
 
4
 

41 . 
10 

.
4
 

ー4
 

•7 

゜
4
 

町
中
央
公
民
館
建
設
1
1
町
全
体
の
社
会
教
育
の
場
と

し
て
、
念
願
の
婦
人
会
や
各
種
団
体
の
要
望
が
か
な

え
ら
れ
、
勉
強
に
集
会
に
活
用
す
る
こ
と
が
、
婦
人

会
の
喜
び
で
あ
り
ま
た
町
発
展
の
た
め
に
つ
な
が
る

よ
う
努
力
し
、
有
益
に
活
用
し
た
い
。

中
央
公
民
館
へ

。ヒ
ア
ノ

一
基
寄
贈
1
1
会
員
一

人

一
〇

0
円
寄
付
し
不
足
分
は
基
本
貯
金
（
年

一
回
廃
品
回

収
益
金
・
物
品
販
売
の
益
金
な
ど
）
を
あ
て
る
。

明
治
一

0
0年
記
念
成
人
式
11
成
人
式
の
女
子
服
装

の
簡
素
化
に
つ
い
て
話
し
合
い
婦
人
会
・
社
会
教
育

委
員
な
ど
と
問
題
検
討
し
た
が
、
結
局
意
見
も
ま
ち

ま
ち
で
当
事
者
が
自
覚
を
持
つ
こ
と
と
い
う
こ
と

で
、
課
題
を
持
ち
越
す
。

明
治
一

0
0年
記
念
三
な
い
運
動
の
展
開
1
1

「
ち
ら

さ
な
い
」

「
よ
ご
さ
な
い
」

「
こ
わ
さ
な
い
」

八

・
八
運
動

公
民
館
、
墓
地
そ
の
他
清
掃

県
日
赤
募
金
会
感
謝
状
授
与

町
婦
人
会
歌
募
集
1
1
応
募
者
は
町
内
の
人
な
ら
誰

会
員
の
思
う
こ
と
、
詩
・
俳
句
・
歌
な
ど

な
ん
で
も
よ
い
。

〔
内
容
〕
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う
ち
鳴
ら
す

み
ど
り
風
溝
辺
町
婦
人
の
つ
ど
い

炉4
 

あ
4

み
ぞ
ベ

清
ら
け
く

溝

母
と
い
う

辺

む
ら
さ
き
に

町 婦 人

も!]図了「J.
1. かみいま す

ぅプけつぎ一

畠・こしえー に
曰
i

し

溝
辺
町
婦
人
の
つ
ど
い

あ
A

み
ぞ
ベ

会

で
も
よ

い、

平
易
で
親
し
み
や
す
い
歌
詞
四
節
一
―
一
番

ぐ
ら
い
が
適
当
だ
と
思
う
が
、
特
別
に
規
定
は
し
な

、o
＼
＞
 

町
婦
人
会
歌
制
定

岩
元
潔
（
社
会
教
育
主
事

郡
山
一
二
郎
（
玉
利
中
教
諭
）

受
け
つ
ぎ
し

と
こ
し
え
に

高
屋
の
ふ
も
と

代
々
に
伝
え
む

け
ぶ
る
山
な
み

お
み
な
の
幸
を

胸
に
た
た
え
む

渡
る
高
原

建
設
の
う
た

歌

慈
愛
の
光

溝
辺
町
婦
人
会
歌

神
い
ま
す

作詞

作曲

作
曲

岩元

郡山

作
詞

岩
元
喜
吉
）

潔

三郎

-==ニー ― 

旦1r r r J 1」. I I 

たかやのふも と

Jj I」」」」 1」.
じあいのひか り

n~ 「「戸戸[JI「「iJCI 
よよにったえーむ あ>みぞべみぞ

§」.J〗 n !J 」 J J0ゴrtJ戸□~7
べちょうふじんのつどい んのつどい

戸

42 ． 
10 

溝
辺
町
婦
人
の
つ
ど
い

あ
4

み
ぞ
ベ

高
ら
か
に

カ
合
わ
せ
む
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47 ． 
10 

47 46 ．． 
4 9 

.
5
 

6
 
4
 

45 43 ． 
12 4 

ニ
四
名

「
太
陽
国
体
」
矩
火
リ
レ
ー
1
1
校
区
か
ら
八
名
、
計

る
。

4
9
.
1
2

町
内
各
種
婦
人
団
体
懇
話
会
1
1
町
内
婦
人
団
体
長
に

〔
会
費
〕

県
体
育
大
会
集
団
演
技
参
加

本
町
も
経
済
高
度
成
長
や
新
空
港
開
設
な
ど
に
よ
り

婦
人
会
の
姿
が
大
き
く
変
容
し
て
会
員
も
年
々
農
外

就
労
婦
人
が
多
く
な
り
、
会
員
の
減
少
が
み
ら
れ

②

他
団
体
と
の
連
携
を
は
か
り
、
豊
か
で
生
き
が

い
の
あ
る
郷
士
の
建
設
を
め
ざ
し
て
私
た
ち
町
民

は
さ
ら
に
意
欲
と
連
帯
感
を
高
め
、
明
る
＜
た
＜

ま
し
く
美
し
い
郷
土
の
実
現
を
は
か
る
。

県
一

0
円
、
郡
二
0
円
、
町

一
七

0
円、

校
区
一
―

10
0
円

子
馬
立
校
区

・
玉
利
校
区
が
合
併
、
陵
南
校
区
と
改
称

溝
辺
町
内
婦
人
合
同
大
会
11
紅
葉
会
、
高
陵
寺
仏
教

婦
人
会
、
照
明
寺
仏
教
婦
人
会
、
と
き
わ
会
、
溝
辺

町
婦
人
会
な
ど
各
種
団
体
に
よ
る
意
見
発
表
や
、
激

し
く
変
わ
る
社
会
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会

「
太
陽
国
体
」
集
団
婦
人
演
技
へ
の
参
加
決
定
11
昭

和
四
十
七
年
に
鹿
児
島
県
で
国
民
体
育
大
会
が
開
催

さ
れ
る
に
あ
た
り
、
町
か
ら
次
の
一

0
名
が
出
場
と

決
ま
り
、

一
年
間
特
訓
を
受
け
る
。

今
村
日
出
子
、
松
元
す
み
え
、
野
間
ト
キ
子
、
横

山
節
子
、
上
田
橋
治
子
、
満
塩
清
子
、
徳
永
と
み

え、

中
馬
ト
シ
子
、
西
野
ナ
ミ
ェ

、
野
問
ロ
タ
マ

〔
努
力
点
〕

①
部
落
婦
人
会
の
組
織
を
拡
充
し
学
習
活
動
を
す

す
め
よ
う
。

.
4
 

，
 

4
 .

4
 

8
 
4
 

「
太
陽
国
体
」
集
団
演
技
出
場
（
半
世
紀
に

一
度
と

も
い
う
べ
き
歴
史
的
な
大
会
で
あ
っ
た
）

愛
の
声
か
け
運
動
1
1
ね
た
き
り
老
人
、
独
居
老
人
、

青
少
年

新
生
活
運
動
の
推
進

お
返
し
廃
止
運
動
カ
ー
ト
作
成

文
部
省
委
嘱
婦
人
学
級
開
設

町
婦
人
会
活
動
目
標
決
定
1
1
近
代
的
知
識
と
社
会
的

連
帯
惑
を
深
め
、
意
義
あ
る
生
活
の
で
き
る
豊
か
な

主
婦
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
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会

員

会

長

-1  
会

溝
辺
校
区
婦
人
会

員

会

0
歴
代
会
長
と
会
員
数

町

連

合

婦

人

会

53 ． 
12 

.
4
 

2
 
5
 

長

|―--

ム
コ

員

一

会

長

陵
南
校
区
婦
人
会

部
落
婦
人
会
の
組
織
の
拡
充
11
会
員
の
急
激
な
減
少

に
よ
り
年
齢
の
引
き
上
げ
を
呼
び
か
け
る
。

青
少
年
の
健
全
育
成
と
環
境
の
浄
化
11
愛
の
声
か
け

運
動
町
内
各
種
婦
人
団
体
に
よ
る
合
同
大
会
11
お
互
い
の

親
善
と
生
活
合
理
化
の
た
め
不
要
品
の
交
換
即
売
会

を
行
い
、
生
活
改
善
向
上
の
必
要
性
を
認
識
す
る
。

益
金
は
「
年
末
た
す
け
合
い
運
動
」
へ
寄
付
。

5
1
.
4

お
む
つ
一
枚
運
動
1
1
ね
た
ぎ
り
老
人
の
施
設
へ
お
く

る
。

.
4
 ゚

5
 

よ
る
各
団
体
の
目
標
や
努
力
点
な
ど
話
し
合
い
、
お

互
い
に
理
解
を
深
め
、
手
を
取
り
合
っ
て
明
る
い
町

づ
く
り
に
努
め
よ
う
と
話
し
合
う
。

国
際
婦
人
年
1
1
平
等
、
発
表
、
平
和
の
目
標
の
も
と

に
婦
人
活
動
の
充
実
と
婦
人
の
社
会
参
加
を
は
か

る。

.
6
 

7
 
5
 

•8 6
 
5
 .

4
 

6
 
5
 

•9 4
 
5
 .

3
 

4
 
5
 

一 1--

会

竹
子
校
区
姉
人
会

員

一
会

長

婦
人
会
の
役
員
と
会
員
減
少
問
題
1
1
町
、
校
区
の
役

員
と
会
員
の
部
落
ご
と
脱
退
な
ど
年
々

困

難

を

極

め
、
地
域
婦
人
会
に
崩
壊
の
兆
し
あ
り
。
婦
人
会
の

存
在
に
つ
い
て
深
刻
な
課
題
と
な
る
。

婦
人
会
老
人
会
対
抗
「
幸
せ
づ
く
り
」
交
換
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会

昭
和
二
十
七
年
に
溝
辺
町
婦
人
会
が
結
成
以
来
、
町

婦
人
会
、
陵
南
校
区
の
役
員
体
制
が
確
立
さ
れ
ず
活

動
が
停
滞
し
て
し
ま
う
。
溝
辺
校
区
、
竹
子
校
区
に

つ
い
て
は
役
員
体
制
を
整
え
、
事
業
内
容
な
ど
も
検

討
を
加
え
、
一
応
の
活
動
充
実
さ
れ
る
。

陵
南
校
区
婦
人
問
題
に
つ

い
て
、
町
議
員
、
大
字
役

員
、

P
T
A
役
員
が
地
域
婦
人
会
の
存
続
と
こ
れ
か

ら
の
対
策
に
つ
い
て
協
議
。

婦
人
組
織
の
拡
充
を
は
か
る
11
入
会
年
齢
を
五

0
歳

ま
で
と
す
る
。
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し
ゅ
う
と
め

昭
和
三
十

一
年
九
月
姑
会
と
し
て
発
足
し
た
。
こ
の
会
は
婦

人
会
を
退
会
し
た
婦
人
で
こ
の
会
の
趣
旨
・
目
的
に
賛
同
す
る
竹

子
在
住
者
で
組
織
さ
れ
、
嫁
と
姑
の
協
調

・
理
解
を
深
め
、
新
し

い
時
代
の
教
養
を
高
め
、
明
る
い
家
庭
と
地
域
社
会
の
建
設
に
寄

（三）

烏
丸
フ
ヂ

重
森
ふ
じ

竹
子
「
紅
葉
会
」

5? 

54 

昭
50ー

52

岩
元
里
江

松
山
絹
江

57
1
現
在

口

白

菊

会

5z5 
57 

昭
和
五
十
年
発
足
し
た
。
会
員
は
町
内
に
居
住
す
る
五

0
歳
以

上
の
婦
人
で
構
成
さ
れ
、
婦
人
相
互
の
親
交
と
融
和
を
は
か
り
新

し
い
住
み
よ
い
地
域
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
、
互
い
に
連

帯
を
深
め
、
共
に
親
交
・
学
習
・
奉
仕
・
課
題
解
決
を
図
っ
て
地

域
で
の
活
動
を
通
じ
て
、
自
己
を
磨
き
明
る
い
よ
り
豊
か
な
社
会

建
設
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
生
活
学
校
や
毎
月
一
回
の
老
人

ホ
ー
ム
訪
問
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
そ
の
果
た
し
て
き
た

役
割
と
実
績
は
大
き
な
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
婦
人
の
立
場
か
ら

の
地
域
づ
く
り
は
、
今
後
の
社
会
に
明
る
い
展
望
を
与
え
て
い
る
。

0
歴
代
会
長

ー4
.
3
 
⑮ 

会
長
11
鳥
丸
敏
子

与
す
る
と
と
も
に
、
相
互
の
連
帯
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
地
区
の
諸
行
事
に
は
校
区
婦
人
会
、
共
正
会
な
ど
と
一
体
と

な
り
、
敬
老
会
、
七
草
祝
い
や
年
末
年
始
の
簡
素
化
な
ど
、
婦
人

の
立
場
か
ら
地
域
に
明
る
い
展
望
を
与
え
て
き
た
。
ま
た
年
一
回

の
会
員
の
研
修
旅
行
は
、
会
員
交
流
の
場
と
し
て
融
和
と
親
交
を

は
か
る
唯
一
の
楽
し
み
で
あ
る
。

0
歴
代
会
長

最
勝
寺
ア
イ

田
方
ア
ヤ
ノ

昭
和
三
十
六
年
、
竹
子
「
紅
葉
会
」
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
よ
う
な

組
織
と
し
て
麓
地
区
で
発
足
、
幾
多
の
消
長
を
経
な
が
ら
、
今
日

に
及
ん
で
い
る
。
婦
人
集
団
と
し
て
残
し
た
実
績
は
大
き
く
、
評

価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
自
主
的
な
婦
人
活
動
の
原

点
と
も
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

溝
辺
町
結
核
予
防
婦
人
会

溝
辺
町
結
核
予
防
婦
人
会
結
成

と
き
わ

詞

麓

「常
磐
会
」

4? 
47 

神
田
橋
チ
ェ
ノ

下
久
保
ア
サ
ノ

5
6
i現
在

昭
3
1ー

39

418 

55 
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能
の
た
め
、
現
在
町
食
生
活
推
進
員
で
活
動
が
引
き

5
7
.
8

昭
和
五
十
八
年
後
期
か
ら
地
域
婦
人
会
の
活
動
が
不

.
4
 

2
 
5
 

50 
． 
7 

•
9 
3
 
4
 

婦
人
の
力
で
結
核
を
な
く
し
て
、
健
康
な

生
活
を
営
み
明
る
い
町
づ
く
り
を
す
す
め
、
結
核
に

対
す
る
予
防
思
想
の
普
及
を
は
か
る
。

〔
努
力
点
〕

①
 推

進

②
結
核
に
対
す
る
認
識
を
深
め
る
学
習
会

〔
会
員
〕
町
婦
人
会
員
の
組
織
で
結
核
予
防
婦
人
会

と
す
る
。
運
営
は
町
三
役
、
各
校
区
役
員
が
行
う
。

県
結
核
予
防
会
感
謝
状
授
与
（
レ
ソ
ト
ゲ
ソ
検
診
率

九
六
貯
）

1
1
婦
人
会
員
の
熱
心
な
呼
び
か
け
と
、
町

民
の
検
診
に
対
す
る
自
覚
と
協
力
に
よ
っ
て
県
の
感

謝
状
を
受
け
る
。

全
国
結
核
予
防
婦
人
団
体
研
修
会
参
加

（県
代
表
と

し
て
溝
辺
町
が
参
加
）

11
静
岡
県
御
殿
場
市
の
秩
父

宮
妃
殿
下
ご
別
邸
に
参
集

財
団
法
人
結
核
予
防
会
総
裁
秩
父
宮
妃
勢
津
子
殿
下

よ
り
感
謝
状
を
受
け
る
。

結
核
検
診
（
レ
ン
ト
ケ
ン
撮
影
）
な
ど
の
強
化

〔
目
的
〕

青年団員の話し合い

五

き
た
役
員
及
び
主
な
活
動

は
第
146
表
の
と
お
り
で
あ

る
。

青
年
団
連
絡
協
議
会

溝
辺
町
青
年
団
連
絡
協
議
会
は
、
昭
和
四
十
七
年
改
組
さ
れ
、

現
在
に
い
た
っ
て
い
る
が
、
溝
辺
町
は
昭
和
二
十
六
年
九

―
二

四

人
の
人
口
を
最
高
に
年
々
人
口
減
が
す
す
み
、
昭
和
四
十
七
年
当

時
は
六
九
四

二
人
で
、
こ
れ
に
比
例
し
青
年
団
員
数
も
減
少
し
て

き
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で

青
年
団
活
動
は
、
伝
統
に

よ
る
活
動
、
そ
の
時
代
に

合
っ
た
催
し
な
ど
、
実
践

活
動
が
行
わ
れ
て
き
て
い

る
。
町
青
協
を
推
進
し
て

継
が
れ
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
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第
146
表
主
な
活
動
状
況

年
1
会
長
l
副

ムエ
ズ
長
1団
員
数
I

主
な
活
動

内
容

48 I丸
山
幸
男l
野
村
定
美
、
最
勝
寺
宏
子
l
I
 

49
1森
田
重
三
1
野
村
定
美
、
精
松
光
子
l
lo
町
内
一
周
駅
伝
（
昭
和
56
年
ま
で
実
施）

so 
1野
村
定
美
中
山
誠
、
最
勝
寺
宏
子
！
100
第九
州1
青回歩年けの歩船

け
大
会
（
鹿
児
島
市
照
国
神
社
か
ら
）
0
国
内
研
修
（
熊
本
市
9
人）

51
中
山
誠
笹
峯
勉、
末
重
ク
キ
子
1
1
0
第
2
回
年
歩
け
船
歩
け
大
会
0
）
 
国
内
研
修
（
宮
崎
・
大
分
10
人
）

0
九
州
青
の
（野
村
定
美

52
1丸
山
重
記
I
今
吉
睦
美
、
野
間
口
恵
I
lo
第
3
回
歩
け
歩
け
大
会
0
国
内
研
修
（
熊
本
・
長
崎
）

53
1白
浜
紀
久
叫
西
野
勝
美

I
 
lo
第
4
回
歩
け
歩
け
大
会
0
第
1
回
町
青
年
祭
0
九
州
青
年
の
船
（
西
野
勝
美
）

54 i町
田
英
叫
岩
沢
豊
、
福
丸
久
美
子
70
I
 
1
 0
第
5
回
歩
け
歩
け
大
会
0
第
2
回
青
年
祭

55
I
 
二
月
田
努
I
岩
元
博
昭
、
野
問
い
づ
み
I
0
第
6
回
歩
け
歩
け
大
会
0
第
3
回
青
年
祭
0
第
1
回
少
年
の
船
（
班
長
・
馬
場
勝
芳
）

56
1花
堂
誠
有
村
友
志
国
生
ひ
と
み
I
1
0
第第
7
回
歩
少
け
歩
け
大
会
0
第
4
回
町
青
年）
祭
0
九
州
青
年
の
船
（
蔵
園
成
美
）

0
 
2
回
年
の
船
（
班
長
・
国
生
ひ
と
み

57
1蔵
園
成
美
i
有
村
友
志
、
重
丸
智
秋
I
[o
第
8
回
歩
け
歩
け
大
会
0
第
3
回
少
年
の
船

ss 
1相
良
悟
1
有
村
辰
己
、
中
山
幾
代
681
 
1
0
九第
9
回
年
歩
け
船
歩
け（大内
会
0
秋）
田
県
雄第
和
町
青
少
年
年
団
と
交
（
流
会
0
県
淳内
研
修）
（指
宿
）

〇
州
青
の

山
建
志
0
 
4
回
の
船
班
長
・
松
田
一

sg 
I
 

I内
山
建
詞
岩
崎
博
樹
、
白
浜
ま
ゆ
み
1I
 
60 
0
第
JO
回
年
歩
け
船
歩
け
（
大
会
〇
）第
5
回
青
第
年
祭
0
国
船内
研
修

0
九
州
青
の
岩
元
実
幸
0
 
5
回
少
年
の

60 
II 原
口
順
一
1I
斉
藤
修
、
重
丸
智
子

0
原第第
1
1
回
歩
け
歩
け
船0
大国
（会班内
0
第大（
6
回
青
年
人
祭
）
0
若
人
の
つ
ば
さ
（（ 
・
ン
ソ
ガ
ボ
ー
ル）

0（
 
口
順
ー
）
年

研長
修
沖
縄
美
4
 
0
九
州
青
年
の
船
住
吉
智
）

6
回
少
の

・
山
佐
子
）

61
斉
藤
刷
立
田
守
、
竹
下
留
美
子
I
43 1
 0
九第
12
回
年
歩
け
船歩
け
大藤
会崎
0
）第
7
回青第
年
祭
0
国
船内
研
修
（
奈
良
4
人
）

1
0
州
青
の
（
 
勝
清
0
 
7
回
少
年
の

62
松
田
淳
一
福
永
洋
一
、
原
口
美
和
I
0
第
13
回
歩
修
少
年
け
（
歩
長
け
大
会
0
第
8
回
青
年年修
祭
船
（ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ザ
結
婚
」
公
演
）

37
 0
国
内
研

船崎
4
人
）
0
九
州
青
の
（
重
丸
智
子
）

0
第
8
回
の
（
班
長
・
仮
屋
園
）
 

ZSt 

注
役
員
は
会
計
年
度
、
活
動
は
暦
年
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青
少
年
の
家
の
建
設

鹿
児
島
は
昔
か
ら
郷
中
教
育
が
さ
か
ん
で
、
青
少
年
の
教
育
に

特
殊
な
教
育
方
法
が
行
わ
れ
て
い
た
。
郷
中
の
青
少
年
は
、
五

i

六
歳
か
ら
九
歳
ぐ
ら
い
ま
で
を
「
小
稚
子
」

‘
-
0歳
か
ら
―
ニ

I
-
―
一
歳
ま
で
の
「
長
稚
子
」
、
元
服
し
て
前
髪
を
お
ろ
し
た
一
三

に

せ

ー

一
四
歳
か
ら
ニ
―
―
―

1
四
歳
く
ら
い
を

「
ニ
オ
」
と
い
い
、
そ
れに

に
ニ
オ
頭
が
い
て
後
輩
た
ち
の
指
導
を
し
て
き
た
。
こ
の
「
ニ

せオ
」
が
現
在
の
青
年
た
ち
で
あ
る
。
青
年
た
ち
の
自
己
研
鑽
の
場

と
し
て
青
年
小
屋
が
あ
り
、
活
逹
な
議
論
や
活
動
が
行
わ
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
世
の
変
革
と
と
も
に
青
年
小
屋
は
な
く
な
っ
た
。
い

ま
青
少
年
教
育
と
し
て
青
年
小
屋
的
教
育
の
発
想
か
ら
、
青
年
が

自
ら
啓
発
し
、
情
操
豊
か
で
、
心
身
と
も
に
す
こ
や
か
に
育
っ
た

め
、
ま
た
話
し
合
い
の
場
、
教
育
の
場
、
遊
び
の
場
と
し
て
、
日

や
か
た

常
活
動
の
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
館
が
「
青
少
年
の
家
」
で
あ

る。
昭
和
五
十
四
年
度
に
建
設
さ
れ
た
青
少
年
の
家
は
、
青
年
の
利

用
が
多
い
が
、
子
供
会
活
動
の
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

,. 
ノ‘

竹
子
青
少
年
会
館
は
、
地
域
ぐ
る
み
青
少
年
の
気
風
づ
く
り
を

七
竹
子
青
少
年
会
館
の
建
設

合
計

設
計
監
理

（
財
源
内
訳
）

県
補
助
金

地

方

債
般

四
三
九
万
二

0
0
0
円

五
六

0
万
円

――

―
三
万
四

0
0
0
円

―
ニ
―
二
万
六

0
0
0円

施事
業
費

本
体
工
事

敷
地
造
成

水
道
施
設

―
一
万
六

0
0
0円

三
0
万
円

1
0三
五
万
円

二
二
六
万
円

ル
ギ
ー
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

〔
施
設
の
概
要
〕

所
在
地
溝
辺
町
麓
―
―
一
三
九
一
番
地
上
床
公
園
内

面

鉄

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

平

屋

建

(
1
0
三
・
六
三
平

方
尉
）

玄
関
、
学
習
室
、
湯
沸
室
、
物
入
、
便
所

設 積

今
後
、
む
ら
お
こ
し
の
中
心
と
し
て
、

ま
た
若
人
の
情
熱
と
ェ
ネ
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11
丸
山
み
ど
り
▽
会
計
11
祝
儀
園
信
代
▽
委
員
11
二
月

▽
委
員
長
11
相
良
悟
▽
副
委
員
長
11
西
野
勝
美
▽
書
記

す
す
め
る
た
め
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
竹
子
青
年
団
が
中
心
に
計

画
し
、
県
及
び
町
の
補
助
を
う
け
て
、
昭
和
五
十
八
年
―
―一
月
十
日

建
設
さ
れ
た
。
竹
子
地
区
は
昔
か
ら
II

た
か
ぜ
II

に
根
づ
い
て
い

る

「
山
に
は
木
を
、
里
に
は
人
を
」
の
精
神
を
よ
く
引
ぎ
継
ぎ
、

青
少
年
の
育
成
に
は
地
域
ぐ
る
み
の
活
動
が
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
あ

る
。
特
に
、
青
年
団
は
そ
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
当
時

竹
子
青
年
団
は
団
員
一―
10名
で
あ
っ
た
。
そ
の
活
動
の
中
心
地
と

し
て
、
消
防
団
竹
子
分
団
詰
所
を
借
り
う
け
て
い
た
が
、
町
営
住

宅
計
牛
団
地
の
建
設
に
と
も
な
い
、
現
在
地
に
町
が
土
地
取
得
造

成
し
、
館
の
建
設
に
至
っ
た
。

建
設
に
あ
た
っ
て
青
年
団
は
竹
子
青
少
年
会
館
建
設
委
員
会
を

設
置
、
委
員
長
に
団
長
の
相
良
悟
が
当
た
り
、
工
事
は
青
年
団

0

B
の
丸
山
幸
夫
の
手
に
よ
り
完
成
し
た
。
棟
上
げ
で
は
、
男
子
は

も
ち

そ
の
作
業
に
、
女
子
は
祝
用
の
紅
白
の
餅
を
つ
い
て
、
手
料
理
で

祝
っ
た
。
そ
の
団
結
と
行
動
力
は
、
青
少
年
の
自
立
自
興
の
精
神

に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
大
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

〔
竹
子
青
少
年
会
館
建
設
委
員
会
委
員
〕

八
田
努
外
山
忠
、
蔵
園
成
美
、
斉
藤
修
、
野
村
定
美
（
社
会

教
育
主
事
）

〔
施
設
の
概
要
〕

所
在
地
溝
辺
町
竹
子
六

0
九
番
地
四

敷

地

一

〇

八

0
平
方
屈

建

物

木

造

平

屋

事
業
費

―
―
六

・
六
六
平
方
屈

七
二
九
万
円
（
町
補
助
金
四

0
0万
円
、
県
補
助

金＝―

1
0
0万
円
、
自
己
資
金
一
五
万
円
）

町
の
総
事
業
費
土
地
取
得
費費

＝
＝
―
-
七
万
九
九

0
0円

九
四
万
円

―
ニ
ニ
―
万
九
九

0
0円

高
校
生
父
母
の
会
の
発
足

溝
辺
町
高
校
生
父
母
の
会
は
高
校
生
を
も
つ
父
母
（
保
護
者
）

が
主
体
と
な
っ
て
組
織
さ
れ
、
家
庭
に
お
け
る
健
全
化
を
は
か
る

活
動
、
社
会
環
境
の
浄
化
を
は
か
る
活
動
、
高
校
生
が
そ
の
誇
り

計 補

助

七

0
0万
円

（
建
設
費
、
設
計
、
備
品
そ
の
他
）

金

造

成
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60
年
50
年

「
剣
道
に
学
ぶ
」

末
野
栄
二
氏
（
鹿
児
島
県
警
）

ソ
グ
部
監
督
）

「勝
利
者
へ

の
道
」

加
治
佐
正
昭
氏

（
鹿
商
エ
レ
ス
リ

と
責
任
に
つ
い
て
自
覚
を
高
め
る
た
め
の
活
動
を
通
じ
て
、
健
全

な
育
成
を
目
的
に
昭
和
五
十
四
年
発
足
し
た
（
初
代
会
長

・
延
時

力
蔵
）
。
生
徒
の
夏
休
み
を
利
用
し
た
活
動
は
、

高
校
生
を
中
心
と

し
た
も
の
が
望
ま
し
い
こ
と

で
あ
っ
た
が
、
高
校
が
分
散
し
て
い

た
た
め
町
内
高
校
生
が
一
堂
に
会
す
る
行
事
は
む
ず
か
し
く
、
苦

難
の
出
発
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ス
ボ
ー
ツ
を
中
心
に
取
り
組
み
、

青
少
年
育
成
諧
演
会
、
青
年
祭
へ
の
参
加
、
サ
マ

ー
キ
ャ
ソ
。フ
に

よ
る
共
同
生
活
の
体
験
学
習
の
実
施
な
ど
、
そ
の
目
的
を
徐
々
に

達
成
し
つ
つ
あ
る
。

発
足
当
時
の
組
織
は
、
町
内
を
九
つ
の
地
域
に
分
割
し、

そ
れ

ぞ
れ
役
員
を
選
出
。
一
方
各
高
校
か
ら
も
代
表
を
選
出
し
、
こ

の

会
の
企
画
運
営
に
当
た

っ
て
き
た
。
五
十
八
年
自
治
公
民
館
制
度

の
発
足
に
よ
り
、
本
会
の
組
織
も
六
地
区
公
民
館
と
し
、
そ
の
活

動
は
地
区
常
任
理
事
が
中
心
と
な

っ
て
、
地
区
活
動
が
主
体
と
な

っ
た
。
ま
た
、
青
少
年
健
全
育
成
事
業
の
ひ
と
つ
と

し
て
、

次
の

よ
う
に
「
青
少
年
ふ
る
さ
と
講
演
会
」
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ

こ
。

キ
ー

62
年
61年

（医
師）

「
企
業
が
求
め
る
若
人
の
姿
」

山
元
正
博
氏
（
錦
灘
酒

造
専
務
）

「
想
い
で
の
甲
子
園
」
松
下
安
男
君
（
鹿
商
工
野
球
部

主
将
）
「
青
年
期
に
お
け
る
心
の
健
康
法
」
古
江
マ
チ
子
氏
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高
校
生
父
母
の
会
組
織
と
役
員

五
i
54 
I
 5
5
 
I
 56 
I
 57 

5
8
 
!
 
5
9
 

6
0
 
I
 61 
I
 6
2
 
I
 63 

ムコ
長
延
時
力
蔵
延
時
力
蔵
延
時
力
蔵
今
吉
耕
夫
今
吉
耕
夫
山
下
勝
義
山
下
勝
義
山
下
勝
義
山
下
勝
義
藤
沢
征
人

副
男
｛即
塩
郁
夫
松
福
永山
浩忍
福
今
吉
永
耕
忍夫
川
口
考
雄
久
木
田
貞
洋
二
見
剛
史
野
村
茂
岩
元
英
雄
岩
元
英
Ml: 神
田
橋
景
光

今
島
光
松
田
拓
郎
野
村
茂
岩
元
英
雄
野
村
茂
岩
元
節
夫

会

'
 
女
｛

重
森像
勝
代
末清元
玉
恵
末重
元
玉
恵
末東
元
玉
恵子
東
郷
ンヽゲ
子

長
宗
秋
江
本
弘
子
丸
貞
子
郷ヽ
ン
ゲ
I
 
：：：：好
昭
子

有川
｛父母親親

中
川
喜
行
重
丸
淳
一
岩
春
元
勝
美
朝今吉隈
澤康雄代

木
場
美
代
子
山
村ヽ
ン
ゲ
王
田
ヒ
メ
子

常

陵北
｛母父親親

神横
田
橋
漿
光
神向井田橋田邦景光子

神東
田
橋
景
光
今
吉
芳
子

武
ナ
ル
子

郷ヽ
ン
ゲ
子

任
竹子
｛父母親親

野
村
茂子
野
村
茂子
岩
元
節
夫
蔵
園
輝
美

斉
藤
フ
ヂ
岩
切
厚
丸
山
ミ
ツ
子
岩
元
ノ
リ
子

竹
｛父
親

岩
元
英
雄
岩
元
英
雄
I横
山
久
夫
重福
森
茂

理
子
母
親

山
崎
リ
ツ
子
岩
元
花
子
I猶
塩
き
み
子
永
文
子

南陵
｛父母親親

高
田
久
夫
末
重
秋
雄

一
任
前
田
光
子

末
元
玉
恵
古
川
ツ
ル
子
堀内
園
教
子

事

森崎
｛父母親親

楠
笹
峯
護
東
村
條
和
美子
二
見
尽剛．
史
楠
木
哲
雄

木
民
子
I野
ヒ
ロ
末
永
子

害
記
会
計
l
I
 
I
 
I
 
I
 

中
川
喜
行
1中
川
喜
行
1中
川
喜
行
中
川
喜
行

監
事

I
 

吉山満口
皇
巧紀徳加来永

光宗
暁洋徳加永来

光宗
暁洋
1！井加上来
宗
暁弘
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昭
和
五
十
四
年
は
「
国
際
児
童
年
」
と
し
て
、
世
界
の
青
少
年

の
育
成
を
目
的
に
国
際
連
合
で
定
め
ら
れ
た
。
溝
辺
町
で
も
特
色

あ
る
育
成
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
先
駆
的
な
組
織
活
動
団
体

「溝
辺
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
」
が
発
足
し
た
。

急
激
な
社
会
情
勢
の
変
化
に
と
も
な
い
、
青
少
年
の
非
行
は
低

年
齢
化

・
悪
質
化
し
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
青
少
年
だ
け
を
責

め
る
問
題
で
な
く
、
近
代
社
会
の
責
務
で
あ
り
、
町
を
あ
げ
て
こ

れ
に
取
り
組
み
、
明
日
を
担
う
郷
土
の
青
少
年
を
深
い
愛
情
と
、

強
い
連
帯
感
に
よ

っ
て
、
育
成
指
禅
し
て
い
か
な
け
れ
は
な
ら
な

、0し
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
五
十
四
年
七
月
各
種
団
体
長
に
よ
る

町
民
会
議
結
成
準
備
会
が
開
催
さ
れ
、
役
員
構
成
、
活
動
方
針
、

部
活
動
計
画
な
ど
が
審
議
さ
れ
た
。
同
年
十
一
月
二
十
四
日
中
央

公
民
館
に
約
二
五

0
人
の
参
加
を
得
て
結
成
総
会
を
開
催
、
役
員

の
選
出、

事
業
計
画
な
ど
議
決
さ
れ
た
あ
と
「
青
少

年

育

成

の

町
」
が
宜
言
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
役
員
及
び
活
動
方
針
は
次
の

よ

う
で
あ
っ
た
。

九

青
少
年
育
成
町
民
会
議
の
発
足

〇
非
行
防
止
、
事
故
防
止
と
補
導
の
強
化

0
自
然
体
の
教
育
と
現
有
施
設
の
整
備
と
活
用
推
進

〇
環
境
浄
化
の
推
進

〇
障
害
児
な
ど
を
い
た
わ
る
環
境
づ
く
り

0
ふ
る
さ
と
美
化
活
動

◇
家
庭
づ
く
り
部
会

▽
部
会
長
11
東
繁

活
動
方
針

▽
副
会
長
11
末
元
正
己
、
今
村
日
出
子

▽
推
進
指
導
員
11
岩
切
又
男

▽
会
長
11
有
馬
四
郎

榎
薗
高
雄

◇
組
織
づ
く
り
部
会

▽
部
会
長
11
笹
峯
護

活
動
方
針

0
青
少
年
育
成
体
制
の
確
立
、
指
導
者
の
確
保
と
資
質
の
向
上

0
青
少
年
団
体
の
育
成
と
社
会
参
加
の
促
進

0
青
少
年
の
健
康
保
持
と
育
成
増
進

〇
働
く
青
少
年
の
指
適
と
福
祉
の
増
進

◇
環
境
づ
く
り
部
会

▽
部
会
長
11
満
塩
郁
夫

▽
副
会
長
11
長
井
彰
一

、
前
田
信
子

▽
副
会
長
11
岩
澤
豊
、
宗
像
健

▽
副
会
長
11
向
井
田
雅
成
、
八
木
鉄
矢
、
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第2章 社会教育

「オア、ンス運動」のポスタ ー

〇
推
進
指
導
員
1
1
川
添
睦
夫

活
動
方
針
0
青
少
年
に
対
す
る
生
活
指
避
の
徹
底

0
家
庭
生
活
の
健
全
化
、
明
る
い
家
庭
づ
く
り

0
ふ
る
さ
と
伝
承
事
業

「
家
庭
づ
く
り
八
訓
」

進
。

「
オ
ア
シ
ス
運
動
」
の
実
践
推

社
会
環
境
の
健
全
化
に
努
め
、
非
行
防
止
活
動
を
推
進
す
る
。

す
る
。

す
る
。

家
庭
教
育
の
充
実
を
は
か
り
、
心
豊
か
な
家
庭
づ
く
り
を
推
進

家
庭
の
日

な
ん
で
も
話
す
よ

は

な

し

相
談
に
の
っ
て
ね

楽
し
い
日

お
か
あ
さ
ん

家
庭
の
日

読
書
会

汗
流
し

家
庭
の

日

の
ん
び
り
と親

子
で
つ
く
る

親
子
そ
ろ
っ
て

お
と
う
さ
ん

祖
父
母
と
会
え
る

〔溝
辺
町
青
少
年
育
成
の
町
宜
言
文
〕

郷
土
を
担
う
青
少
年
の
健
全
な
育
成
は
町
民
全
体
の
願
い
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
子
供
た
ち
の
幸
せ
を
考
え
真
の
育
成
の
あ
り
方
を
深

求
し
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
社
会
が
一
体
と
な
り
、
次
の
施
策
を
推
進

た
ま
に
ゃ
い
い
じ
ゃ
な
い
か
家
庭
の
日

家
庭
の
日

み
ん
な
そ
ろ
っ
て

健
康
づ
く
り

小
さ
な
話
題
家
族
で
語
ろ
う
家
庭
の
日

い
つ
も
元
気
で
明
る
い

我
が
家

お
は
よ
う
た
だ
い
ま
お
や
す
み
な
さ
い

家
庭
づ
く
り
八
訓
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ぐ
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溝
辺
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
の
指
標
（
伸
ぴ
る
芽
に
、
よ
い
友
、
よ
い
家
、
よ
い
社
会
）

謙徊姓・1R択・榔抵 活9蒜

部
会

施
策
I
 
内

容
I
 
摘

要
1
幹
事
課

0
普
及
浸
透
事
業
（
町
を
挙
青
少
年
健
全
育
成
標
語
席
書
会
（
文
化
祭
で
展
0
各
種
機
関
・
団
体
と
助

役

げ
て
青
少
年
育
成
に
取
り
示
）

の
連
携

組
む
姿
勢
）

総
務
部
ム云
0
青
少
年
問
題
協
議
会
の
開
青
少
年
育
成
に
つ
い
て
の
基
本
問
題
の
協
議
と
町

教
育
長

催
民
会
議
と
の
提
携

0
青
少
年
育
成
町
民
会
議
総
各
部
会
の
事
業
計
画
の
ま
と
め
・
予
算
・
決
算
・
0
防
犯
協
会
と
の
連
携

会
の
計
画
実
施

普
及
浸
透
事
業
（
機
関
紙
立
看
板
な
ど
）

総
務
課

青
少
年
育
成
の
日
の
推
進
（
毎
月
第
3
土
曜
日
）

0
青
少
年
に
対
す
る
生
活
指
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
に
お
い
て
あ
い
さ
つ
運

経
済
課

家
庭
づ
く
り
部
会
導
の
徹
底

動
・
親
子
読
書
運
動
・
話
し
合
い
活
動
・
勤
労
体

教
委
庶
務
課

；
 

役
部
会
長

験
・
隣
組
活
動
な
ど

コ
ミ
ュ
ニ
テ

副
部
会
長
0
家
庭
生
活
の
健
全
化
・
明
家
庭
の
日
の
推
進
・
家
庭
教
育
学
級
・
若
妻
学
級
0
家
庭
づ
く
り
八
訓
ィ
セ`
ノ
タ
ー

員
青
少
年
指
導
員
る
い
家
庭
づ
く
り

(
3
歳
児
の
魂
百
ま
で
）

0
作
文
募
集
・
ア
ン
ケ
耕
地
課

成
ム云
委

員
親
と
子
の
対
話
・
育
児
講
座
な
ど

ー
ト
調
査

議
会
事
務
局

町民
メュ

員
0
ふ
る
さ
と
伝
承
事
業

老
人
と
青
少
年
の
ふ
れ
あ
い
・
民
謡
・
民
話
や
手
0
「
オ
ア
シ
ス
」
運
動
農
委
事
務
局

会議
づ
く
り
の
伝
承
や
親
睦
話
し
合
い
・
絡
掃
除
な
ど
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0
非
行
防
止
・
事
故
防
止
と

愛
の
声
か
け
運
動
•
愛
の
バ
ト
ロ
ー
ル
・
悪
書
追
愛
の
バ
ト
ロ
ー
ル
腕
章

町
環
境
づ
く
り
部
会

!
 
役
部
会
長
補
導
の
強
化

放
・
た
ま
り
場
の
排
除
（
交
通
安
全
•
、
ン
ソ
ナ
ー
着
用

・
悪
書
追
放
・
飲
酒
・
喫
湮
・
暴
走
行
為
な
ど
の

0
と
も
に
学
町
民
課

副
部
会
長

郷
中
教
育
ぶ

保
健
衛
生
課

四
員
青
少
年
指
導
員

防
止
・
校
外
指
導
）

0
た
く
ま
し

員
0
自
然
体
の
教
育
と
現
有
施
自
然
・
山
野
・
公
園
・
学
校
施
設
・
公
民
館
・
青
（
自
立
・
い
心
身
を
建
設
課

の
会
委

畠
設
の
整
備
と
活
用
推
進
少
年
施
設
等
の
活
用

自
興
）

蓑
う
水
道
課

ム云
員

0
真
の
友
情

を
0
環
境
浄
化
の
推
進

現
境
浄
化
運
動
週
間
・
旬
間
の
設
定
（
感
謝
•
あ

を
培
う

な
い
さ
つ
・
よ
い
返
事
）

〇
け
じ
め
の

す
あ
る
生
活

活
0
障
害
児
等
を
い
た
わ
る
環
社
会
的
に
障
害
等
ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
人
や
幼
児
に

動
境
づ
く
り

あ
た
た
か
い
手
を

校
外
生
活
指
導
連
絡
会

悶
〇
ふ
る
さ
と
美
化
活
動

花
と
み
ど
り
の
町
づ
く
り
・
空
き
力
｀
ノ
・
危
険
物
と
の
連
携

ひ
ろ
い
な
ど

0
青
少
年
育
成
体
制
の
確
立
P
T
A
、
子
ど
も
育
成
会
・
高
校
生
父
母
の
会
・

父
親
会
・
婦
人
会
の
強
化
な
ど

組
織
づ
く
り
部
会
0
指
導
者
確
保
と
資
質
の
向
リ
ー
ダ
ー
育
成
・
各
種
講
習
会
の
参
加
な
ど

地
域
活
動
の
組
織
づ

役
部

ムコ
長
上

社
会
教
育
課

副
部
会
長

く
り
（
子
ど
も
会
・

員
0
青
少
年
団
体
の
育
成
と
社
地
域
活
動
の
組
織
づ
く
り
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ァ
活
動
学
生
会
・
青
年
団
・
税
務
課

青
少
年
指
導
員
会
参
加
の
促
進

ム云
委

員
。
青
少
年
の
健
康
保
持
の
充

4
H
ク
ラ
プ
・
ス
ボ
給
食
セ
ン
ク

ラ
ジ
オ
体
操
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
歩
こ
う
会
・
走
ー
ツ
少
年
団
・
異
年

会
員
実
増
進

ろ
う
会
・
山
坂
達
者

齢
集
団
な
ど
）

（万
全
の
準
備
と
細
心
の
注
意
を
し
て
計
画
す
る
）

0
働
く
青
少
年
の
指
尊
と
福
勤
労
青
少
年
の
日
（
働
く
青
少
年
の
つ
ど
い
）
．

祉
の
増
進

農
村
後
継
者
対
策
な
ど
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（
内
訳
）
用

費

施
設
工
事
費

事

業

費
設

開
設
期
間

収
容
人
員

施 面

積 1
0
 

六
九
三
七
平
方
屈

七
月
十
日
か
ら
八
月
―
―-
+
―
日
ま
で

上
床
公
園
キ
ャ
ン
プ
場

み
ど
り
豊
か
な
森
林
を
利
用
し
て
、
保
健
休
養
や
自
然
環
境
の

保
全
と
、
共
同
生
活
に
よ
っ
て
連
帯
意
識
を
高
め
、
心
身
と
も
に

健
全
な
青
少
年
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
県
民
の
森
と
一
体
と
な

っ
た
新
観
光
ル
ー
ト
施
設
と
し
て
、
昭
和
六
十
年
三
月
公
共
観
光

施
設
整
備
事
業
で
上
床
公
園
の
西
斜
面
の
広
葉
樹
林
を
利
用
し
た

上
床
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
が
建
設
さ
れ
た
。

ま
た
樹
林
を
縫
っ
た
遊
歩
道
も
備
え
て
い
る
。

〔
施
設
の
概
要
〕

五
0
名

炊
事
施
設
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
場
、
休
憩

施
設
、
テ
ソ
ト
サ
イ
ト
、
便
所
、
駐
車
場
（
五

人
用
テ
ソ
ト

一
〇
張
、
炊
事
用
具

一
式
）

一
三
八
七
万
六

0
0
0円

1
0三
七
万
六

0
0
0円

五
八

0
万
円

地

（
財
源
）
県
補
助
金

一

般

財

源

そ

の

他

駐
車
場
整
備

六
六
五
万
円

五
万
円

一
六

0
万
円

二
―
二
七
万
六

0
0
0
円
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第
三
章

文
化
財
の
保
護
は
、
文
化
財
保
護
法
に
よ
り
わ
が
国
の
歴
史
文

化
な
ど
を
正
し
く
理
解
、

認
識
し
、
文
化
財
の
保
護
が
適
切
に
行

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
文
化
財
と
は
①
建
造

物
、
美
術
工
芸
品
（
絵
画
・
彫
刻

・
エ
芸
品

・
富
跡

・
典
籍

・
古

文
書
そ
の
他
）
の
有
形
文
化
財
。
②
芸
能

（
演
劇

・
音
楽
）
工
芸

技
術
そ
の
他
の
無
形
文
化
財
。
③
衣
食
住
、
生
業
、
信
仰
、
年
中

行
事
な
ど
に
関
す
る
風
俗
慣
習
、
民
俗
芸
能
な
ど
の
「
無
形
」
と

こ
れ
ら
に
用
い
る
衣
服
、
器
具
、
家
具
な
ど
「有
形
」
の
、
町
民
の

生
活
推
移
の
理
解
の
た
め
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
民
俗
文
化
財
。

④
史
跡
（
貝
塚

・
古
墳

．
都
城
跡

・
城
跡
・
旧
宅
）
名
勝
（
庭
園

・

橋
・

峡
谷

•

海
浜
・

山
岳
）
⑤
天
然
記
念
物
（
動
物

・

植
物
・

鉱

物
）
な
ど
学
術
上
価
値
の
高
い
記
念
物
に
分
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
文
化
財
の
中
か
ら
特
に
溝
辺
町
で
指
定
し
、
そ
の

文
化
財
の
保
護
を
し
て
、
町
民
の
財
産
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
文

文
化
財
の
指
定

文
化
と
史
蹟

第 147表 溝 辺 町 指 定 文 化 財

罰 lI種 別名 称 1所有者 ＼管理 者 保存代表者 1 場 所

{ 14644-1 1 史 跡 溝辺城跡 麓公正会 同 左 麓公正会長 4665-1 
4684-1 

2 記念物 鷹屋神社の檜 // 

” ” 麓 4260

3 // 厩屋神社銀杏 // II // // 

4 有形民俗 祝俵園田ノ神 祝鍛園部落竹子小学校 溝辺町 長 小学校資料室文 化 財

5 // 石原田ノ神 石原部落中央公民館 // 中央公民館
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化
的
活
用
に
努
め
る
必
要
か
ら
、
昭
和
五
十
三
年
溝
辺
町
文
化
財

保
護
条
例
が
制
定
さ
れ
、
五
十
七
年
六
月
一
日
第
印
表
の
物
件

が
、
溝
辺
町
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
た
。

溝
辺
城
跡
に
つ

い
て
は
、
そ

の
一
部
に
十
三
塚
畑
地
総
合
土
地

改
良
事
業
に
よ
る
基
幹
農
道
が
開
設
さ
れ
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
林
道

も
設
置
、
こ
の
た
め
、
原
形
が
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

祝
儀
園
の
田
ノ
神
は
、
竹
子
小
学
校
に
保
存
さ
れ
て
い
た
が
、

祝
儀
園
部
落
の
旧
集
乳
所
が
改
築
さ
れ
、
昭
和
六
十
年
里
帰
り
が

で
き
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

ヒ
ー
キ

底
屋
神
社
の
檜
は
、
老
木
の
根
の
部
分
が
道
路
に
伸
長
し
て
い

た
た
め
、
保
護
の
必
要
か
ら
昭
和
五
十
九
年
道
路
の
拡
張
工
事
を

行
っ
た
。

冬
麗
の
紅
葉
敷
ぎ
ゐ
る
参
道
に
応
永
二
年
の
石
鳥
居
寂
ぶ

岩
元
右
京

鷹
屋
神
社
は
彦
火
火
出
見
尊
を
ま
つ
る
武
の
社
で
も
あ
る
。
昔

は
、
祭
日
に
は
町
内
各
小
学
校
か
ら
少
年
剣
士
が
チ
ー
ム
を
組
ん

で
剣
道
の
試
合
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
応
永
年
間
に
現
在
地

に
遷
座
さ
れ
た
神
社
の
イ
チ
ョ
ウ
と
ヒ
ノ
キ
の
大
木
は
、
今
も
樹

齢
を
誇
っ
て
い
る
。

高
松
城
の
出
城
な
り
と
の
立
札
の
朽
ち
て
吾
が
住
む
山
峡

闘
病
生
活
も
二

0
年
、
娘
孫
を
交
え
て
家
族
で
山
陵
に
詣
っ

た
。
樹
木
を
く
ぐ
り
母
親
を
か
ば
う
か
の
よ
う
に
、
孫
は
そ
っ
と

腰
あ
た
り
に
手
を
添
え
て
歩
く
姿
に
目
頭
が
熱
く
な
る
思
い
で
、

こ
こ
ま
で
来
ら
れ
て
良
か
っ
た
と
し
み
じ
み
と
思
っ
た
。

病
め
る
娘
と
詣
る
山
陵
蝉
時
雨

（竹
子）

宇
賀
魂
神
と
は
、
食
物
・
稲
を
司
る
神
で
あ
り
、
豊
作
の
神
で

も
あ
る
。
有
川
の
飯
留
神
社
は
、
そ
う
し
た
意
味
で
農
耕
の
神
と

し
て
氏
子
の
信
仰
を
集
め
て
、
今
も
大
字
有
川
の
管
理
の
も
と
に

祭
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
昔
、
小
学
校
の
生
徒
を
は
じ
め
、
里
人
は

神
社
前
を
歩
行
の
際
は
、
必
ず
お
辞
儀
を
し
て
通
る
の
が
慣
例
で

あ
っ
た
と
き
い
て

い
る
。

（
水
尻
）

新
村

ツ
ノレ

岩

元

華

枝

住
み
古
り
て
尚
知
ら
ざ
り
き
吾
が
街
の
宇
賀
魂
神
を
祀
る

み
社 高

松
城
は
、
竹
山
の
集
落
を
見
下
ろ
す
有
川
原
の
一
角
に
そ
び

え
る
山
城
跡
で
あ
る
。
疫
長
の
こ
ろ
島
津
義
弘
に
攻
め
ら
れ
た
城

主
北
原
民
部
は
、
辺
川
の
地
に
勇
戦
、
一
族
討
死
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
山
峡
の
家
に
あ
る
現
在
の
乎
和
は
時
代
の
遺
産
で
も

あ
る
。

の
家

（
竹
山
）

二
見
み
さ
お
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岩

元

華

枝

風
雪
に
耐
え
た
老
木
に
は
得
も
言
え
ぬ
風
格
が
あ
る
。
応
永
の

御
代
に
植
え
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
ヒ
ノ
キ
の
神
木
は
、
山
門
に

威
厳
を
見
せ
て
い
る
。
麓
大
字
の
氏
神
で
も
あ
り
、
彦
火
火
出
見

尊
を
祭
神
と
し
て
、
氏
子
の
信
仰
を
あ
つ
め
て
い
る
。
戦
中
は
、

武
の
神
と
し
て
、
夜
中
に
灯
り
を
掲
げ
て
、
神
霊
の
出
征
が
あ
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

南
北
朝
の
築
城
と
ぞ
伝
ふ
溝
辺
城
砂
利
荒
ら
ぎ
林
道
に
杉

葉
散
り
敷
く

鶴

園

鈴

子

溝
辺
に
も
山
城
の
跡
は
多
い
が
、
溝
辺
城
跡
は
、
昔
か
ら
谷
の

城
と
し
て
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
城
山
の
ふ
も
と
の
心
慶
寺
跡

も
あ
り
、
町
の
指
定
文
化
財
で
も
あ
る
。
現
在
は
林
道
が
通
じ
て

い
る
が
、
堀
切
り
の
跡
や
、
城
井
戸
の
跡
な
ど
遺
産
が
多
い
。

う
つ
ろ

大
い
ち
ょ
う
の
千
古
に
旧
る
る
太
ぎ
幹
空
を
抱
ぎ
て
天
に

茂
れ
り

久
藤
三
千
夫

境
内
に
生
い
茂
る
大
イ
チ
ョ
ウ
は
応
永
の
遷
座
の
時
か
ら
の
老

木
で
、
台
風
に
し
い
た
げ
ら
れ
、
幹
は
空
洞
化
し
た
が
、
年
々
境

内
を
暗
く
す
る
ほ
ど
葉
を
つ
け
実
を
結
ぶ
。
実
は
生
殖
で
あ
る
、

お
ほ
ふ

（
石
原
）

（
石
原
）

（
水
尻
）

千
手
観
音
の
み
手
の
ご
と
く
に
枝
の
び
て
神
樹
檜
は
山
門

枯
死
す
る
ま
で
種
の
保
存
を
す
る
。
生
命
の
活
力
に
造
化
の
妙
を

み
た
思
い
で
あ
る
。

（

水

尻

）

岩

元

華

枝

境
内
い
っ
。は
い
に
黄
葉
を
降
り
そ
そ
ぎ
な
が
ら
、
そ
そ
り
立
つ

神
樹
イ
チ
ョ
ウ
、
太
古
よ
り
変
わ
る
こ
と
の
な
い
、
ま
ば
ゆ
い
ば

か
り
の
光
を
ま
と
っ
て
、
眼
前
に
厳
か
に
立
っ
て
い
る
と
思
う

と
、
自
ら
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
す
る
。

遺
跡
の
位
置
及
び
環
境

溝
辺
町
に
お
け
る
埋
蔵
文
化
財
に
つ
い
て
は
初
版
に
記
述
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
九
州
縦
貫
自
動
車
道
建
設
に
と
も
な

う
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
に
つ
い
て
、
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会

が
調
査
し
た
報
告
畠

『
石
峯
遺
跡
』

か
ら
、
そ
の
概
要
を
ま
と
め

て
み
る
。

こ
の
調
査
は
、
昭
和
四
十
六
年
か
ら
昭
和
五
十
五
年
ニ

月
に
か
け
て
、
九
州
縦
貫
自
動
車
道
建
設
予
定
地
の
う
ち
、
吉
松

町
、
栗
野
町
、
横
川
町
、
溝
辺
町
、
隼
人
町
、
加
治
木
町
、
姶
良

日

埋
蔵
文
化
財

て
り
巨
大
な
る
神
樹
の
銀
杏
は
境
内
に
太
古
の
光
ま
と
ひ
て
た
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町、

吉
田
町
、
鹿
児
島
市
の
一
市
八
町
で
行
わ
れ
て
い
る
。
溝
辺

町
内
で
は
、
木
佐
貫
原
、
石
峯
、
南
十
三
塚
な
ど
が
主
に
調
査
さ

れ
て
い
る
が
、
石
峯
遺
跡
に
つ
い
て
要
約
す
る
。
石
峯
遺
跡
は
、

鹿
児
島
空
港
の
北
西
約
二
2俎
の
地
点
に
あ
り
、
標
高
約
二
八
〇
屈

の
台
地
縁
辺
部
で
、
北
東
方
向
に
霧
島
連
山
を
望
む
景
勝
の
地
で

あ
る
。
遺
跡
地
は
、
鹿
児
島
県
の
ほ
ぽ
中
央
部
に
あ
り
、
地
形
は

溝
辺
町

の
中
央
の
上
床
山
と
高
屋
山
陵
に
よ
っ
て
二
分
さ
れ
て
い

る
。
一
方
、
東
南
部
は
標
高
二

0
0ー
ニ
八
〇
認
の
通
称
十
一
二
塚

台
地
と
い
わ
れ
、
北
原
か
ら
東
南
方
向
へ
隼
人
町
境
ま
で
、
さ
ら

に
西
南
へ
縦
走
、
崎
森
と
加
治
木
町
境
に
至
り
、
西
方
は
弧
状
と

な
っ
て
崎
森
川
の
渓
谷
を
望
む
約
二

0
平
方
蝶
に
及
ぶ
広
大
な
シ

ラ
ス
台
地
で
あ
る
。

こ
の
台
地
は
昔
か
ら
灌
漑
水
利
の
便
に
恵
ま
れ
ず
、
ほ
と

ん
ど

か
ん
し
よ

畑
地
と
な

っ
て
い
る
。
か
つ
て
は
夏
は
甘
藷
を
主
に
大
豆
や
陸

稲
、
冬
は
菜
種
を
主
に
麦
な
ど
の
栽
培
を
行
っ
て
い
た
。
昭
和
四

十
五
年
ご
ろ
か
ら
集
団
茶
園
化
が
促
進
さ
れ
、
現
在
で
は
台
地
全

域
茶
畑
が
多
い
。
台
地
北
方
東
側
の

一
部
は
、
昭
和
十
八
年
か
ら

海
軍
航
空
隊
の
基
地
と
し
て
使
用
さ
れ
、
さ
ら
に
昭
和
四
十
六
年

に
は
、
台
地
北
方
三
角
部
分
に
あ
た
る
う
ち
の
東
半
分
が
鹿
児
島

空
港
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

っ
て
い
る
。

石
峯
遺
跡
は
台
地
の
ほ
ぽ
北
端
、

三
角
形
の
台
地
の
西
側
縁
辺

部
に
あ
り
、
崎
森
川
の
源
と
な
る
狭
い
谷
水
田
を
望
む
崖
端
部
か

ら
東
南

へ
約
三

五
0
料
に
及
ぶ
範
囲
に
あ
る
。
現
在
こ
の
西
側
縁

辺
部
お
よ
び
傾
斜
面
に
石
峯
・昭
和
の
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

溝
辺
町
の
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

が
、
昭
和
四
十

一
年
に
河
口
貞
徳
氏
に
よ
っ
て
初
め
て
石
峯
遺
跡

の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
学
問
的
研
究

の
メ
ス
が
加
え
ら
れ
た
。

調
査
地
点
は
、
今
回
調
査
の
崖
端
部
地
区
の
北
隣
に
近
隣
す
る
鳥

丸
親
男
氏
宅
地
内
で
、
今
回
報
告
の
遺
跡
と
同
地
域
で
あ
る
。

だ

こ
の
調
査
で
第
四
層
に
出
土
し
た
、
器
面
に
楕
円
型
文
と
変
型

ね
ん撚
糸
文
の
二
つ
の
文
様
を
施
文
し
た
土
器
を

「
石
峯
式
」
と
早
期

こ
ん

に
設
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
上
層
の
第
三
層
に
は
、
貝
殻
条
痕
文

土
器
、

山
形
押
型
文
土
器
、
平
梼
11
式
土
器
、
第
二
層
に
は
塞
ノ

神
B
式
土
器
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

昭
和
四
十
五
年
に
は
、
鹿
児
島
空
港
建
設
に
と
も
な
う
調
査
が

行
わ
れ
、
手
向
山
式
土
器
、
阿
高
式
土
器
、
重
弧
文
土
器
、
成
川

式
土
器
な
ど
発
見
し
て
い
る
。
そ
し
て
九
州
縦
貫
自
動
車
道
建
設

に
と
も
な
う
埋
蔵
文
化
財

の
調
査
に
よ
っ
て
遣
跡
の
発
見
が
あ
い

つ
ぎ
、
内
容
は
細
石
器
時
代
ま
で
さ
か
の
ぽ
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
て
い
る
。

465 



第 3章 文化と史蹟

第50図 復元した石峯式士器

曇、

玉 、が‘
ヽ．ぷ‘

石
峯
遺
跡
調
査
の
発
端
は
、
高
屋
山
陵
陵
墓
官
岩
元
勇
彦
氏
が

溝
辺
町
麓
上
石
峯
、
鳥
丸
広
志
宅
地
出
土
の
特
殊
な
縄
文
土
器
に

強
い
関
心
を
も
っ
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
岩
元
氏
か
ら
当
の
縄
文

土
器
片
を
分
与
さ
れ
た
河
口
貞
徳
氏
は
、
昭
和
四
十
一
年
八
月
、

鳥
丸
広
志
氏
宅
地
の
発
掘
調
査
を
行
い
、
前
述
の
土
器
の
残
存
部

分
を
発
見
し
た
。

同
遺
跡
が
一

0
年
余
を
経
て
、
九
州
縦
貫
自
動
車
道
路
線
予
定

地
と
な
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
調
査
で
前
記
の
土
器

の
様
相
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
た
が
、
こ

の

土
器
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
前
記
の
土
器
の
復
元
を
行

に

調
査
の
概
要

い
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
。
第

50
図
の
石
峯
式
が
そ
れ
で
あ
る
。

縦
貫
道
路
線
予
定
地
の
石
峯
で
は
、
網
掛
川
の
支
流
、
崎
森
川

が
開
析
し
た
谷
頭
分
岐
部
を
横
断
し
、
前
記
の
鳥
丸
広
志
氏
宅
地

（
現
在
鳥
丸
美
登
氏
所
有
）
南
側
を
隣
接
し
な
が
ら
南
東
方
向
へ

湾
曲
し
、
協
同
組
合
茶
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
セ
ソ
タ

ー
の
東
側
を
か
す

め
て
南
進
し
て

い
る
。
こ
の
う
ち
、
遺
跡
地
と
し
て
調
査
対
象
と

な
っ
た
の
は
、
崎
森
川
谷
頭
の
東
壁
に
は
じ
ま
り
、
石
峯
ー
嘉
例

川
を
結
ぶ
町
道
ま
で
、
距
離
一
二
五

0
屈
、
幅
50
ー
60
屈
、
面
積
ニ

万
一

0
0
0平
方
認
で
あ
る
。

調
査
地
域
は
、

北
西
限
界
の
谷
に
の
ぞ
む
集
落
に
属
す
る
部
分

と
、
集
落
よ
り
東
へ
展
開
す
る
畑
地
に
属
す
る
部
分
か
ら
な
り
、

集
落
を
ほ
ぽ
南
北
に
走
る
県
道
白
石

i
論
地
線
が
遣
跡
を
分
断
す

る
形
と
な
っ
て
い
る
。

石
峯
は
麓
集
落
で
、
現
在
の
県
道
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
旧
道
が
あ

り
、
こ
の
旧
道
に
沿
っ
て
発
達
し
た
街
道
町
の
形
態
を
と
っ
て
い

る
。

集
落
の
中
心
に
は

、

三
0
-
•

三
屈
の
最
高
点
を
な
す
小
山

を
背
後
に
も
つ
照
明
寺
が
あ
り
、
寺
よ
り
や
や
南
に
吉
兵
衛
茶
屋

が
あ
っ
た
。
現
在
は
空
港
設
置
の
影
響
を
う
け
て
、
商
店
数
も
数

軒
以
上
に
増
え
て
い
る
。

こ
の
集
落
は
永
い
間
、
西
側
の
崎
森
川
の
谷
に
つ
く
ら
れ
た
細
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長
い
水
田
地
帯
と
、
東
に
ひ
ろ
が
る
畑
地
帯
を
対
象
と
し
て
農
耕

を
続
け
て
ぎ
た
集
落
で
あ
る
。
現
在
で
も
集
落
内
に
は
、
深
さ
三

〇
認
を
超
え
る
井
戸
が
残
っ
て
い
る
が
、
深
井
戸
を
掘
る
技
術
が

な
か
っ
た
時
代
に
は
、
崎
森
JI
の
谷
が
水
源
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
い
ま
も
各
戸
か
ら
谷
へ
通
ず
る
道
が
家
ご
と
に
存
在
し
、

水
田
へ
通
う
手
段
と
な
っ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
、
水
く
み
に
使

用
さ
れ
た
道
で
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
先
史
時
代
の
立
地
条
件

が
そ
の
ま
ま
引
ぎ
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
。

石
峯
の
地
形
は
、
照
明
寺
裏
山
を
最
高
地
点
と
し
て
崎
森
川
の

谷
壁
に
高
く
、
東
に
わ
ず
か
に
傾
斜
し
て
い
る
。
宅
地
は
谷
に
近

い
高
地
点
を
選
ん
で
設
け
、
入
り
口
は
階
段
ま
た
は
坂
と
な
り
、

玄
関
へ
は
、
入
り
口
の
道
か
ら
直
角
に
屈
折
し
て
は
い
る
よ
う
に

造
作
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
宅
地
も
必
ず
池
、
築
山
、
庭
木
の

植
え
込
み
を
も
つ
庭
園
を
例
外
な
く
備
え
て
い
る
。

遺
跡
付
近
は
標
高
が
割
合
に
低
く
、
道
路
面
と
の
差
が
少
な

い
。
し
か
し
、
発
掘
の
結
果
、
県
道
に
沿
っ
て
旧
道
が
発
見
さ
れ

た
が
、
深
く
掘
り
込
ま
れ
て
い
て
、
宅
地
へ
の
入
口
は
傾
斜
を
保

つ
よ
う
エ
夫
さ
れ
て
い
た
。

遺
跡
地
は
県
道
を
挟
む
住
宅
跡
地
と
、
東
へ
続
く
畑
地
と
か
ら

成
っ
て
い
る
。
調
査
の
都
合
上
住
宅
跡
地
は
県
道
を
境
と
し
て
、

県
道
か
ら
谷
ま
で
の
北
西
端
を
第
一
地
点
と
し
、
県
道
か
ら
畑
地

と
の
境
界
ま
で
を
第
二
地
点
と
し
た
。
畑
地
跡
は
ほ
ぼ
三
等
分
し

て
北
西
方
向
よ
り
南
東
方
向
へ
、
第
二
地
点
に
続
い
て
第
三
地

点
、
第
四
地
点
、
第
五
地
点
と
し
、
こ
の
区
分
に
従
っ
て
調
査
を

行
っ
た
。
さ
ら
に
調
査
実
施
の
た
め
に
、
一
〇
屈
単
位
の
区
画
を

設
け
る
こ
と
と
し
、
縦
貫
道
工
事
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
セ
ン
タ

ー
ラ
イ
ン
の
う
ち

S
T
A
3
4
9
＋
叩
杭
と
、

S
T
A
3
4
9
＋
印
杭
と
の

間
の
線
を
縦
線
の
基
準
と
し
、
こ
れ
を

E
線
と
名
付
け
た
。

E
線

と
平
行
に
一
〇
尉
間
隔
の
縦
線
を
設
け
、
西
南
方
向
よ
り
東
北
方

向
へ
□

C
、
B
、
N
、
A
、
B
、
C
、

D
、

E
、

F
、

G
、

H
、
I
と
名
付
け
た
。

縦
線
と
直
角
に
交
わ
る
線
の
う
ち
、

S
T
A
3
4
9
+
m
杭
を
通
る

線
を
横
線
の
基
準
と
し
、
こ
れ
を
七
線
と
名
付
け
た
。
七
線
と
平

行
に
一
〇
屈
間
隔
の
横
線
を
設
け
、
北
西
端
よ
り
南
東
端
へ
、
一
――

線
ー
一
二
九
線
と
名
付
け
た
。
縦
線
と
横
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た

1
 Q}~ 

四
方
の
区
域
を
調
査
単
位
と
し
、
南
西
の
線
と
北
西
の
線

と
の
線
名
を
連
記
し
て
区
域
名
を
表
す
こ
と
と
し
た
。
例
え
ば

A
1
5
区
の
よ
う
で
あ
る
。

調
査
は
、
二
次
に
わ
た
っ
て
行
っ
た
。
第
一
次
は
、
昭
和
五
十

年
十
月
―
―
日
か
ら
十
二
月
十
九
日
ま
で
、
第
二
次
は
昭
和
五
十
一
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第 148表 石峰遺跡の周辺遺跡一覧

I遺 跡 名 1所 在 地 1地形 ！ 遺 物

1 石 峰 1溝辺町麓石峰 l台地 I
2 中 尾 田 横川町中野 " I縄文（前 ・中期）中世山城

3 I向 井 田 1溝辺町三縄向井田 1山麓土師器片

4 I据石ヶ岡 III 据石ヶ岡 I山地 1押型文土器
5 倉 ノ 山I /I 有川倉ノ 山 l台地弥生

6 I木佐貫 原 I// 麓木佐貫 I ,, I縄文（前 ・後期）

7 石 原 I// 有川石原 I // I縄文 ・弥生

s I管ノ ロ BjIl 管ノロ // I弥生

9 I ” A ” 
// // 弥生

10 管ノロ（上床山）1 II // I山林 1石斧 ・土器片

11 高屋 山陵 //麓 I ,, I 

12 I中 野 III 中野 1台地 I縄文 ・弥生 ・土師器 ・須恵器

13 1横 頭 lク 麓横頭 I // I縄文 ・弥生 ・土師器
14 I十 三塚 原 I
第一 地点

ク 空港内敷地 I,, I縄文（手向山・ 塞ノ神 ・阿高式）

15 I柳 ケ 迫 ク 麓松ヶ迫 I ,, I細石器・縄文（後期）

16 I長 ケ 原 I II 麓長ケ原 // I細期石器 ・縄文 (ijlJ期） ・弥生 ・古墳

171松 木 原 II 麓松木原 I ,, 弥生（後期） ・古墳期

18 i葛 根 塚 /l 麓葛根塚 I ,, I // // 

19 I七 ツ 次 I// 麓七ツ次 l グ 1縄文（後期） ・弥生 ・古墳期

201松 ケ 迫 III 麓松ヶ迫 I // I弥生（後期） ・古墳期

21 1木 屋 原 l/I 麓木屋原 I ,, I 縄文（早 • 前） ・弥生 ・古墳期

22 j竹 山 I// 有川竹山 l山麓縄文（前）
（① 河口貞徳 『日本考古学年報』 1966年 ② 鹿児島県史跡調査会 「姶良郡溝辺町大型空港

建設地内における埋蔵文化財発掘調査報告書』 1971年3月 ③ 鹿児島県教育委員会「埋蔵文

化財包蔵地分布調査報告書」 九州高速道路鹿児島線 （加治木～吉松間） 1973年 ④ 鹿児島県

教育委員会 「九州縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告1」1977年 ⑤ 鹿児島県教育委員

会『鹿児島県市町村別遺跡地名表』 1977年 ⑥ 鹿児島県教育委員会「九州縦貫自動車道関係

埋蔵文化財調査報告ll」1978年 ⑦ 鹿児島県教育委員会「九州縦貫自動車道関係埋蔵文化財
調査報告m」1979年 ⑧ 溝辺町郷土誌編集委員会『溝辺町郷土誌』 1973年による）
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年
十

一
月
二
十
四
日
か
ら
五
十
三
年
五
月
十
五
日
ま
で
、
足
か
け

四
年
に
わ
た
る
調
査
で
あ
っ
た
。

調
査
の
方
法
と
し
て
は
、
第
一
地
点
、
第
二
地
点
は
第
一
次
調

査
に
よ
っ
て
深
層
ま
で
遺
物
を
包
含
し
て
い
る
こ
と
が
予
察
さ
れ

た
の
で
全
面
発
掘
を
行
い
、
第
三
、
第
四
、
第
五
地
点
は
第
二
層

は

じ

の
士
師
な
ど
の
包
は
全
区
域
に
認
め
ら
れ
た
が
、
第
一
―
―
層
以
下

は
、
局
地
的
な
埋
存
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
た
の
で
、
第
二
層
ま

で
は
全
面
発
掘
を
行
い
、
第
一
二
層
以
下
は
、
二
屈
間
隔
の
ト
レ
ン

チ
掘
り
を
行
い
、
遺
物
、
遺
溝
の
出
現
に
し
た
が
っ
て
こ
れ
に
応

じ
て
範
囲
を
広
げ
て
掘
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
。

縦
貫
自
動
車
道
の
建
設
工
事
の
た
め
設
け
ら
れ
た
工
事
区
域
の

区
分
は
、
一
見
遺
跡
調
査
と
は
何
の
か
か
わ
り
も
な
い
よ
う
に
考

え
ら
れ
る
が
、
実
は
遣
跡
の
調
査
に
関
係
を
も
つ
こ
と
が
調
査
実

施
の
階
段
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
調
査
区
域
に
は
二
つ
の
工
事
区

が
あ
り
、
こ
の
う
ち
石
峯
工
事
区
は
完
成
期
限
が
早
く
、
調
査
の

進
行
と
の
調
整
に
問
題
の
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
幸
い
に
石
峯

工
事
区
に
は
割
合
に
造
物
の
出
土
量
が
少
な
く
、
遺
溝
が
存
在
し

な
か
っ
た
た
め
、
調
査
員
の
増
員
に
よ
っ
て
調
査
の
手
順
を
変
え

る
こ
と
な
く
続
行
し
て
、
道
路
工
事
に
も
支
障
は
な
か
っ
た
。

口

文

北
協
会
の
活
動

溝
辺
町
の
文
化
活
動
は
、
古
い
伝
統
の
中
で
文
芸
、
手
芸
、
エ

芸
、
音
楽
、
民
舞
等
々
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
や
グ
ル

ー
プ
に
よ
っ
て
育
ま
れ
て
ぎ
た
。

昭
和
四
十

一
年
中
央
公
民
館
が
建
設
さ
れ
、
さ
ら
に
四
十
七
年

鹿
児
島
空
港
の
開
港
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
開
設
な
ど
に

よ
り
、
町
の
近
代
化
へ
の
基
盤
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
れ
を

契
機
と
し
て
、
総
合
的

・
組
織
的
な
活
動
に
よ
る
地
域
文
化
の
向

上
へ
の
認
識
と
意
欲
が
高
ま
り
、
五
十
一
年
十
月
四
日
、
一
八
団

体
に
よ
っ
て
「
溝
辺
町
文
化
協
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。
規
約
に

よ

る
と
そ
の
目
的
を
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

①
各
文
化
団
体
の
活
動
助
成

②
各
文
化
団
体
の
連
絡
提
携

③
文
化
祭
を
開
催
し
、
発
表
の
場
を
つ
く
る

④
郷
土
文
化
の
継
承
保
存

発
足
後
の
文
化
協
会
の
活
動
の
主
な
も
の
は
、
文

化
祭

の

開

催
、
地
区
芸
術
祭

へ
の
稼
極
的
参
加
、
協
会
誌
そ
の
他
文
芸
誌
の

文
化
協
会
の
設
立
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高
屋
山
上
陵
を
奉
持
す
る
溝
辺
町
に
は
、
古
く
は
頼
山
陽
や
、

作
家
の
吉
川
英
治
・
石
坂
洋
次
郎
、
歌
人
の
斎
藤
茂
吉
ら
、
多
く

の
文
人
・
名
士
が
訪
れ
て
い
る
。

口

発
行
な
ど
、
巻
わ
め
て
活
発
で
あ
る
。

文
化
祭
は
、
四
十
九
年
第
一
回
（
郷
士
誌
初
版
発
刊
記
念
）
、
五

十
年
第
二
回
（
町
民
歌
発
表
会
）
を
実
施
し
て
い
た
の
で
、
第
三

回
（
名
誉
町
民
松
山
績
氏
顕
彰
）
か
ら
五
十
六
年
の
第
八
回
ま
で

を
文
化
協
会
主
催
で
実
施
し
た
。

一
方
、
五
穀
幾
穣
に
感
謝
し
、
生
産
意
欲
の
向
上
を
図
る
た

め
、
町
主
催
に
よ
る
「
農
村
振
興
大
会
」
が
毎
年
実
施
さ
れ
て
い

た
。
五
十
七
年
に
至
り
、
こ
の
農
村
振
興
大
会
と
文
化
祭
を
合
併

し
て
「
み
ぞ
べ
ふ
る
さ
と
祭
り
」
と
す
る
こ
と
と
な
り
、
以
後
町

及
び
文
化
協
会
か
一
体
と
な
っ
て
、
毎
年
十
一
月
三
日
盛
大
に
実

施
し
て
い
る
。

ま
た
五
十
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
姶
良
地
区
芸
術
祭
第
一
〇

回
大
会
（
昭
和
五
十
九
年
十
一
月
）
を
本
町
で
開
催
し
、
会
員
の

努
力
に
よ
っ
て
、
会
場
設
営
、
大
会
運
営
な
ど
に
つ
い
て
、
高
い

評
価
を
得
た
。

歌
碑
の
建
立

斎藤茂吉歌碑

歌
人
斎
藤
茂
吉
は
、
昭
和
十
四
年
十
月
六
日
高
屋
山
上
陵
に
参

拝
し
、
和
歌
八
首
を
詠
ん
で
い
る
。
協
会
で
は
、
昭
和
五
十
八
年

六
月
、
茂
吉
歌
碑
の
建
立
を
決
議
し
、
建
立
小
委
員
会
を
設
置
し

て
事
業
に
着
手
し
た
。
約
―
―

1
0
0万
円
と
見
込
ま
れ
る
事
業
費

は
、
「
溝
辺
町
文
化
事
業
基
金
」
と
し
て
広
く
町
内
外
の
有
志
諸

賢
の
浄
財
を
仰
ぐ
こ
と
と
し
、
募
金
活
動
に
四
年
の
歳
月
を
か

け
、
大
き
な
努
力
を
払
っ
た
。

六
十
二
年
二
月
六
日
、
上
床
公
園
小
鳥
の
森
の

一
角
に
、
歌
碑

が
建
立
さ
れ
た
。
高
さ
約
一
二
認
の
岡
山
産
み
か
げ
石
に
は
次
の
一

首
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

ひ
む
が
し
の
空
に
あ
き
ら
け
き
高
千
穂
の

た
だ
む
か

峯
に
直
向
ふ
み
さ
さ
き
ぞ
こ
れ
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そ
し
て
同
年
十
月
六
日
、
町
内
外
か
ら
の
来
賓
、
関
係
者
約

一

0
0人
の
出
席
の
も
と
に
、
「
斎
藤
茂
吉
歌
碑
除
幕
式
」
の
祝
典

が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。
こ
の
歌
碑
が
、
本
町
の
文
化
興
隆
の
基

と
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
観
光
資
源
と

し
て
も
大
き
な
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
建
立
事
業

費
の
残
金
は
、
文
化
事
業
基
金
と
し
て
運
用
さ
れ
、
本
町
文
化
事

業
の
振
興
に
大
い
に
貢
献
す
る
で
あ
ろ
う
。

0
会
長
最
勝
寺
良
寛

岩

元

保

雄

二

見

剛

史

〇
副
会
長

岩
下

晃

岩
元
典
男
、
岩
元
華
枝

岩
元
典
男
、
重
森
ふ
ぢ

51
年
ー
56
年

57
年
ー

60
年

61
年
！
現
在

51
年
ー
54
年

55
年
ー

56
年

57
年
！
現
在

伺

歴

代

役

員

生

花

教

室

重

森

鹿
児
島
大
津
絵
節
保
存
会
波
江
野

棒

お

ど

り

保

存

会

剥

岩

梨
作

二
五

実

四

フ
ヂ

一六

レ
ク
ダ
ソ
ス

今

村

日

出

子

五

暁

吟

詠

会

有

馬

詩

吟

光

岳

流

溝

辺

支

部

宝

利

秀
子

ノ＼

ア
サ
子

四

春
日
流
寿
鳳
会

舞
踊

・
寿
美
鈴
会

神

田

す

み
子

九

照
子

二
五

み
ぞ
べ
高
屋
コ

ー
ラ

ス

松
山
竹

ノ
内

絹
江

箪
曲

四

溝
辺
写
友
会

幸
雄
典
男

長

野

政

弘

瀬
戸
山
歌
寿
奈

ノ＼

岩
元
書
道
会

岩
元

ノ＼

寛
友
書
道
会

書
道

・
晴
心
会

書
道
同
好
会

岩
下
最
勝
寺

北
里
畑
中

晴
山

1
0
 

良
寛

一
五

体

文
芸
同
好
会

工
芸
ク
ラ
ブ

卓
也晃

四

茉
利

団

名

詞

加

盟

団

体

代
表
者
名

部
員
数
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水
の
会

着
付
茶
道
同
好
会

手
芸
編
物
同
好
会

切
手
同
好
会

S
P
M
葉
月
会

寒
蘭
万
年
青
同
好
会

花
木
同
好
会

栄
養
改
善
推
進
協
議
会

三
味
線

・
藤
音
会

三
味
線

・
繁
美
会

鈴
教
室

沼
口
向
江
東
郷
七
枝

政
廣

つ
や
子

9

9
9
9
9
ヽ
9

9
9

9

9

9
●
●
●

9

9
9
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

9

ヽ
9
9
9
9
9
9
9

9
9
9

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,

i

茂
吉
歌
碑
短
歌
の
木
碑
沿
ふ
小
経
文
学
の
道
と
な
づ
け
ら

i

一
れ
た
り

（

石

峰

）

重

森

フ

ヂ

一

一
茂
吉
の
文
学
碑
は
文
化
協
会
の
努
力
に
よ
っ
て
六
十
二
年
十
月
i

一
上
床
公
園
の
一
角
に
建
立
さ
れ
た
。
会
員
み
ん
な
の
汗
の
結
晶
と
一

一
思
っ
て
一
段
と
歌
碑
に
よ
せ
る
近
親
感
が
わ
き
、
幾
度
か
足
を
運
一

i

び
歌
の
心
を
味
わ
う
咋
今
で
あ
る
。

豊

二
010
 

山
本

継
瞳甫

一
五
二

0

国
生

一
七

岩
元

一
九

町
田

ノ＼

川
床

友
子
英
司
康
良
重
雄

岩
元

英
司
里
枝

二

0
二

0

堀

ノ＼

+
―
―
一
塚
原
の
旧
海
軍
航
空
隊
は
、
太
平
洋
戦
争
末
期
に
、
国
分

海
軍
航
空
隊
第
二
基
地
と
し
て
発
足
し
、
大
戦
中
多
数
の
若
人
た

ち
が
、
祖
国
防
衛
の
た
め
に
沖
縄
周
辺
の
敵
艦
船
に
対
し
て
決
然

と
し
て
特
攻
を
敢
行
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

う
し
た
多
く
の
尊
い
犠
牲
も
空
し
く
、
戦
局
は
敵
の
物
量
攻
撃
の

前
に
あ
え
な
く
つ
い
え
、
涙
を
の
ん
で
つ
い
に
終
戦
を
む
か
え
る

こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
今
次
大
戦
の
末
期
に
お
け
る
連
合

軍
の
攻
撃
は
、
物
量
を
た
の
み
激
烈
を
極
め
、
戦
局
は
日
に
日
に

も
ん

衰
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
憂
悶
の
賠
雲
は
日
本
の
全
土
を
覆
い
、

国
家
民
族
の
典
亡
を
賭
け
る
最
悪
の
事
態
に
突
入
し
た
の
で
あ

げ
ん

る
。
こ
の
累
卵
の
危
機
に
対
し
て
、
敗
色
を
一

気
に
挽

回
す
べ

く
、
一
機
よ
く
一
艦
を
撃
沈
す
る
特
攻
作
戦
が
採
用
さ
れ
、
二
五

〇
討
爆
弾
を
抱
い
た
愛
機
も
ろ
と
も
、
敵
の
艦
船
に
突
っ
込
ん
だ

の
で
あ
る
。
世
界
戦
史
上
類
例
の
な
い
肉
弾
戦
法
に
よ
っ
て
、
童

顔
消
え
や
ら
ぬ
若
人
た
ち
が
七
生
報
国
を
胸
に
、
莞
爾
と
し
て
再

び
帰
る
こ
と
の
な
い
祖
国
を
飛
び
立
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
感
無

H 四

十
三
塚
原
海
軍
特
攻
慰
霊
碑

碑
建
設
の
経
過
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そ
し
て
、
星
移
り
時
は
流
れ
て
、
往
時
を
語
る
人
も
少
な
く
な

り
、
わ
ず
か
に
心
あ
る
人
々
が
、
現
場
を
訪
れ
て
は
追
悼
の
頭
を

垂
れ
る
の
み
と
な
っ
た
。
そ
の
現
状
に
し
の
び
ず
、
昭
和
五
十
二

年
七
月
、

特
攻
慰
霊
碑
建
立
委
員
会
を
結
成
し
て
、
町
内
外
の
協

力
を
得
て
浄
財
を
集
め
、
約
―
一
年
の
歳
月
を
経
て
、
上
床
公
園
の

一
角
に
十
三
塚
原
海
軍
特
攻
の
碑
を
建
立
し
た
の
で
あ
る
。
総
工

費
約
八

0
0万
円
余
、
台
座
及
び
工
事
は
、
本
町
在
住
の
石
エ
、

川
口
光
夫
氏
の
施
工
に
よ
る
も
の
で
、
内
之
浦
産
の
み
か
げ
石
を

引
き

、

台
座
―
•

五
屈
の
巨
石
を
使
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

除
幕
式
は
、
五
十
四
年
四
月
六
日
、
町
長
（
有
馬
四
郎）

は
じ

め
特
攻
碑
建
立
委
員
会
の
人
々
や
、
特
別
参
加
来
賓
と
し
て
、
十

三
塚
特
攻
追
跡
調
査
に
当
た
っ
た
久
留
米
市
在
住
の
関
喜

代

子

氏
、
故
宮
内
栄
中
尉
の
遺
族
（
妹
の
直
井
み
つ
・
と
し
子
両
氏
）

隼
人
町
鶴
丸
り
つ
氏
ら
、
町
内
外
の
関
係
者
を
交
え
て
盛
大
に
行

わ
れ
た
。
あ

い
さ
つ

の
中
で
、
特
攻
碑
建
立
委
員
長
今
吉
進
氏
は

し
よ
う
よ
う

こ
う

「
従
容
と

し
て
大
義
に
殉
じ
、
身
を
鴻
毛
の
軽
し
と
し
た
忠
烈
無

比
、
史
上
不
滅
の
偉
期
は
、
と
こ
し
え
に
語
り
継
が
る
べ
き
も
の

で
あ
り
、
ま
た
今
日
の
平
和
は
、
こ
れ
ら
勇
士
の
犠
牲
の
上
に
こ

そ
存
在
す
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
た
い
」
と
、
涙
な
が
ら
に
述

量
な
も
の
が
あ
る
。

白

君に
雲碑

文

十三塚原海軍特攻慰霊碑

ブ
ロ
ン
ズ
像
（
日
彫
会
員
で
金
沢
市
在
住
の
川
岸
要
吉
氏
作
）

は
、
南
の
空
を
見
つ
め
る
飛
行
服
の
う
ら
若
き
勇
士
を
か

た
ど

り
、
平
和
日
本
の
礎
石
と
し
て
、
祖
国
の
危
急
に
殉
じ
た
少
年
兵

の
、
憂
国
の
至
誠
を
彫
り
上
げ
て
い
る
。

「
白
雲
に
の
り
て

君

還

り

ま
せ
」
ー
鎮
魂
の
詩
文
（
溝
辺
町
有

川
・

岩
元
潔
作
詩
）
は
有
馬
秀
暁
氏
（
溝
辺
町
石
原
在
住
・
有
馬

ア
サ
子
）
に
よ
っ
て
朗
々
と
奉
詠
さ
れ
、
戦
没
者
の
遺
族
を
は
じ

め
、
並
み
い
る
参
列
者
の
胸
深
く
し
み
入
る
思
い
で
あ
っ
た
。

の
り
て

還
り
ま
せ

べ
て
い
る
。
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に） 満
ち
て
い
ま
す

な
お
、
特
攻
碑
の
横
に
山
口
県
防
府
市
か
ら
の
飛
行
練
習
機
が

展
示
し
て
あ
る
。
溝
辺
町
の
要
請
に
よ
り
自
衛
隊
の
理
解
と
協
力

に
よ
っ
て
、
貸
与
展
示
を
許
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
業
に

対
し
て
は
郷
土
出
身

の
而
上
自
衛
官
壱
岐
忠
記
二
等
海
佐
に
尽
力

い
た
だ
い
た
こ
と
も
付
記
し
た
い
。
練
習
機
は
二

0
0
0時
間
耐

空
の
プ
ロ
ペ
ラ
機
で
、
戦
中
の
艦
爆
と
は
、
あ
る
類
似
点
を
も
っ

複
座
の
中
葉
機
で
あ
る
。
特
攻
の
御
霊
が
、
還
り
休
む
目
印
と
し

て
、
そ
し
て
平
和
を
祈
る
よ
す
が
と
し
て
、
上
床
の
青
い
芝
生
に

ゆ
っ
た
り
と
し
て
翼
を
休
め
て
い
る
。

平
和
に

国
分
海
軍
航
空
隊
の
状
況

国
分
面
軍
航
空
隊
が
設
立
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
十
八
年
八
月
で

あ
る
。
溝
辺
町
の
十
三
塚
軍
用
飛
行
場
は
国
分
航
空
隊
第
二
基
地

と
し
て
、
隣
接
町
村
の
奉
仕
作
業
な
ど
に
よ
り
建
設
を
急
ぎ
、
ニ

ふ
る
さ
と
は

あ
な
た
の

菊
の

か
お
り

さ
く
ら
の

守
り
給
え
る

い
ま

そ
よ
風

十
年
三
月
十
八
日
に
は
、
国
分
第
二
基
地
（
十
三
塚
）

か
ら
第
一

回
特
攻
が
敢
行
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
神
風
特
攻
菊
水
作
戦
で

あ
り
、
彗
星
隊
（
彗
星
艦
上
爆
撃
機
二
七
機
）

零
戦
（
零
式
戦
闘

機
ニ
ニ
機
）
が
午
前
六
時
一
三
分
か
ら
同
五
八
分
に
、
第
一
、

第

二
国
分
基
地
か
ら
発
進
、
沖
縄
周
辺
の
敵
空
母
群
に
体
当
た
り
突

入
を
行
っ
て
い
る
。
翌
三
月
十
九
日
は
、
彗
星
二
三
機
、
零
戦
二

四
機
が
、
敵
空
母
ヮ
ス
プ
及
び
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
を
攻
撃
、
決
死
の

体
当
た
り
特
攻
を
敢
行
し
、
さ
ら
に
翌
―
―
一
月
二
十
二
日
に
は
彗
星

一
七
機
を
も
っ
て
敵
空
母
群
を
撃
沈
し
た
ー
と
記
録
に
残
っ
て

い

る。
さ
ら
に
三
月
二
十
九
日
に
は
、
彗
星
四
機
が
敵
戦
艦
群
に
突

入
、
四
月
六
日
は
第
二
基
地
(
+
-
―
一
塚
飛
行
場
）
か
ら
九
九
式
艦

上
爆
撃
機
（
一

一
人
乗
り
）
四
九
機
が
出
撃
、
特
攻
を
敢
行
し
て
い

る
。
隣
郡
菱
刈
町
出
身
の
時
任
正
明
少
尉
が
戦
死
し
た
の
も
、
こ

の
日
の
一
一
一
番
隊
指
揮
官
機
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
六
月
―
―
―
日
、
最
後
の
六
機
が
出

撃

す
る

ま

で
、
国
分
海
軍
航
空
隊
の
第
一

、
第
二
基
地
か
ら
出
撃
し
て
、
壮

烈
空
に
散
っ
た
若
き
戦
士
た
ち
は
、
現
在
の
記
録
に
残

る
だ
け

で
も
一
―
―
九
五
名
に
及
ん
で
い
る
（
本
町
出
身
の
町
田
三
郎
少
尉
も
そ

の
一
人
で
あ
る
が
、
本
町
関
係
者
は
次
に
詳
述
）
。
第
二
基
地
（
溝
辺
十
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三
塚
原
）
か
ら
、
出
撃
し
て
戦
死
し
た
も
の
は
一
四
七
名
と
な
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
数
だ
け
で
あ
っ
て
、

こ
の
ほ
か
に
も
ま
だ
判
明
し
な
い
戦
士
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
こ

と
を
思
え
ば
、
切
々
と
し
て
胸
痛
む
思
い
で
あ
る
。

町
田
三
郎
少
尉
の
玉
砕

本
町
十
文
字
の
町
田
三
郎
上
飛
曹
（
当
時
）
は
、
二
十
年
四
月

十
二
日
菊
水
二
号
作
戦
に
出
撃
し
た
、
郷
士
出
身
の
唯
一
の
特
攻

隊
員
で
あ
る
。
彼
は
、
九
九
式
艦
上
爆
撃
機
二

0
機
編
隊
の
一
番

機
、
津
久
井
中
尉
の
操
従
す
る
指
揮
官
機
搭
乗
の
偵
察
員
（
主
に

通
信
、
爆
撃
を
担
当
す
る
役
目
）
で
あ
っ
た
。

当
日
の
状
況
は
、
天
候
快
晴
、
雲
な
し
、
風
向
北
西
・
毎
秒
六

討
、
視
界
八
の
恵
ま
れ
た
天
気
で
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て

い
る
。

宇
佐
空
、
名
古
屋
空
、
九
五
一
空
か
ら
派
遣
さ
れ
た
九
九
式
艦

上
爆
撃
機
―

-
0機
で
菊
水
二
号
作
戦
の
特
攻
隊
を
編
成
し
、
午
前

―
一
時
三

0
分
、
国
分
基
地
を
発
進
、
午
後
一
―
一
時
ご
ろ
沖
縄
周
辺

の
敵
艦
船
群
の
攻
撃
に
成
功
。
雲
染
む
屍
と
し
て
壮
烈
な
戦
死
を

遂
げ
た
の
で
あ
る
。
当
年
1

1

0
歳
。
後
、
戦
功
に
よ
っ
て
二
階
級

特
進
の
海
軍
少
尉
に
任
ぜ
ら
れ
る
が
、
彼
が
、
戦
場
の
空
か
ら
打

電
し
た
最
後
の
電
文
は
、
本
部
基
地
の
通
信
所
に
キ
ャ
ッ
チ
さ
れ

て
い
る
。

「
コ
ウ
ゲ
キ
ニ
セ
イ
コ
ウ
、

ワ
レ
イ
マ
ヨ
リ
タ
イ
ア
タ
リ
ス
」

こ
の
電
文
を
発
信
後
、
未
帰
還
戦
死
と
な
っ
て
い
る
。

『
沖
縄
航
空
戦
誌
』
に
よ
る
菊
水
二
号
作
戦
の
戦
果
と
し
て
の

発
表
に
よ
れ
ば
、
こ
の
日
の
作
戦
に
参
加
し
た
飛
行
機
は
「
九
九

艦
爆
二
〇
機
、
（
六

0
一
空
指
揮
下
）
九
七
艦
攻
ニ
―
一
機
、
桜
花

八
機
」
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
敵
を
撃
沈
し
た
も
の
は
、

「
特
空
母
一
、
戦
艦
一
、
巡
洋
艦
二
、
不
詳
七
隻
。
撃
破
し
た
も

の
戦
艦
二
、
輸
送
船
一
、
不
詳
五
」
で
あ
っ
た
。
当
時
使
用
し
得

る
飛
行
機
が
少
な
か
っ
た
割
に
は
、
以
上
の
戦
果
が
あ
り
、
外
電

に
よ
る
米
軍
の
情
報
は
混
乱
し
、
攻
撃
が
い
か
に
激
し
か
っ
た
か

を
物
語
り
、
戦
果
は
こ
の
推
定
し
た
と
こ
ろ
と
お
お
む
ね
同
様
で

あ
っ
た
と
い
う
。

彼
は
少
年
時
代
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
頑
健
な
方
で
は
な
か
っ
た
。

体
格
も
中
肉
中
背
で
、
性
格
も
湿
健
、
努
力
型
の
少
年
で
あ
っ
た
。

溝
辺
村
立
青
年
学
校
の
普
通
科
に
学
び
な
が
ら
、
小
学
校
の
使
丁

を
奉
ず
る
、
い
わ
ゆ
る
”
働
き
つ
つ
学
ぶ
勤
労
青
年
“
で
あ
っ

た
。
彼
は
、
大
山
元
帥
の
歌
が
得
意
で
、
当
直
の
夜
な
ど
布
団
を

か
ぶ
っ
て
か
ら
も
、
大
声
で
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。

一
部
の
ラ
ジ
オ
聴
取
者
の
記
憶
に
よ
れ
ば
、
出
撃
の
前
々
夜

「
鹿
児
島
県
町
田
三
郎
、
大
山
元
帥
の
歌
を
」
と
述
べ
て
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征
く
心
撃
滅
の
二
字
に
た
ぎ
る
な
り

遺
詠

（三）

二
十
年
四
月
二
十
八
日
出
撃
寸
前

遺
書
・
遺
詠
な
ど

と
う

海
濤
天
を
衝
く
と
こ
ろ
燃
え
て
火
を
吐
く
桜
島

い
わ
お

薩
摩
が
生
め
る
快
男
子
姓
は
大
山
名
は
巖
”
~

と
従
容
と
し
て
第
一
節
だ
け
を
歌
っ
た
と
い
う
。
わ
が
生
い
育
っ

た
な
っ
か
し
き
山
河
、
目
の
前
に
幼
少
遊
び
な
れ
た
ふ
る
さ
と
の

風
を
ぎ
ぎ
な
が
ら
、
血
縁
の
親
兄
弟
や
、
秘
か
に
温
め
た
意
中
の

面
影
な
ど
、
最
後
の
思
い
を
決
別
の
歌
に
託
し
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
時
代
、
精
神
を
共
有
し
た
感
傷
の
み
で
な
く
、
ひ
た
す
ら

冥
福
を
祈
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
溝
辺
町
か
ら
、
今
次
大
戦
に
少
年
航
空
兵
と
し

て
志
願
、
南
海
の
大
空
を
血
潮
に
染
め
て
散
華
し
た
有
川
出
身
園

田
朗
兵
曹
長
（
甲
飛
一
期
生
）
、
麓
玉
利
の
山
下
忠
男
上
飛
曹
、

石
原
の
岡
元
一
廣
一
飛
曹
、
三
縄
の
山
下
不
二
男
二
飛
曹
等
々
、

颯
爽
と
し
た
飛
行
帽
の
ひ
と
み
が
、
な
っ
か
し
く
呼
び
か
け
て
く

る
。
さ
わ
や
か
な
風
に
の
っ
て
、
こ
れ
ら
護
国
の
魂
は
お
り
お
り

に
特
攻
碑
を
訪
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

今
日
ぞ
来
に
け
り

遺
書

0
宮
内
栄
（
第
三
草
薙
隊
・
茨
城
県

・
中
央
大

・
ニ
三
歳
）

父
上
様
、
母
上
様
、
栄
は
こ
れ
か
ら
出
撃
し
ま
す
。

我
儘
な
私
を
立
脈
に
育
成
し
て
下
さ
い
ま
し
て
、
而
も
帝
国
海
軍
航

空
隊
員
と
な
り
、
今
回
栄
あ
る
神
風
特
攻
隊
第
二
次
草
薙
隊
と
し
て
、

出
撃
出
来
る
様
に
な
り
ま
し
た
の
も
、
皆
父
上
、
母
上
の
御
蔭
と
、
栄

は
有
難
く
涙
を
流
し
て
居
り
ま
す
。

必
ず
御
期
待
に
そ
む
か
ず
、
敵
を
撃
滅
し
て
日
本
の
国
を
護
り
ま

す。
近
く
の
山
に
咲
く
桜
花
は
栄
の
立
派
な
生
れ
変
っ
た
姿
で
す
。

幼
く
し
て
出
郷
す
る
時
、
母
上
か
ら
受
け
た
教
訓
は
立
派
に
実
行
し

て
来
ま
し
た
。
酒
と
女
で
し
た
ね
。
今
ま
で
酒
は
少
し
や
り
ま
し
た

が
、
女
は
全
然
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
と
な
っ
て
は
、
何
も
思
ひ
残
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
只
日
本
の

必
勝
の
み
で
あ
り
ま
す
。
栄
は
日
本
の
必
勝
を
断
じ
て
信
じ
て
居
り
ま

す。
箕
輪
様
や
久
保
様
や
又
親
戚
の
方
々
に
も
色
々
御
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
厚
く
お
礼
を
申
上
げ
ま
す
。

軽
ぎ
生
命
の
重
き
っ
と
め
ぞ

若
桜
花
の
菅
や
香
る
ら
ん

大
い
な
る
朝
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折
り
が
あ
り
ま
し
た
ら
靖
国
神
社
で
待
っ
て
居
り
ま
す
か
ら
、
面
会
に

来
て
下
さ
い
。
土
産
物
は
い
り
ま
せ
ん
。
（
中
略
）

沖
縄
が
私
の
最
後
の
場
所
で
す
。
昨
晩
最
後
の
夢
を
、
挙
母
町
の
、

き
ら
く
亭
で
見
ま
し
た
が
矢
張
り
父
上
様
と
母
上
様
の
夢
で
し
た
。

く
だ
ら
な
い
事
を
書
い
て
全
く
女
々
し
い
や
う
で
す
が
、
御
許
し
下

さ
い
。

関
喜
代
子
氏
は
、
久
留
米
市
の
人
で
あ
る
。
靖
国
神
社
社
頭
に

掲
示
さ
れ
て
い
た
故
宮
内
栄
中
尉
の
右
の
遣
書
を
読
ん
で
、
そ
の

純
粋
な
愛
国
の
至
情
に
感
動
し
、
特
攻
勇
士
の
軌
跡
を
追
求
し

て
、
名
古
屋
海
軍
航
空
隊
跡
、
さ
ら
に
は
最
後
の
発
進
地
で
あ
る

出怨前辞世を記す

昭
和
二
十
年
四
月
十
三
日

父
上
様
母
上
様

国
分
海
軍
航
空
隊
第
二
基
地

（十
三
塚
原
）
ま
で
訪
ね
て
、
そ
の

記
録
を
さ
が
し
、
私
費
を
投
じ
て
『
草
薙
隊
吾
が
前
進
』
を
編
集

発
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
特
攻
追
跡
の
記
録
が
前
述
の

事
情
と
相
ま
っ
て
、
十
三
塚
原
特
攻
碑
建
立
の
禅
火
線
と
な
っ
た

御
膝
下

出撃直前の宮内機

（
昭
和
四
十
七
年
五
月
、
蛸
国
神
社
々
頭
に
掲
示
さ
れ
た
も
の
）

栄
よ
り

で
は
皆
々
様
の
御
健
康
を
祈
っ
て
、
出
撃
し
ま
す
。
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乱
筆
御
免
下
さ
い

こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
関
氏
は
同
書
の
「
あ
と
が
き
」
の
中
で
「
こ

の
小
冊
子
が
ひ
と
り
で
も
多
く
の
心
あ
る
方
々
に
受
け
と
め
ら
れ

る
こ
と
を
、
ま
た
時
代
精
神
を
共
に
連
帯
さ
れ
た
方
々
に
は
無

論
の
こ
と
で
す
が
、
む
し
ろ
時
代
を
違
え
る
若
い
皆
様
に
こ
そ
、

ご
一
読
を
と
心
か
ら
熱
望
い
た
し
て
お
り
ま
す
」
と
結
ん
で
い

る。0
井
上
信
高
（
第
三
草
薙
隊

・
大
阪
府

・
甲
飛
十
三
期

・
一
八
歳
）

父
上
様
母
上
様

十
八
オ
の
此
の
年
迄
信
高
の
面
倒
を
見
て
戴
き
ま
し
て
、

誅
に
有
難
う

全

＜
撃

1
g
tー：□尉

書
簡〇
鶴
丸
リ
ツ
氏
の
た
よ
り

ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
も
い
よ
／
＼
軍
人
の
最
高
名
誉
の
特
攻
隊
に
加
は
り
出
撃
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
其
の
間
何

一
ッ
お
知
ら
せ
致
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の

を
残
念
に
思
っ
て
ゐ
ま
す
が
、
こ
れ
も
軍
事
の
こ
と
止
む
を
え
ま
せ
ん
。

然
し
信
高
は
悔
ん
だ
り
は
し
て
居
り
ま
せ
ん
。
今
迄
お
世
話
に
な
っ
た
父

母
上
様
を
始
め
と
し
、
こ
の
私
を
一
人
前
と
し
て
戴
い
た
上
官
の
方
々
及

周
囲
の
人
の
御
恩
で
胸
が
一
杯
で
す
。

ど
う
か
大
東
亜
戦
争
の
勝
抜
く
日
迄
逹
者
で
ゐ
て
下
さ

い
。
私
の
体
は
な

く
な
っ
て
も
魂
だ
け
は
残
っ
て
、
父
母
上
様
の
元
気
な
お
顔
を
靖
国
の
空

よ
り
拝
見
さ
せ
て
戴
ぎ
ま
す
。

い
よ
／
＼
が
最
後
で
す
。
色
々
と
書
き
た
い
の
で
す
が
、
ど
れ
か
ら
書

い
て
よ
い
や
ら
わ
か
り
ま
せ
ん
。

昭
和
二
十
年
四
月
二
十
七
日
（
出
撃
前
日
）
隼
人
町
鹿
児
島
神

宮
で
偶
然
一
緒
に
な
っ
た
溝
辺
村
有
川
松
田

ヒ
デ
さ
ん
（
丹
生
村

松
田
一
夫
氏
の
母
堂
）
に
託
し
た
一
枚
の
便
箋
に
鉛
筆
で
走
り
書

ぎ
し
た
井
上
信
高
二
飛
曹
の
最
後
の
手
紙
で
あ
る
。

井
上
信
高
様
の
御
両
乱
様
へ

初
め
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。
只
今
、
御
子
息
信
高
様
の
尊
い
出
撃
の
飛
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来
て
頂
い
た
の
で
御
座
居
ま
す
。
そ
の
夜
は
十
二
時
過
ぎ
ま
で
お
話
し

い
な
あ
」
と
遥
か
月
の
彼
方
の
お
空
を
縁
に
寝
こ
ろ
ん
で
眺
め
つ
4

想

と
お
っ
し
ゃ
る
度
に
、
皆
様
も
「
そ
う
だ
、
や
は
り
お
ふ
く
ろ
が
恋
し

，
お
ふ
く
ろ
さ
ん
が
や
は
り
懐
し
い
な
ぁ
“

行
機
を
、
長
い
竹
の
先
に
日
の
丸
の
旗
を
結
ぴ
付
け
て
あ
ふ
れ
落
ち
る

涙
と
共
に
打
ち
振
り
お
見
送
り
申
し
上
げ
ま
し
た
。

昨
夜
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
小
母
さ
ん
た
ち
は
お
庭
で
井
上
さ
ん
が

見
え
な
く
成
っ
て
も
日
の
丸
の
旗
を
一
生
懸
命
振
り
ま
す
わ
」
と
申
上

げ
ま
し
た
。
「
そ
れ
ぢ
ゃ
小
母
さ
ん
、
僕
た
ち
は
小
母
さ
ん
の
処
の
空

を
低
空
で
飛
び
ま
す
」
と
約
束
し
て
下
さ
っ
た
の
で
御
座
居
ま
す
。

出
撃
は
お
昼
過
ぎ
と
の
お
言
葉
に
、
正
午
を
過
ぎ
ま
す
と
家
中
は
勿

論
、
お
隣
り
も
、
そ
の
次
も
、
只
々
西
の
方
の
山
上
の
飛
行
場
か
ら
の

燥
音
を
今
か
今
か
と
お
待
ち
し
て
居
り
ま
し
た
。
一
1

一
時
が
な
り
ま
す
と

間
も
な
く
信
高
様
方
の
飛
行
機
が
一
機
二
機
と
私
宅
の
真
上
を
低
く
勇

ま
し
く
大
き
い
爆
音
で
南
の
空
へ
飛
ん
で
下
さ
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま

す。
ロ
を
を
す
す
ぎ
身
を
浄
め
ま
し
た
。
神
前
に
成
功
を
お
祈
り
し
て
御

両
親
様
に
種
々
と
お
聞
き
し
て
頂
き
度
＜
拙
い
ペ
ン
を
と
り
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
お
聞
き
下
さ
い
ま
せ
。

信
高
様
に
は
じ
め
て
お
目
に
か
か
り
ま
し
た
の
は
、
去
る
二
十
五
日

の
夕
方
四
時
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
す
ぐ
隣
り
に
住
ん
で
居
り
ま
す
主
人

の
姉
宅
を
訪
ね
て
見
え
た
三
人
の
方
の
、
始
め
て
見
ま
す
特
攻
隊
の
御

あ
い
に
く

服
装
に
早
や
胸
を
打
た
れ
、
義
姉
の
生
憎
の
留
守
の
ま
ま
に
、
私
宅
に

申
上
げ
た
り
艦
爆
の
歌
や
、
体
当
り
の
歌
な
ど
を
唄
っ
て
頂
き
ま
し

た
。
後
十
数
時
間
の
お
命
の
方
々
と
は
ど
う
し
て
も
思
へ
ま
せ
ん
。
淡

と
し
て
あ
く
ま
で
無
邪
気
で
面
白
い
信
高
様
の
お
姿
で
ご
ざ
い
ま
し

こ
。

ふー

で
も
体
当
り
の
歌
の

い
よ
／
＼
こ
れ
が
最
後
で
す
、
父
様
母
様
お
元
気
で
、

白
木
の
箱
が
と
ど
い
た
ら
、
泣
か
ず
に
ほ
め
て
下
さ
い
ね
、

お
三
人
で
合
唱
な
さ
る
時
な
ど
は
泣
け
て
ー
~
仕
方
が
御
座
居
ま
せ
ん

で
し
た
。

睛
の
御
出
翠
迄
に
又
外
出
が
叶
ひ
ま
し
た
ら
、
も
う
一
度
ど
う
ぞ
お

顔
を
見
せ
て
下
さ
い
ね
、
と
お
願
ひ
申
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
昨
夜
、

当
地
に
連
続
の
空
製
で
電
燈
も
つ
き
ま
せ
ん
の
で
早
く
床
に
就
い
て
居

り
ま
し
た
ら
、
十
一
時
過
ぎ
に
「
小
母
さ
ん
」
と
言
ふ
お
声
に
飛
び
起

き
た
の
で
す
。
さ
う
し
た
ら
、
ま
あ
先
日
よ
り
も
多
く
五
人
、
月
の
光

に
ぬ
れ
て
お
庭
に
立
っ
て
ゐ
ら
れ
る
で
は
御
座
居
ま
せ
ん
か
。
皆
様
遠

ぃ
／
＼
一
里
余
り
の
お
山
の
上
か
ら
そ
っ
と
抜
け
出
て
、
わ
ざ
l¥‘
最

後
の
別
れ
に
来
て
頂
き
ま
し
た
。
御
芳
志
の
勿
体
な
さ
に
、
有
難
さ
に

私
は
暫
く
言
葉
も
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
察
し
下
さ
い
ま
せ
。

お
文
は
、
私
の
こ
の
ペ
ン
で
、
お
縁
で
、
明
る
い
月
の
光
で
認
め
ら

れ
た
の
で
御
座
居
ま
す
。
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か
ね
が
ね
、
特
攻
隊
の
方
々
を
拝
ま
し
て
頂
き
た
く
思
っ
て
居
り
ま

最
後
に
信
高
様
の
や
う
な
立
派
な
方
を
お
産
み
お
育
て
下
さ
い
ま
し

え
な
く
な
り
ま
し
た
。

何
卒
御
判
読
下
さ
い
ま
せ

で
す
よ
」
と
優
し
い
事
を
お
っ
し
ゃ
り
つ
つ
お
姿
は
遂
に
町
の
角
に
見

ひ
を
故
郷
に
馳
せ
て
ゐ
ら
れ
る
お
姿
を
、
ど
の
よ
う
な
気
持
で
眺
め
て

居
ら
れ
ま
し
た
事
か
。
私
共
大
人
も
及
ば
ぬ
、
大
き
な
立
派
な
、
お
働

ら
き
を
な
さ
っ
て
平
気
で
お
国
に
殉
じ
て
下
さ
る
信
高
様
も
や
は
り

／
＼
ま
だ
お
乳
恋
し
い
十
八
オ
の
少
年
で
御
座
居
ま
し
た
。
大
事
な
体

で
す
か
ら
、
少
し
で
も
お
休
み
な
さ
い
ね
、
と
お
ふ
と
ん
を
の
べ
て
上

げ
ま
す
と
、
「
あ
ー
ふ
と
ん
は
い
い
な
あ
」
と
喜
ば
れ
て
「
小
母
さ
ん
、

四
時
に
は
お
こ
し
て
下
さ
い
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
り
つ
つ

、
暫
く
の
間
は

寝
な
が
ら
話
し
た
り
歌
っ
た
り
し
て
ゐ
ら
れ
ま
し
た
が
、
い

つ
と
は
な

し
に
安
ら
か
に
お
ね
ぶ
り
に
な
り
ま
し
た
。
も
う
一
時
で
御
座
居
ま
し

た
。
皆
様
の
お
寝
顔
に
お
寝
息
、
又
涙
が
あ
ふ
れ
て
仕
方
が
御
座
居
ま

せ
ん
で
し
た
。

月
の
明
り
を
た
よ
り
に
、
小
豆
を
炊
い
て
お
赤
飯
と
粗
末
な
が
ら

と
、
心
を
込
め
て
お
吸
物
も
出
来
上
り
ま
し
た
。
時
計
の
針
の
今
朝
ほ

ど
早
く
進
む
や
う
に
思
へ
た
事
は
御
座
居
ま
せ
ん
。
四
時
迄
よ
く
眠
っ

て
ゐ
ら
れ
る
の
を
本
当
に
胸
が
痛
む
想
ひ
で
お
起
し
申
上
げ
お
酒
も
ご

ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
熱
い
お
茶
を
差
上
げ
て
、
心
か
ら
の
御
出
発
を
お

祝
ひ
申
上
げ
ま
し
た
。
お
山
の
飛
行
場
迄
で
も
一
緒
に
つ
い
て
ゆ
き
た

い
、
私
共
が
少
し
お
送
り
申
上
げ
ま
す
と
、
「
冷
え
る
か
ら
も
う
い
い

し
た
私
に
と
っ
て
、
二
、
三
人
で
も
只
真
心
を
込
め
て
暫
く
の
間
で

も
、
お
世
話
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
事
は
、
ほ
ん
と
う
に
心
か
ら
の
喜
び

で
御
座
居
ま
し
た
。
う
れ
し
い
有
難
い
事
で
御
座
居
ま
し
た
。

初
め
て
お
逢
い
申
上
げ
ま
し
た
夜
、
皆
様
の
お
顔
は
一
度
ど
こ
か
で
見

た
や
う
な
お
顔
で
す
け
ど
、
初
め
て
拝
見
す
る
や
う
で
な
い
と
申
上
げ

ま
し
た
ら
、
信
高
様
が
「
小
母
さ
ん
、
こ
れ
も
前
世
で
す
よ
、
前
世
で

お
逢
ひ
し
て
ゐ
る
の
で
す
よ
」
と
面
白
さ
う
に
お
っ

し
ゃ
る
の
で
す
。

「
さ
う
で
す
ね
、
ほ
ん
と
う
に
」
と
申
上
げ
つ
つ
袖
す
り
合
ふ
も
他
生

の
縁
な
れ
ば
こ
そ
と
思
ふ
事
で
御
座
居
ま
し
た
。

今
日
は
本
当
に
美
し
い
新
緑
も
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
上
天
気
で
御
子

息
方
の
御
出
撃
に
ふ
さ
は
し
い
日
で
御
座
居
ま
し
た
。

十
七
オ
の
愚
息
長
男
が
お
屋
根
に
拡
げ
ま
し
た
即
製
の
大
き
い
日
の

丸
が
お
空
か
ら
見
え
ま
し
た
事
か
、
私
共
の
打
振
る
日
の
丸
が
判
っ
て

頂
き
ま
し
た
事
か
、
例
へ
判
っ
て
頂
き
ま
せ
ん
で
も
、
私
共
も
石
に
か

ぢ
り
つ
い
て
も
頑
張
っ
て
こ
の
戦
ひ
に
き
っ
と
、
き
っ
と
勝
ち
ま
す
か

ら
、
ど
う
ぞ
御
心
安
ら
か
に
征
っ
て
下
さ
い
ま
せ
と
、
心
の
中
に
お
誓

ひ
申
し
上
げ
る
事
で
し
た
。

も
う
四
時
過
ぎ
、
今
ど
こ
の
海
の
上
を
飛
ん
で
ゐ
ら
れ
る
こ
と
や
ら

な
ど
想
ひ
つ
つ
認
め
ま
し
て
涙
ば
か
り
こ
ぼ
れ
て
ま
し
て
、
乱
文
乱
筆
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鎮
四

鎮

魂

の

詩

御
奥
様

四
月
二
十
八
日
タ

井
上
高
太
郎
様

岩
元
潔

鶴

丸

リ

ッ

さ
や
う
な
ら

た
御
両
親
様
に
、
深
い
／
＼
心
か
ら
の
尊
敬
と
感
謝
を
捧
げ
ま
す
。

で
は
皆
様
、
御
一

緒
に
が
ん
ば
り
ま
せ
う
。

御
気
嫌
ょ
ろ
し
う

昭
和
二
十
年
四
月
二
十
八
日
、
国
分
第
二
基
地

(+-l一
塚
原
）

か
ら
出
撃
し
た
井
上
信
高
二
飛
曹
の
遺
族
に
送
っ
た
隼
人
町
の
鶴

丸
リ
ツ
氏
の
便
り
で
あ
る
。
特
攻
隊
の
状
況
や
、
国
民
一
般
の
特

攻
隊
へ
の
心
象
の
実
情
が
よ
く
わ
か
る
。

最
後
に
特
攻
碑
に
捧
げ
る
鎮
魂
の
詩
の
原
文
と
な
っ
た
詩
編
を

記
録
し
て
、
祖
国
安
泰
の
た
め
に
尊
い
血
潮
を
も
っ
て
殉
じ
た
こ

れ
ら
勇
士
の
冥
福
を
祈
り
た
い
。

魂

弟
よ

乍
寺

ー

1'1―-
P

祖
国
の
安
泰
を
念
じ
て
雄
々
し
く
散
華
し
た

父
よ
、
夫
よ
、
恋
人
よ
、
そ
し
て

南
海
の
果
て
、
蒼
く
冷
め
た
い
波
の
底
に
、
い
つ
ま
で
も

坊
儘
こ
と
は
な
い
、
さ
あ
南
風
の
輝
く
白
雲
に
の
っ
て

雲
の
墓
標
、
み
た
ま
よ
、
安
ら
か
に
、
安
ら
か
に

そ
よ
風
に
舞
う
さ
く
ら
の
花
び
ら
に
、
か
つ
て
の
君
の

笑
顔
が
あ
る

黄
菊
、
白
菊
か
お
る
秋
の
日
差
し
に
、
あ
な
た
の
囁
き
が

き
こ
え
る

い
ま
ふ
る
さ
と
は
、
繁
栄
と
平
和
に
、
せ
い
せ
い
と
息
づ
い

て
い
る
。
然
し
そ
の
か
げ
に
、
赤
い
血
潮
を
民
族
の
危
急
に

捧
げ
て
散
っ
た
、
う
ら
若
い
空
の
勇
者
、
あ
な
た
方
の

あ
る
こ
と
を
、
私
達
は
忘
れ
な
い

想
い
母
国
に
打
返
す
波
の
よ
う
に
、
今
日
も
ま
た

は

え

白
南
風
に
の
っ
て
、
な
っ
か
し
い
ふ
る
さ
と
へ

か
へ
り
ま
せ

（
石
原
）
鶴
園
鈴
子

そ
の
昔
、
八
幡
神
社
の
正
統
を
争
っ
て
、
宇
佐
八
幡
よ
り
ひ
そ
か

に
焼
打
ち
を
か
け
た
が
、
そ
の
黒
煙
は
、
自
ら
正
八
幡
の
文
字
を
現

み
た
ま
よ
、
帰
っ
て
お
い
で

482 



第6部 教育 ・文化・ 体育絹

五

じ
た
と
い
う
。
使
者
は
驚
い
て
こ
の
地
に
至
り
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
弊
れ

た
の
で
、
里
人
は
こ
れ
を
あ
わ
れ
ん
で
塚
を
つ
く
り
葬
っ
た
と
い

゜
ぅ平
和
な
る
鹿
児
島
空
港
に
向
ぎ
て
立
つ
特
攻
兵
の
顔
は
幼
し

（
石
原
）
鶴
園
鈴
子

太
平
洋
戦
争
末
期
ー
自
ら
身
を
挺
し
て
国
難
に
殉
ず
べ
く
、
一機

よ
く
一
艦
を
葬
る
作
戦
に
出
る
。
称
し
て
特
攻
隊
と
い
う
。
幾
百
の

若
い
命
が
、
南
海
の
空
に
、
沖
縄
の
海
に
、
桜
の
花
び
ら
の
よ
う
に

散
っ
た
の
で
あ
る
。

西
郷
隆
盛
像
の
建
立

鹿
児
島
空
港
前
の
麓
八
五
六
番
地
、
六
三
八
七
乎
方
屈
の
町
有

地
に
、
昭
和
六
十
三
年
五
月
二
十
八
日
「
現
代
を
見
つ
め
る
西
郷

隆
盛
像
建
立
実
行
委
員
会
」
に
よ
っ
て
、
銅
像
が
建
立
さ
れ
た
。

同
年
八
月
二
十
八
日
盛
大
な
除
幕
式
を
行
い
、

こ
れ
を
町
に
寄
付

し、

町
の
管
理
と
な
っ
た
。

こ
の
銅
像
は
、
日
本
芸
術
院
会
員

・
日
本
彫
塑
会
理
事
長

・
日

本
常
任
理
事

・
日
本
掏
彫
会
会
長
古
賀
忠
雄
氏
の
製
作
で
、
富
山

県
高
岡
市
の
黒
谷
美
術
株
式
会
社
が
鋳
造
し
た
も
の
で
あ
る
。
像

の
高
さ
―
一
招
、
重
さ
一
―

-0外
は
、
国
内
の
人
物
像
で
は
最
大
級

の
も
の
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
容
姿
は
、
紋
付
羽
織

・
袴

の

正

装

で
、
高
さ
五
屈
の
台
座
上
か
ら
、
東
の
空
を
見
す
え
た
雄
姿
は
、

ま
さ
に
「
現
代
を
見
つ
め
る
」
堂
々
た
る
風
格
で
あ
る
。

こ
の
像
は
、
昭
和
五
十
二
年
、
当
時
参
議
院
議
員
で
あ
っ
た
故

迫
水
久
常
氏
が
、
京
都
の
設
国
神
社
に
建
立
す
べ
く
、
前
記
古
賀

忠
雄
氏
に
製
作
依
頼
中
の
と
こ
ろ
、

両
氏
と
も
病
没
し
て
計
画
が

頓
挫
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
六
十
二
年
六
月
二
十
五
日
付
け
の

南
日
本
新
聞
に
古
賀
氏
の
遺
族
の
「
で
き
る
こ
と
な
ら
西
郷
さ
ん

の
郷
里
に
建
立
で
ぎ
た
ら
」
と
の
意
思
が
掲
載
さ
れ
た
。
町
商
工

立
志
会
の
有
志
が

こ
の
記
事
に
着
目
し
、

早
速
計
画
を
立
て
、
町

が
全
面
的
に
支
援
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
約
九

0
0
0万
円
に
の

現代をみつめる西郷隆盛像
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ぼ
る
資
金
は
す
べ
て
募
金
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

建
立
敷
地
は
、
財
団
法
人
溝
辺
町
開
発
公
社
か
ら
、
昭
和
六
十
三

年
八
月
町
に
寄
付
さ
れ
た
も
の
で
、
帳
簿
価
格
約
一
億
―
―

1
0
0
0

万
円
で
あ
る
。

整
え
る
べ
く
、

本
体
台
座

四
八
一
―

1
0

二
六
七

0

募

金

経

費

六

0
0

除

幕

式

六

0
0

記

念

誌

五

0
0

合

計

九

二

0
0

合

計

九

二

0
0

町
は
西
郷
隆
盛
の
「
敬
天
愛
人
」
の
偉
大
な
思
想
を
ひ
ろ
め
る

に
ふ
さ
わ
し
い
、
か
つ
町
活
性
化
の
拠
点
と
す
る
に
足
る
環
境
を

ま
ち
づ
く
り
事
業
の
認
可
を
得
て
、
約
四
億
円
の

木
佐
木
信
広
、
住
吉
智
、
今
吉
美
喜
男
、
馬
場
一
春
、
木
佐
木

俊
春
、
米
丸
実
幸
、
徳
永
政
彦
、
徳
永
俊
博
、
坂
留
輝
幸
、
大

0
西
郷
像
建
立
実
行
委
員
会
（
立
志
会
の
み
）

と
に
し
て
い
る
。

事
業
費
で
、
昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
逐
次
施
設
整
備
を
進
め
る
こ

町
内
町
外
県
外
国
外

三
五
0
0

四
九
九
九

七
0
0

事
業
費
の
概
要
（
一
部
見
込
み
）
は
次
の
と
お
り
。

募

金

支

出

（
単
位
ニ
カ
円
）

坪
徹
、
堀
之
内
忍
、
北
山
秀
明
、
有
村
幸
二

▽
渉
外
部
長
1
1
岩
元
勝
芳
▽
会
計
部
長
1
1
上
原
良
喬
▽
教
育
部
長

1
1
荻
田
三
郎
▽
記
念
誌
部
長
1
1

二
見
剛
史
▽
事
発
部
長
1
1
中
西
景

光
△
事
務
局
長
1
1
有
村
久
行

9
9
9
9
9
9
9
9

9

,

．
 

i

腕
組
み
て
西
郷
像
や
雲
の
峰

（

石

峯

）

住

吉

敵

熊

―

―
高
さ
―
一
訳
、
璽
さ
―

―1
0~
,
の
西
郷
隆
盛
像
が
空
港
前
の
広
場
に
i

i

建
立
さ
れ
、
溝
辺
町
は
ま
た
新
た
な
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一

一
羽
織
・
袴
に
威
儀
を
正
し
、
腕
を
組
む
こ
の
巨
像
を
仰
ぐ
と
き
、
す
i

i
ぐ
思
い
出
す
の
が

「
敬
天
愛
人
」
の
言
葉
で
あ
る
。

~

せ

ご

i

空
港
を
見
据
る
西
郷
の
町
興
し

新

村

ツ

ル

―

i

巨
額
の
投
資
に
住
民
の
資
否
論
に
も
め
げ
ず
東
奔
西
走
降
幕
の
日
一

i

を
迎
え
た
。
あ
の
巨
大
な
体
を
ゆ
す
り
喜
ば
れ
る
西
郷
ど
ん
の
姿
を
i

i

想
像
す
る
時
、
溝
辺
を
故
郷
と
す
る
私
ど
も
は
、
老
若
男
女
を
問
わ
一

~
ず
ま
た
国
際
空
港
を
持
つ
町
と
し
て
、
町

興
し
の
一
助
に
し
な
け
れ

i

一
ば
と
痛
感
す
る
。

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

9ヽ

9

9
9

9
9

9

9
9
9
‘
,
'
‘
9
9
9

9ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9

9ヽ
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体
育
協
会
の
発
足

本
町
の
体
育
協
会
は
、
昭
和
三
十
七
年
四
月
一
日
、
溝
辺
町
に

お
け
る
体
育

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の
立
案
、
技
術
指
導
と
助

言
、
大
会
の
開
催
な
ど
の
事
業
を
行
い
、
ス
ボ
ー
ツ
に
関
す
る
意

欲
を
高
め
、
町
民
の
融
和
と
体
力
の
向
上
、
さ
ら
に
は
、
健
康
で

明
る
い
郷
土
づ
く
り
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
。

発
足
当
時
は
、
各
種
競
技
団
体
の
代
表
、
ス
ボ
ー
ツ
少
年
団
代

表
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
（
各
大
学
）
代
表
、
体
育
指
導
委
員

連
絡
協
議
会
代
表
、
学
識
経
験
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
初

代
会
長
に
松
山
績
、
副
会
長
に
向
井
用
雅
成
が
就
任
し
、
協
会
運

営
に
大
い
に
寄
与
し
た
が
、
い
ず
れ
も
故
人
と
な
ら
れ
た
。
体
育

協
会
の
主
な
事
業
は
、
町
内
に
お
け
る
各
種
ス
ボ
ー
ツ
行
事
の
ほ

か
姶
良
地
区
体
育
大
会
、
県
民
体
育
大
会
、
姶
良
地
区
駅
伝
競
走

大
会
に
参
加
す
る
こ
と
ー
~
な
ど
で
あ
る
。
地
区
体
育
大
会
は
陸

上
競
技
に
好
成
績
を
の
こ
し
、
駅
伝
は
常
に

B
ク
ラ
ス
上
位
に
定

第
四
章

社

会

体

育

岩

元

喜

吉

3
7
1
4
3
年

4
8
1
5
4
年

〇
理
事
長

福
永

忍

5
9
1
現
在

向
井
田
雅
成

3
7
1
5
6
年

〇
副
会
長

今
吉

耕
夫

5
9
1
現
在

有
馬

0
会
長
松
山

績

37ー

44
年

四
郎

5
9
1
6
0
年

長

野

久

44ー

47
年

今
吉

耕
夫

5
7
1
5
8
年

有

馬

四

郎

4
5
1
5
8
年

今
吉

衛

6
1
1現
在

着
、
昭
和
六
十
一
年
は

B
ク
ラ
ス
で
優
勝
し
た
。

五
十
八
年
自
治
公
民
館
制
度
の
発
足
に
と
も
な
い
、
体
育
協
会

の
組
織
も
住
民
の
積
極
参
加
を
基
本
に
組
織
改
革
を
推
進
し
、
五

十
九
年
四
月

一
日
か
ら
新
し
い
現
組
織
か
完
成
し
た
。
新
し
い
組

織
構
成
は
、
大
字
代
表
が
自
治
公
民
館
に
代
わ
り
、
自
治
公
民
館

連
絡
協
議
会
長
、
同
体
育
序
生
部
長
、
地
区
公
民
館
長
が
新
し
く

加
わ
り
、
新
役
員
と
し
て
名
誉
会
長
を
置
く
こ
と
と
し
、
町
長
が

就
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

〔
体
育
協
会
役
員
〕

0
名
誉
会
長
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卓

球

正
明

一
五
”

庭剣

球 道

サ
ッ
カ
ー

、
ド
ミ
ン
ト
ソ

ノ

今
吉
山
下
米
丸

長
野

〇
監
事
小
野

4
8
1
5
8
年

村
田

二
男

4
8
1
現
在

〔
体
育
協
会
加
入
競
技
団
体
〕

体

代

表

者

耕
夫
勝
義
一
夫

有
村

四
郎

今
別
府
友
志

中
久
保
良
一

重

森

春

紀

壱
岐

良
己

安
田
英
二
郎

向
井
田

村
田
衛
守

睦孜

-
O
I
I
 

一
六
”

一
七
II

一
五
II

陸

上

柔

道道

ノ＼

” 

弓

一
五
名

野

球

1
0
 
” 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

一八

” 

ハ
レ
ー
ボ
ー
ル

一
七

” 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

三
九
チ
ー
ム

団

名

部
員

・
チ
ー

ム
数

義
行

岩
元

保
雄

5
9
ー
現
在

勝
芳
武
弘

62
年

森
田

岩
元

5
5
t
5
7
年

山
口

隆
治
峯
一

現
在
58ー

61
年

体
育
指
導
委
員
の
設
樅

体
育
指
導
委
員
は
、
町
民
の
体
育
及
び
ス
ボ
ー
ツ
の
振
興
を
は

か
る
た
め
、
ス
ポ

ー
ツ
振
興
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
溝
辺

町
で
も
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
か
ら
設
置
発
足
し
た
。

体
育
指
導
委
員
は
、

①
町
民
の
求
め
に
応
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
知
識
及
び
実
技
の
指
導
を

行
う
。

②
ス
ボ

ー
ツ
活
動
促
進
の
た
め
組
織
の
育
成
を
は
か
る
。

③
学
校
、
公
民
館
、
そ
の
他
行
政
の
行
う
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る

行
事
に
協
力
す
る
。

④

ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど
の
行
事
の
求
め
に
応
じ
協
力
す
る
。

⑤
そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
の
指
導
を
す
る
。

な
ど
で
あ
り
、
体
育
指
導
委
員
連
絡
協
議
会
を
組
織
し
活
躍
し
て

しヽ0
体
育
指
導
委
員

50
年
11
菊
浦
明
治
、
前
田
文
夫
、
竹
下
睦
旺
、
上
屋
和
夫
、
中

村
歳
文
、
今
吉
耕
夫
、
福
永
忍
、
野
村
恵
、
萩
原
豊
、

森
口
誠
、
川
原
清
美
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51
年
11
徳
永
春
雄
、
前
田
文
夫
、
竹
下
睦
旺
、
上
屋
和
夫
、
中

村
歳
文
、
川
添
睦
夫
、
今
吉
耕
夫
、
福

永

忍
、
野

村

恵
、
萩
原
豊
、
森
口
誠
、
川
原
清
美
、
中
島
啓
爾

52
年
11
徳
永
春
雄
、
前
田
文
夫
、
竹
下
睦
旺
、
浜
田
健
一

、
中

村
歳
文
、
川
添
睦
夫
、

今
吉
耕
夫
、

福
永
忍
、

野

村

恵
、
萩
原
豊
、
森
口
豊
、
川
原
清
美
、
中
島
啓
爾

53
年
11
原
口
浩
三
、
森
口
誠
、
新
田
正
明
、
浜
田
健
一

、
中
山

誠
、
川
添
睦
夫
、
今
吉
耕
夫
、
福
永
忍
、
野
村
恵
、
西

野
勝
美
、
前
田
文
男
、
川
原
清
美

54
年
11
森
口
誠
、
新
田
正
明
、
浜
田
健

一
、
中
山
誠
、
JII
添
睦

夫
、
今
吉
耕
夫
、
福
永
忍
、
野
村
恵
、
川
野
英
継
、
前

田
文
男
、
今
村
日
出
子
、
坂
口
正
浩

55
年
11
手
塚
力
、
新
田
正
明
、
堀
脇
薫
、
浜
田
健

一
、
JI
添
睦

夫
、
今
吉
耕
夫
、
福
永
忍
、
野
村
恵
、
脇
門
勉
、
今
村

日
出
子
、
坂
口
正
浩

56
年
11
末
永
裕
幸
、
川
越
廣
海
、
新
田
正
明
、
堀
脇
薫
、
梅
山

和
仁
、
川
蔀
睦
夫
、
今
吉
耕
夫
、
福
永
忍
、
野
村
恵
、

西
野
勝
美
、
脇
門
勉
、
今
村
日
出
子
、
友
枝
健
次

57
年
11
末
永
裕
幸
、
川
越
廣
海
、
新
田
正
明
、
堀
脇
薫
、
古
市

雅
利
、
重
森
春
紀
、
今
吉
耕
夫
、
福
永
忍
、
今
村
日
出

子
、
西
野
勝
美
、
海
江
田
弘
、
野
村
文
子
、
笹
峯
護

58
年
11
新
田
正
明
、
堀
脇
薫
、
古
市
雅
利
、
重
森
春
紀
、
今
吉

耕
夫
、
福
永
忍
、
今
村
日
出
子
、
西
野
勝
美
、
海
江
田

弘
、
野
村
文
子
、
征
峯
護

59
年
11
蔵
園
輝
美
、
淵
脇
秀
憲
、
新
田
正
明
、
花
堂
正
光
、
隈

元
仁
志
、
重
森
春
紀
、
今
吉
耕
夫
、
福
永
忍
、
清
本
弘

子
、
馬
場
和
美
、
海
江
田
弘
、
野
村
文
子
、
笹
峯
護

60
年
11
蔵
園
輝
美
、
淵
脇
秀
憲
、
新
田
正
明
、
花
堂
正
光
、
隈

元
仁
志
、
重
森
春
紀
、
今
吉
耕
夫
、
福
永
忍
、
清
本
弘

子
、
馬
場
和
美
、
野
村
文
子
、
笹
峯
護

61
年
11
中
谷
和
幸
、
元
山
達
彦
、
本
町
俊
彦
、
神
田
橋
景
光
、

岩
切
澄
夫
、
重
森
春
紀
、
今
吉
耕
夫
、
福
永
忍、

清
本

弘
子
、
末
重
良
規
、
森
田
二
男
、
野
村
文
子
、
笹
峯
護

62
年
11
川
越
廣
面
、
元
山
逹
彦
、
本
町
俊
彦
、
神
田
橋
景
光
、

岩
切
澄
夫
、
重
森
春
紀
、
今
吉
耕
夫
、
福
永
忍、

清
本

弘
子
、
末
重
良
規
、
森
田
二
男
、
野
村
文
子
、
笹
峯
護

63
年
11
新
澤
正
和
、
元
山
逹
彦
、
内
野
慎
、
神
田
橋
景
光
、
岩

切
澄
夫
、
重
森
春
紀
、
今
吉
耕
夫
、
福
永
忍
、
清
本
弘

子
、
末
重
良
規
、
森
田
二
男
、
野
村
文
子
、
笹
峯
護
、

岩
沢
豊
、
長
野
清
則
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（一）

建

設

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

溝
辺
町
は
町
の
ほ
ぼ
中
心
地
を
町
民
の
総
合
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
地
域
と
し
、
昭
和
四
十
七
年
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ソ
ク
ー
を
設

置
、
こ
の
周
辺
を
上
床
公
園
と
命
名
し
た
。
し
か
し
住
民
か
自
由

に
利
用
で
き
る
体
育
施
設
が
な
く
、
町
民
体
育
祭
や
、
各
種
ス

ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
は
、
学
校
の
教
育
施
設
を
利
用
し
て
い
た
の

で
、
体
育
の
資
質
の
向
上
と
、
ス
ボ
ー
ツ
を
通
じ
て
町
民
の
融
和

を
深
め
る
た
め
、
総
合
グ
ラ
ウ
ソ
ド
の
建
設
に
着
手
し
た
。
総
合

グ
ラ
ウ
ソ
ド
は
、
昭
和
四
十
八
年
度
国
民
運
動
場
建
設
補
助
事
業

と
し
て
同
年
十

一
月

一
日
着
工
、

翌
四
十
九
年
五
月
三
十

一
日
完

成
、
町
民
待
望
の
競
技
場
と
し
て
開
放
さ
れ
た
。
完
成
当
時
の
主

競
技
施
設
は
、
二
0
0
屈
セ

。

ハ
レ
ー
ト
コ
ー
ス
及
び
一
0
0
1
~
コ

ー
ス
、
野
球
場
な
ど
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
の
普
及
が
め
ざ
ま
し
く
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
と
し
て

B
コ
ー
ト

を
増
設
、

A
.
B
両
コ
ー
ト
で
試
合
が
で
彦
る
よ
う
に
な
っ
た
。

町
内
初
の
ナ
イ
タ
ー
照
明
施
設
も
、
昭
和
五
十
三
年
七
月
に
増

設
さ
れ
、
シ
ー
ズ
ン
中
は
常
に
多
く
の
利
用
者
が
あ
り
、
中
高
年

用
地
費

建
設
事
業
費
造
成
付
帯
設
備

照
明
施
設

ナ
イ
タ
ー
の
利
用
期
間
は
、
四
月
一
日
か
ら
十
月
―
―
―
十
日
ま
で

午
前
、
午
後
、
夜
間
と
な
っ
て
い
る
が
、
終
日
利
用
も
あ
る
。
昼

間
よ
り
夜
問
の
利
用
が
多
く
、
予
約
を
と
っ
て
使
用
許
可
し
て
い

る
が
、
申
し
込
み
を
消
化
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
。

昭
和
六
十
一
年
度
事
業
で

A
コ
ー
ト
、

B
コ
ー
ト
の
排
水
施
設

工
事
を
約
―
―
一
五

0
万
円
を
か
け
て
整
備
し
た
。

〔
総
合
グ
ラ
ウ
ソ
ド
の
概
要
〕

面
積
一
万
三
九
七

0
平
方
財

競
技
施
設
二

0
0
}
~セ
。ハ
レ
ー
ト
コ
ー
ス
‘
I00

1~ 

コ
ー

ス
、
野
球
場
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

附
属
施
設
管
理
室
、
更
衣
室
、
便
所
、
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
四
基

夜
間
照
明
施
設
照
明
塔
（
当
初
）
六
基
、
水
銀
ラ
ン
プ
投
光

器
四
八
台

五
九
六
八
万
一

0
0
0
円
四
二
五

一
万
五

0
0
0
円

一
六
五
九
万
四

0
0
0
円

二
六
六
七
万
五

0
0
0円

七
七

0
万
円

屈
の
ス
ボ

ー
ツ
に
対
す
る
理
解
と
参
加
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

-
）

0
 

f
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ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
施
設

（
昭
和
五
十
五
年
度
）

A
コ
ー
ト

（
昭
和
五
十
六
年
度
）

B
コ
ー
ト

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
排
水
整
備

（
昭
和
六十
一
年
度
）
A
コ
ー
ト

•
B

コ
ー
ト

三
四
九
万
五

0
0
0
円

総
合
グ
ラ
ウ
ソ
ド
の
夜
間
照
明
は
、
設
置
以
来
一
五
年
を
経
過

し
、
一
部
欠
落
な
ど
が
あ
り
、
危
険
と
効
率
低
下
の
た
め
、
昭
和

六
十
二
年
度
に
事
業
費
一
九
八

0
万
円
（
全
額
町
費
）
で
全
面
改

修
し
た
。
今
回
の
改
修
工
事
に
よ
り
、
旧
施
設
の
照
度
を
落
と
す

こ
と
な
く
消
費
電
力
の
軽
減
を
は
か
る
た
め
、
水
銀
ラ
ン

。フ
六
〇

貯
と
ナ
ト
リ
ウ
ム
ラ
ン

プ
四
〇
貯
の
混
合
方
式
と
す
る
こ
と
で
快

適
な
環
境
を
作
る
こ
と
が
で
ぎ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
使
用
時
四
基
点
灯
、
軟
式
野
球
は
七
基
点
灯
の

二
と
お
り
の
使
い
分
け
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
B
コ
ー

ト
で

口
夜
間
照
明
施
設
の
改
修

〇
追
加
事
業

照
明
塔
増
設
（
昭
和
五
十
三
年
度
）

そ
の
他

0
万
円

0
万
円

二
0
九
万
七

0
0
0
円

――
10 0
万
円

四
総
合
体
育
館

は
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
使
用
専
用
の
考
え
方
で
四
基
点
灯
区
分
が
で
き

る
。
全
点
灯
時
は
、

一
―
甚
点
灯
、
水
銀
ラ
ン

。フ
四
八
台
、
ナ
ト

リ
ウ
ム
ラ
ソ
プ

ニ
八
台
、
全
体
照
度
は
約
二

三
八
ル

ソ
ク
ス
で
あ

る
。
ラ
ン

。フ
の
平
均
寿
命
は
、
水
銀
ラ

ソ
プ
九

0
0
0
時
間
、
ナ

ト
リ
ウ
ム
ラ
ン
プ
一
万
二
、

0
0
0
時
間
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
の
改
修
の
特
長
は
、
点
灯
に
つ
い
て
コ
イ
ン
ク
イ
マ
ー
式

に
改
善
し
た
こ
と
で
あ
る
。

コ
イ
ソ

一
枚
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
場

合、

三
0
分
使
用
で
き
、
野
球
の
場
合
、
二

0
分
使
用
で
き
る
。

コ
イ
ン
は
最
高
六
枚
ま
で
投
入
で
き
、
途
中
追
加
も
で
き
る
。

ス
ボ

ー
ツ

は
年
々
盛
ん
に
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
種
目
に
多
様
化
し

て
き
て
い

る
。
し
か
し
本
町
の
屋
内
運
動
場
は
学
校
の
体
育
館
し

か
な
く
、
学
校
開
放
に
よ
り
一
般
の
利
用
に
供
し
て
き
た
が
、
利

用
時
間
の
制
限
や
、
管
理
運
営
の
方
法
な
ど
の
問
題
も
あ
り
、
総

合
体
育
館
の
建
設
が
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
そ
こ
で
左
の
計
画
に
も

と
づ
き
建
設
を
め
ざ
し
た
。

0
五
十
六
年
―
―
一
月
、
議
会
で
「
社
会
教
育
施
設
等
建
築
基
金
条

例
」
を
制
定
。
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指
名
委
員
会
を
開

催
、
株
式
会
社
鮫
島
建
築
設
計
事
務
所
に
設
計
依
頼
。

0
五
十
九
年
五
月
文
部
省
所
管
公
立
社
会
体
育
施
設
整
備
事

業
と
し
て
採
択
内
示
を
う
け
る
。

0
五
十
九
年
五
月
二
十
五
日
、
本
体
工
事
一
七
社
、
電
気
設
備

工
事
二
二
社
、
給
排
水
衛
生
設
備
工
事
一
一
社
に
よ
り
入
札

の
結
果
、

本
体
工
事

電
気
設
備
工
事

青
木

・
中
島
建
設
共
同
企
業
体

九
州
電
気
工
事

総合体育館外観

0
五
十
八
年
、
総
合

体
育
館
建
設
委
員

会
を
設
置
。
県
内

の
現
地
研
究
を
含

め
協
議
検
討
し
、

県
及
び
関
係
者
の

助
言
を
い
た
だ

ぎ
、
昭
和
五
十
九

年
度
単
年
度
事
業

と
し
て
建
設
す
る

こ
と
に
決
定
。

0
五
十
九
年
一
月
、

0

エ

期

給
排
水
衛
生
設
備
工
事
黒
木
電
器
水
道
工
事
店

が
落
札
、
着
工
の
は
こ
び
と
な
っ
た
。

0
昭
和
五
十
九
年
九
月
、
ス
テ
ー
ジ
照
明
、
音
響
設
備
、
暗
幕

設
備
な
ど
舞
台
設
備
を
三
晃
工
業
が
追
加
工
事
。

こ
う
し
て
昭
和
六
十
年
―
―
一
月
二
十
五
日
完
成
、
四
月
十
四
日
落

成
式
を
行
っ
た
。
式
典
で
は
竹
ノ
内
照
子
さ
ん
の
祝
賀
の
舞
、

向

井
田
孜
さ
ん
の
居
合
道
、
最
勝
寺
良
寛
さ
ん
の
空
手
道
演
武
を
披

露
、
鹿
児
島
純
心
高
校
新
体
操
チ
ー

ム
が
特
別
出
演
し
て
華
麗
な

演
技
を
見
せ
て
く
れ
た
。
つ
い
で
同
年
四
月
十
六
日
か
ら
一
般
開

放
し
た
（
使
用
料
は
第
149
表
の
と
お
り
）
。

〔
工
事
概
要
〕

0
名

称

〇
構

造

0
総
工
事
費

溝
辺
町
総
合
体
育
館

鉄
筋
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
（
一
部
鉄
骨
）

五
億
九

0
1
0万
二

0
0
0円

•

国
庫
補
助
金
一
億
ニ
ニ
四
六
万
七
0
0
0
円

・
起

債

二

億

四

八

五

0
万
円

（
年
金
資
金
）

・
積

立

金

一

億

七

0
0
0万
円

・
一

般

財

源

四

九

ニ

―

一

万

五

0
0
0
円

昭
和
五
十
九
年
五
月
二
十
九
日
ー
昭
和
六
十
年

三
月
二
十
五
日
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第52図

〔
競
技
場
設
備
〕

0

一
階
競
技
場
四
九
•
五
討

X

三
四
.

o
:
:
:
~
1
1

一
六
八
三
平

収

容

人

員

0
敷
地
面
積

〇
延
床
面
績

六
六
―
一
平
方
屈

-
＝
七
八
六
・
ニ
八
平
方
屈
一
階
一
一
八
一
一
八
・

五
平
方
招
二
階
九
五
七
・
七
八
平
方
屈

競

技

場

約

二

五

0
0人

観

客

席

五

五

二

人

①玄関・ホール ②事務室 ③湯沸室 ④医務室 ⑤一般用便所

⑥身障者用便所 ⑦会議指尊室 ⑧一般トレーニング室 ⑨児童

トレーニング室及び身障者観覧室 ⑩女子控室 ⑪女子ヽンャワー

室 ⑫女子便所 ⑬消火栓ボンプ室 ⑭ステージ ⑮放送室

⑯調光室 ⑪器具庫(2).⑲男子便所 ⑲男子シャワー室 ⑳男子

控室 ⑪器具庫(1) @体力健康相談室 ⑬一階競技場 ⑭二階競

技場 ⑮倉庫(1) ⑳倉庫(2) @観覧席

0
二
階
競
技
場

方
屈

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
三
面
）
・
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
（
二
面
）
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
八

面
）
．
軟
式
庭
球
（
三
面
）

九
・
一
屈

x-
＝
四
．

0
烙
11
ニ
0
九
・
四
乎

方
屈

．
卓
球
（
四
台
）
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第
149
表
使

用
料

Z6t 

使
用
時
問
8
悶
誓
分
か
ら
12
時
か
ら
17
時
か
ら
1
照
明
使
用
料

使
用
区
分

12 
で

17
時
ま
で
2
2
時
ま
で
1
時
間
当
り

児
童

•
生
徒

50
0
 円

6
0
0
 円

700 円
円

ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ボ
ー
ツ

専
使
料
い
に
使
用
す
る
場
合

用
を
場

上
記
以
外
の
者

1. 
000 

1. 
2
0
0
 

2
,
0
0
0
 

者
が
徴
収
合
文（化営
利的
催
し
物
に
使
用
す
る
場
合

3
,5
0
0
 

4
,
0
0
0
 

5
,000 

用
入
し

又
は
宜
伝
を
目
的
と
し
な
い
）

場
な

I
 
6. 
o
o
o
 
J
 

s. 
ooo 
I
 

そ
の
他
の
場
合

15,000 
2
,
0
0
0
 

使
使用嘉
料徴を
場合
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
に
使
用
す
る
場
合
I
 
3. 
o
o
o
 
!
 
s. 
o
o
o
 
1
 

7,000 

文（化営利的
催
し
物
に
使
用
す
る
場
合

6,000 
10,000 

15,000 

入
収す

又
は
宜
伝
を
目
的
と
し
な
い
）

用

I
 
20. o
o
o
 
1
 
2s
.
 
o
o
o
 
I
 

場
る

そ
の
他
の
場
合

30
,000 

種
目

使
用
者
区
分

単
位
1
時
間
に
つ
き
備

考
照
明
使
用
料

部

1
時
間
当
り

使
児
童

•
生
徒

30 円
円

用
卓

球
l
 
台

ラ
ケ
ッ
ト
、
球
は

100 

＾
 

上
記
以
外
の
者

50 
除
く

個人
児
童

•
生
徒

50 
ラ
ケ
ッ
ト
、

使
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

1
 
面

ジ
ャ
ト
ル
コ
ッ
ク

300 
用

上
記
以
外
の
者

100 
は
除
く

を喜
児
童

•
生
徒

50 

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

1
 
面

ボ
ー
ル
は
除
く

3
0
0
 

上
記
以
外
の
者

100 



児
童
•
生
徒

1
0
0
 

I
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

1
 
面

ボ
ー
ル
は
除
く

3
0
0
 

上
記
以
外
の
者

2
0
0
 

I
 

児
童

•
生
徒

1
0
0
 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

1
 
面

ボ
ー
ル
は
除
く

3
0
0
 

上
記
以
外
の
者

2
0
0
 

児
童
•
生
徒

1
0
0
 
ボ
ー
ル、

テ
二
ス

1
 
面

ラ
ケ
ッ
ト
は
除
く

3
0
0
 

上
記
以
外
の
者

2
0
0
 

児
童

•
生
徒

バ
レ
ー
コ
ー
ト

1
0
0
 

武
道

1
面

3
0
0
 

上
記
以
外
の
者

2
0
0
 

軽
ス
ボ
ー
ツ
及
び
ダ
ン
ス
レ
ク
リ

児
童
•
生
徒
I
 ホー
ル
の
半
面

1
0
0
 
i
 
I
 

3
0
0
 

ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動

上
記
以
外
の
者
に
つ
き

2
0
0
 

附
属
設
備
等
使
用
I
 

町
長
が
定
め
る
額

譴肛辻・1}料・徊抵

附
記l
 
専
用
使
用
で
許
可
時
間
を
延
長
し
た
場
合
の
使
用
料
は
延
長
1
時
間
(
1
時
間
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
1
時
問
と
す
る
）
ご
と
に
延
長
す
る
時
間
区
分
の
使

用
の
1
時
間
当
り
の
額
に
2
割
を
加
箕
し
た
額
と
す
る
。

2
 
使
用
者
が
本
町
の
住
民
で
な
い
場
合
の
使
用
料
は
上
記
使
用
料
に
5
割
を
加
箕
し
た
額
と
す
る
。

3
 
使
用
時
間
は
会
場
の
準
備
及
び
後
整
理
の
時
間
を
含
む
も
の
と
す
る。
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第4章 社会体育

工
事
費

設
計
費

万
円
三
五

0
万
円

造
成
設
計
11
六
五
万
円
、

〇
照
明

〇
付
帯
設
備

0
事
業
費

一
灯
用
六
基
、
二
灯
用
六
基
、
計

一
八
灯

便
所
、
更
衣
室
ほ
か
（
七
七
平
方
屈
）

用
地
取
得
費造

成
工
事
11

一
四
三
九
万
四

0
0
0
円
（
施

エ

・
国
土
建
設
）
、
コ
ー
ト
11
二
三
四

0
万

円

（
施
エ
・
東
亜
道
路
工
業
）
、
照
明
11

―-
0
0

万
円
（
施
工

・
九
州
電
気
工
事
）
、

1
1
六
四
万
円

造）

0
コ
ー
ト

面
（
ニ

ニ
八
六
平
方
認
、

所
、
更
衣
室
ほ
か
を
備
え
て
い
る
。

で
あ
る
た
め
、
オ
イ
ル
サ
ン
ト
で
あ
る
。

〔
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
概
要
〕

フ

ェ

ン

ス

コ
ー
ト
設
計
11
八
〇

オ

イ

ル

サ

ン

ド

構

コ
ー
ト
面
は
盛
り
土
造
成
地
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本
町
は
、
古
く
か
ら
行
政
、
産
業
、
教
育
、
民
生
、
そ
の
他
各

方
面
に
わ
た
っ
て
優
秀
な
人
材
が
輩
出
し
、
町
政
発
展
の
原
動
力

と
な
っ
て
活
躍
し
て
き
た
。
町
は
、
昭
和
五
十
一
年
十
一
月
、
溝

辺
町
表
彰
条
例
を
制
定
し
、
功
労
者
と
し
て
顕
彰
し
て
い
る

（
該
当
者
は
第
二
部
第
二
章
の
「
町
民
表
彰
」
に
あ
り
）
。

一
方
、
町
政
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
県
あ
る
い
は
全
国
単
位
の

組
織
に
あ
っ
て
も
重
要
な
地
位
に
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に

貢
献
し
、
各
界
の
発
展
に
尽
く
し
た
功
績
に
よ
っ
て
表
彰
の
栄
に

浴
し
た
個
人
及
び
団
体
も
数
多
い
。
本
人
の
み
な
ら
ず
、
町
の
名

誉
と
し
て
、
永
く
そ
の
栄
誉
を
た
た
え
、
こ
こ
に
記
録
す
る
（
国

の
機
関
ま
た
は
全
国
単
位
の
組
織

・
団
体
の
表
彰
の
み
に
と
ど
め
、
そ
の

ほ
か
は
割
愛
。
カ
ッ
コ
内
は
表
彰
者
）
。

〔個
人
〕

0
有
馬
四
郎

•

国
土
（
地
籍
）
調
査
推
進
に
功
績

1
1
5
5
年
2

月
5

日

（社
団

法
人
全
国
国
土
調
査
協
会
長
本
名
武
）
、
56
年

6
月

13
日

（
国
務
大
臣

・
国
土
庁
長
官
原
健
一
二
郎）、

61
年
6
月

20
日

第
五
章

顕

彰

（国
務
大
臣

・
国
士
庁
長
官
山
崎
乎
八
郎
）

•

土
地
改
良
推
進
に
功
績
1
1
6
1年
1
0
月1
4日
（
農
林
水
産
大
臣

加
藤
六
月
）

0
黒
木
公
博

・
身
体
不
自
由
を
克
服
し
、
自
力
更
生
に
努
力
11
61
年
12
月
9

日

（厚
生
大
臣
斎
藤
十
朗
）

0
佐
藤
山
人

・
学
校
保
健
の
普
及
向
上
に
功
績
11
62
年
1
0
月
22
日
（
文
部
大

臣
塩
川
正
十
郎
）

（
文
部
大
臣
森

0
今
吉
進
茶
業
発
展
に
功
績
11
54
年
11
月
9
日
（
日
本
茶
業
中
央
会
長

西
村
直
己
）

0
村
田
哲
二

・
農
協
金
融
事
業
の
発
展
に
貢
献
11
49
年
2
月
15
日
（
農
林
中

央
金
庫
理
事
長
片
柳
真
吉
、
全
国
信
連
協
会
会
長
高
橋
七

郎
）

〔
団
体
〕

0
村
田
一
――夫

・
学
校
給
食
の
振
輿
に
功
績
11
59
年
9
月
6
日

喜
朗）
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〇
溝
辺
町
朗）

〇
溝
辺
町
学
校
給
食
セ
ソ
タ
ー

・
学
校
給
食
調
理
場
運
営
に
優
れ
た
成
果
11
59
年
9
月
6
日

（
文
部
大
臣
森
喜
朗
）

〇
溝
辺
町
献
血
推
進
対
策
協
議
会

．
献
血
の
推
進
に
貢
献
1161
年
7
月
23
日
（
厚
生
大
臣
斎
藤
十

•
町
村
自
治
の
健
全
発
展
1
1
5
0
年
1

月

3
1日

（
全
国町
村
会
長

河
津
寅
雄
）

•

森
林
国
営
保
険
事
業
の
発
展
に
寄
与

1
1
6
0
年
1
0月
1

日
（
林

野
庁
長
官
田
中
恒
寿
）

〇
濡
辺
町
議
会

・
優
良
議
会
1147
年
2
月
10
日
（
全
国
町
村
議
会
議
長
会
）

〇
溝
辺
町
結
核
予
防
婦
人
会

・
結
核
予
防
事
業
に
貢
献
1152
年

4
月
2
2
日
（
財
団
法
人
結
核

予
防
会
総
裁
薙
仁
親
王
妃
勲
一
等
勢
津
子
）

〇
濶
辺
町
農
業
委
員
会

・
全
国
農
業
新
聞
の
普
及
に
成
果
11
62
年
4
月
8
日

（
全
国
農

業
会
議
所
会
長
桧
垣
徳
太
郎
）

〇
溝
辺
町
農
業
協
同
組
合

・
貯
蓄
推
進
運
動
に
成
果
11
45
年
2
月
6
日

（
農
林
中
央
金

庫
、
全
国
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会
）

0
鹿
児
島
県
共
同
募
金
会
諧
辺
町
分
会

・
多
年
に
わ
た
り
共
同
募
金
運
動
に
功
績
11(56
年
11
月
17
日）

（
社
会
福
祉
法
人
中
央
共
同
募
金
会
会
長
囃
尾
弘
吉
）
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